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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──避けきれない。

　如月きさらぎ武たけ琉るには何かが迫ってくることが見えていた。

　だが、ソレは彼の身体能力をもってしても回避しきれなかった。

　突然の衝撃にはね飛ばされ、背を強く打ち付ける。

　それは、少しだけ肌寒い日のことだった。

　武琉の顔を見るなり、軍服に軍帽をかぶった少女が飛びかかってきたのだ。

　その少女は今、武琉を押し倒した勢いのまま、上に跨またがるような体勢になっている。

　肩までの栗くり色いろの髪が元気よく跳ねた。

　その少女は、道ばたに倒れた武琉の両肩に手を置きながら、こう言った。

「久しぶりだなっ！　壮健であったかっ!?」

　しかし、武琉はその少女にまったく見覚えがない。

「……すまん、どこかで会ったことあったか？」

　少女をよく見直してみるが、やはり記憶にない。

　ただ、その腰に吊つるされた刺突剣レイピアがわずかに頭に引っかかる。

　少女は快活な笑みを浮かべて口を開く。

「はっはっは。いつの間に冗談が言えるようになったのだ。だいたい貴殿が自分を忘れるなんて、そんなことがあるはずがないではないか」

　いったいなぜそんなに自信を持っているか、さっぱりわからない。

　武たけ琉るは困惑しながら言った。

「とりあえず、退どいてくれないか」

「おお。これはすまない」

　武琉は立ち上がってから周囲を見てげんなりした。

　制服に身を包み帯剣した少年少女たちがこちらを興味深そうに窺うかがっていたからだ。

　彼らは武琉の通う封剣学園デウスアトル・アカデミアの生徒たちである。

　武琉を見ながら、ひそひそと何事かを話している。

「ねえ、あれってもしかして──」「あの髪色、ヤマトのやつだよな？」「ヤマトの男って、今一人しかいないよね」「また女を増やしたのか」「あの軍服の女性、すてき……」

　武琉の首筋を汗が伝う。

「くっ。ちょっとこっちに来い」

　武琉は少女の手を摑つかんで、足早に歩き出す。

「お、おおっ？」

「ここじゃ人目につきすぎる」

　放課後の街中で女の子に押し倒されていたなどと、あまり広めたい話ではない。

　ただでさえ武琉は何人もの美少女に囲まれ、男子生徒に嫉しつ妬とされている状況だ。

　全員に手を出しているとまで言われる始末。

　そこにこの少女まで加わってしまうのは、彼女のためにもよくないだろう。

　武琉は人気の少ない裏通りまでたどり着くと、歩みを止めた。

「ふう……。ここなら、大丈夫かな」

　振り返って尋ねる。

「で、オレに何の用だ？」

　改めて見ると少女の顔立ちは相当に整っていた。軍服姿に腰に吊つるした刺突剣レイピアも相まって凛り々りしい印象を受ける。

　その少女は目を左右に泳がせたあと、頭を下げた。

「あー、いや……すまない。よく考え──よく見たら、自分の人違いであった。彼に、ここで会えるはずなどなかった」

　どこか切なげな顔をしたかと思うと、ぐぅぅと謎なぞの音がした。

「何の音だ？」

　もう一度、ぐぅぅぅぅと音が鳴る。

　武琉は音の聞こえた方向──つまり少女の身体からだを見つめた。

　少女はつつつと目をそらして口を開く。

「じ、自分には何にも聞こえなかった。き、気のせいだろう」

「そうか？　おかしな音がしたような気がするんだが……」

　少女は顔を背けながら弱々しく呟つぶやく。

「…………らの音、だ」

「へ？」

　少女は勢いよく頭を上げて、叫んだ。

「今のは、自分の腹の音だ！　もう、しばらく、何も食べていないのだぁ！」

　その目元は可哀かわい想そうなほどに赤く染まっていた。





　　　　　◆　◆　◆






　高度一万五千メートルに存在する神霊浮遊都市エーテル・フロート。

　その奥深くに、生徒も教員も知らない場所があった。

　旧ヤマト領の神殿の地下にある秘密の空間だ。

　そこでは青白い光が薄暗い室内を不気味に照らしていた。

　光は一つのクリスタルから放たれている。

　クリスタルにはいくつものヒビが入っている。そのヒビはここ一週間足らずの間に、徐々に徐々に数を増やし、広がっていったものだ。

「この調子でいけば、あと三週間といったところかな」

　クリスタルを眺めながら感慨深げに呟いたのは、この学園の理事長を務める中年の男だ。特徴的な顎あごヒゲを指でいじっている。

「とうとう復活させることができる」

　クリスタルは強大な力を持つ者を封印するための遺物品アーテイフアクトである。

　それをもってしても封じきれないほどの存在がいた。

　七つの《神域封剣レグナーレ》すべてを用い、クリスタルを強化することで、ようやく封印することができていたのだ。

　だが今は、《神域封剣》による封印は解けている。

　あとは、遺物品アーテイフアクトであるクリスタルが、中に溢あふれる力に耐えきれず壊れるのを待つだけだ。

　そのクリスタルの中に封じられているのは、少年だ。

　背丈よりも長い髪が、幾束にも分かれ、ぐるりと渦を巻いている。衣服は何一つ身につけていない。美しく、どこか神こう々ごうしささえ感じさせられる姿をしている。

　この少年こそ、七つの《神域封剣》によって封印されていた存在。遙はるか昔に荒神と呼ばれた存在だ。

　理事長は震える手で、クリスタルの表面をなぞった。

「…………ようやくだ」

　突如、理事長の頭の中に声が響いた。

『そなたは、余がどのような存在かわかっているのか』

　理事長がハッとクリスタルの中の少年を見る。

　目が合った。

　背筋に震えが走り、全身に鳥肌が立つ。恐れを悟られぬよう、理事長は一呼吸おいてから口を開いた。

「…………もちろん、わかっていますよ。荒神、イシュトリルトン」

　荒神イシュトリルトン。

　それはこの世界で神と呼ばれる存在だ。

　以前起こった大戦で、とある国が復活させようとしていた、人という種の敵。

『ふむ……。解せんな。そなたは人であろう？　人と余の目的は、決して相あい容いれぬ』

　理事長は息を大きく吐いてから、口を開いた。

「あなたの願いは、人をすべて消し去りたい、でしたか。この封印の地に、記されていました」

　ゆえに、決して目覚めさせぬように、と、注意を喚起する文章があった。

『相違ない』

　理事長は喉のどを鳴らしてから告げた。

「僕は、退屈なのです。神よ」

　理事長は両手を広げてみせた。

「この世界で、僕に読めないことなどなかった。世界は僕の想定の通りに推移する。いや、してしまう」

　荒神は口元を歪ゆがめた。

『ほう、黒髪の男の出現も、読めていたと？』

「……やはり、見えていらしたのですね。おそらく《瀆とく神しんノ匣はこ》に汚染された者を通して。確かに武たけ琉るくんの出現は、僕には読めなかった。けれど、それは些さ末まつなことでしかない」

　理事長の声が次第に大きくなっていく。

「アレに何の意味がある？　ないさ。何にも。一つ一つの事象は揺らぎや偏りでしかない。それ以外の出来事も合わせて考えれば、最終的に結果は平均に近づいていく。だから、僕は、僕が読めない出来事を発生させたい」

『それが余だと？』

「あなたが世界を滅ぼせるかどうかというダイスを僕は振ってみたい」

『暇潰つぶし、か。……やはり人とは度どし難がたい』

「あなたを封印していた武器を持つ者たちとぶつかる場を、僕に提供させてください。あなたがクリスタルを砕いて表に出る頃には、用意しておきますので」

　言ってから理事長は荒神イシュトリルトンに向かって頭を下げた。

「では、僕は準備に取りかかります。今しばらくご辛抱を」




　理事長は、神のいる部へ屋やの前で待たせていた秘書と合流した。

　まるで古代の神殿のような雰囲気の広い道を歩く。

「しかし《神域封剣レグナーレ》が二つも行方ゆくえ不明とはね」

　理事長が呟つぶやくと、スカートスーツ姿の美しい秘書が頷うなずいた。

「……ですね。まさか、《地霊剣》と《焰えん獅じ剣けん》が消えるとは」

《地霊剣》は、フェリックスが武たけ琉るに敗やぶれたあの戦いのあと、姿を消していた。《焰獅剣》を持つオリヴィアは未いまだに行方知れずのままだ。

「けれど、その分ヤマトの《神域封剣》が返ってきているのだから、戦力は想定の範囲内さ。やや下回るかもしれないけれどね」

　理事長がため息をついた。秘書は気遣うような視線を向ける。

「…………理事長」

「戦力が整った上で戦ってくれないと、ちょっと残念だね」

　秘書は顔をしかめながら俯うつむいた。






│一章│終わりの始まり






　──一刻も早く、例の少女を確保しなければなりません。

　スレンダーな体たい軀くをした金髪の少女が街中を疾駆していた。

　ゲルツの《神域封剣》使いで、名をローゼマリー・レーヴェンガルドといった。

　尋常ではない速度を出しているにもかかわらず、挙措の一つ一つが気品に溢あふれている。

　通常であれば不用意な力の解放は学則で禁じられているため、このような速度で走ることはできない。封剣学園デウスアトル・アカデミアの生徒たちは一人一人が恐るべき力を持つからだ。全力で移動するだけで、深刻な衝突事故を起こしかねない。

　けれど今、ローゼマリーには全力で走る理由があった。

　数日前。

　神霊浮遊都市エーテル・フロートはかつてない危機におそわれた。

　人類救済会議というテロ組織が、この世界最高の戦力の集う学園に攻め込んできたのだ。

　思い出すだけでローゼマリーは悔しさに歯は嚙がみする。

「くっ」

　彼らはどういった手段をとったかわからないが、一人一人が《神域封剣レグナーレ》使いに匹敵する使い手だった。

　ローゼマリーやヴィクトールといった《神域封剣》使いすら、彼らに破やぶれた。

　この学園の二番手と目されるレナードは奮戦したようだが、数人がかりで倒されたと聞く。

　また、あれから世界最強のオリヴィアも行方ゆくえが知れない。

　その上、イングランスの《神域封剣》使いであるフェリックスはあろうことかテロ組織に荷担していたというのだ。

　そして、今ローゼマリーが駆り出されているのはその件についてだ。

　戦いのあと、フェリックスが使っていたはずの《地霊剣フルンティング》が紛失したのだ。

《神域封剣》が失われるなんて、あってはならないことだ。

　失えば二度と作れないような、希少な剣なのだ。決して偽剣レプリカでは代用できないほどの力を持っている。悪用されることなど、考えたくないほどに。

　現在、神霊浮遊都市エーテル・フロートの様々な組織が、理事長から《地霊剣フルンティング》の捜索と回収を最優先で指示されている。

　そして先ほど、ローゼマリーが隊長を務める校紀隊に目撃情報が飛び込んできたのだ。

《地霊剣フルンティング》によく似た刺突剣レイピアを見たと。

　所持していたのは、軍服を着た少女という話だった。





　　　　　◆　◆　◆






　如月きさらぎ武たけ琉るは軍服姿の美少女と向き合っていた。

　たった今盛大な腹の音を響かせた少女だ。

「そっか。人違いか。だったらオレは失礼するぜ。これから買い出しに行かなきゃならなくてさ」

　といっても大したものを買うわけではない。ただの生活用品だ。

　つい先日まで武琉は三週間ほど入院しており、咲さく耶やも検査入院を終えたばかりだ。

　よって買い物に行く余裕がなく、気付けば様々な日用品が足りない状態になっていたのだ。

　武琉が別れを告げようとしたとき、軍服姿の少女は腹の音で返事をした。

　少女は捨てられた子犬のような目で武琉を見ている。

「…………おう。なんだ、腹が減ったなら、なんか食えばいいじゃねーか。そこらにいろいろ店があるだろ」

「自分は無一文なのだ」

　少女は軍服のポケットをひっくり返してみせた。見事に空っぽだ。

「…………そうか」

「自分は、もう何十年も食べていないのだ」

「むしろ何で生きているんだよ、それ」

　武たけ琉るが言うと、少女は焦ったような口調で言った。

「そ、それくらいの心持ちということだっ」

「そうか。頑張れよ。じゃあオレ行くわ」

　少女の顔がこの世の終わりでも見ているかのように真まっ青さおに染まる。

　胸に軽く刺されたような痛みが走る。おそらく罪悪感だ。

　武琉はつい口を開いた。

「………………なんか、食うか？」

「い、いや、しかし、自分はそんな、他人にねだるなど……」

「そうか。じゃあやめとくか」

「…………き、貴殿はひどい御仁だ。自分の口から、このようなセリフを言わせるとは」

　少女が武琉の腕にぎゅうっとしがみついてきた。

「頼む。後生だ。自分に食べさせて欲しい」

　硬い生地の下にある柔らかな胸が押しつけられる。

「ちょっ、わ、わかった。わかったから」

　少女は逃がさないと言わんばかりに武琉の腕を抱え込んだまま歩き出す。一歩進む度に、胸の谷間に挟まれた腕がこすれる。

「お、おい」

「先ほど、とてもよい匂いがした場所があるのだっ。自分はアレが気になっているっ！」

　ぐいぐい武琉を引っ張りながら少女が歩く。

「自分はラティーシャ。ラティーシャ・エアハートだ。貴殿の名は？」

「如月きさらぎ武琉だ」

　その名前を聞いた途端、ラティーシャは真横にいる武琉の顔を見た。ぱちくりと目を瞬かせてから、懐かしそうに微笑ほほえんだ。

「そうか。よろしく頼むぞ。如月殿。ほら、こちらだ」

「自分で歩ける。だから腕を摑つかむな……っ」

　ラティーシャは気にした様子もなく、陶酔するような顔で鼻を鳴らした。

「あったぞ、如月殿。あの店だ。──ああ、なんと甘く香かぐわしき匂いなことか」

　指し示された先は、男一人では入りがたいお洒落しやれ空間だ。

　英国調をベースに明るくポップにしたような店構えのカフェだった。




「如月きさらぎ殿。これを頼んでも？」

　店の中でラティーシャがメニューを両手に持ちながら、武たけ琉るの顔を覗のぞき込んでくる。

「……好きにしてくれ。今更だめだなんて言わねえよ」

「ありがとう」

　呼びつけた店員に「ニルギリ紅茶とベイクウェル・プディングを頼む」とラティーシャは告げる。

「すまないな。如月殿。…………ところで、この都市はずいぶん不安定な場所にあるのだなぁ」

「確かに、空中だもんなぁ」

「む……。違う違う。違うのだ。そういう意味ではないのだ」

「違うのか？」

　と、話していると、ティーポットとケーキを店員が運んでくる。

　さらにラティーシャに小さな人にん形ぎようが手渡された。

「……これは？」

　どうやらサービスであるらしい。ケーキセットを頼むと、女学生にプレゼントされるのだとか。

「ふむ……。では、もらっておこう」

　目の前で紅茶が注がれる。ラティーシャはそれに口をつけ、あつ、あつつ、と言いながら飲んだ。

「ああ、不安定という話だったな。よくもこんな超大型爆弾が載ったモノに人を住まわせようと思ったものだと、改めて思ったのだ」

「爆弾、だと？」

　ラティーシャはフォークでベイクウェル・プディングを切り取ると、口に運んだ。

「うまぁ……。ああ、自分、感動だ」

　幸せそうな表情で目め尻じりに涙まで浮かべている。

「爆弾ってどういうことなんだ？」

　ラティーシャは、自分も人から聞いたことなのだが、と前置きをしてから告げる。

「まず一つはこの島を浮かばせている動力だ。こーんなバカでかいモノを浮かばせるのは、普通無理だろう」

　この世界の技術力は武琉のいた元の世界と同じか、やや進んでいる程度に思える。ならば科学力では厳しいだろう。だとすれば──。

「剣とかエーテルとかその辺じゃないのか？」

　ラティーシャはもぐもぐと口を動かしながら答える。












「その辺と言えばその辺なのだが、ここまで大きなモノを浮かばせる力は、《神域封剣レグナーレ》を用いても難しい。ということは、遺跡などから発掘された旧文明の遺産ということになる」

　ラティーシャがフォークを目の前でふりふりと振った。

「ここを浮かばせているのは、世界最大級の巨大エーテル結晶体、スペリオルウィゴルだ」

「……ちょっとよくわかんねえな」

「以前、知り合いの学者から聞いたことがあるのだ。このレベルのエーテル結晶体に含有・圧縮されている熱量が外側に解放されれば、惑星一つが滅ぶとか。まあ、ようするに爆発するってことらしい」

　そう言われても武たけ琉るには実感などまったくわいてこない。

「ふーむ……」

「よくよく考えたら、惑星自体が滅んでしまうのなら、近くに住んでいたとしても遠くに住んでいたとしても変わらないか。となると、近くで管理するという手法も──」

　ラティーシャがそこまで言ったところで、入り口の自動ドアが開く。

　瞬間、店内に強い剣気が満ちた。

　場違いに明るい鈴の音がちりんちりんと鳴り響く。そのすぐあとに、食器の割れる音が複数、あちらこちらから聞こえてきた。剣気に当てられた客や店員が倒れたのだ。

　カフェの入り口に立っていたのは恐ろしいまでに美しい女性だった。金の髪に、すらりとした身体からだ。その全身で優雅という言葉を表しているようですらあった。

「ようやく見つけました。妾わたしは校紀隊隊長、ローゼマリー・レーヴェンガルド。そこな軍服の少女、その腰の剣──《地霊剣フルンティング》をおとなしく渡しなさい。そうすれば痛い目に遭わなくて済みますよ」

　ラティーシャは立ち上がりながら、ローゼマリーの持つ剣を見た。

「ふむ……。貴殿の持つそれは《嵐らん虎こ剣けんダーインスレイヴ》であるな」

　ラティーシャの腰に吊つるされていた剣をよくよく見れば、確かに覚えがあるものだった。数日前武たけ琉るが戦ったフェリックスの所持していた《神域封剣レグナーレ》だ。

「だが、自分にはこの剣を決して手放せぬ理由がある。見つけ、破壊せねばならないものがあるゆえに」

　ラティーシャは立ち上がると、ゆっくりとローゼマリーに向かって歩いていく。

「この場で暴れると迷惑がかかる。ここのベイクウェル・プディングはなかなか美味だった。店を壊したくはない」

　ローゼマリーの隣を通り抜けようとするラティーシャに、ゴウ、と鋭い音を立てて大剣グレートソードが迫った。

　ラティーシャがローゼマリーのたおやかな手首に手を添えた。それだけで大剣の威力はそらされ、殺される。

「なっ……」

　武琉は驚きに目を見開いた。今の動きは決して早くはなかった。さして力がこもっていたようにも思えない。

　──だってのに、なんであんなにあっさりと……！

「当代《嵐虎剣》の使い手よ。自分を見逃してはくれないか」

　呟つぶやいたラティーシャの姿は、ローゼマリーの横をすり抜け、すでに店の外にあった。

「《神域封剣》は、国家の管理下にいないただの個人が手にするには大きすぎる力です。妾はそれを見逃すことはできません」

　ローゼマリーは振り返りながら神速で大剣を振るう。ラティーシャは一歩退いただけで軽々と回避してみせた。

「……それにしても、驚きました。何者ですか、そなたは。妾の攻撃がここまで通用しないとは」

　言いながらもローゼマリーは攻撃の手を緩めない。だがラティーシャは剣を抜くこともなく、それらすべてを最小限の動きで避け続ける。

「貴殿に一つ質問がある。貴殿は《クリスタルの男》、または荒神と呼ばれる存在を知っているか？」

「さて、どうでしょう」

　とぼけるように言うローゼマリーに、ラティーシャは間を置かず返す。

「そうか。貴殿は知らないようだ」

　あっさりと言うラティーシャ。ローゼマリーは眉根にしわを刻んだ。

「……なぜ？」

「返事までの間。それと貴殿の戦い方からの推測なのだ」

「それは、ただの勘というのではなくて？」

「勘、と言われればそうなのかもしれない。だが、自分なりに根拠はあるのだ」

「根拠ですか。……たとえば、どのような？」

　ラティーシャは少し考えるような間をおいてから口を開いた。

「貴殿は視線や体重移動でいくつもの罠わなを張っている。ならば、答えを自分の興味を引き油断を誘うための札にすると践ふんだ。なのに、先ほどの返事は考える時間を作ったように思える。それは貴殿に答える準備がなかったからに他ならない。……自分は言葉にするのは慣れていないが、これで伝わっただろうか」

「この短い間でそこまで見切りますか。そなた、相当頭が回りますね」

「いいや、ただの経験則──っと、風の刃か」

　何気なく呟つぶやきラティーシャが身体からだを横にずらす。すると、ラティーシャが立っていた位置の地面が爆砕する。

　その砕けた跡を見つめながら、ラティーシャが呟く。

「む……。この手に持つ《地霊剣》もそうなのだが、《神域封剣レグナーレ》が強くなっているのか？　予備動作もなく、ここまでの威力を発揮するとは、驚きだ」

　ラティーシャは何気なく呟く。ゲルツの風女帝ローゼマリーは首に一筋の汗を垂らしていた。

　未いまだにラティーシャは剣を抜いていない。だというのに、まるで子供をあしらうようにかわされている。それは、圧倒的な実力があることを示していた。

　武たけ琉るはその様子を見ながら、胸が高鳴るのを感じる。

　──すげえな、あいつ。

　ラティーシャは強い素振りなどまったく見せていなかったというのに。

　と、そこに別の声が響いた。

「お待たせしましたっ！　ローゼマリー隊長！」

　見覚えるのある茶髪ツインテールの少女が走ってくる。両手剣ツヴアイヘンダーを片手に構えていた。その後ろにさらに複数の人間が見えた。

「ノエル・リーヴェン、ただいま到着いたしましたっ！　今より任務に就かせていただきます！」

　それを見てラティーシャは口を開く。

「……むむっ！　先ほどの問答は、隙すきを探っているのかと思っていたのだが、時間稼ぎでもあったか」

　ローゼマリーの増援が、ラティーシャを囲むように広がっていく。

「この人数差はやや不利かもしれんな。であれば、失礼するとしよう。──如月きさらぎ殿！　ケーキごちそうさまだ。実に美味であった！」

　そう叫んでラティーシャは走り出す。

「逃がしてはなりません！　追いますっ！　ついてこられる者は来てください！」

　ローゼマリーが金の髪をなびかせ地を蹴ける。その後ろを校紀隊の生徒たちが追いかけていった。

「…………なんだったんだ」

　一人残された武たけ琉るは、そう呟つぶやいた。




　その後、戻ってきた校紀隊によって、ラティーシャと一緒にいた武琉は軽い取り調べを受けた。

　ただ声をかけられて一緒にお茶をしていただけであり、目撃者もいたため大した問題にはならなかったのは幸いだった。

　ラティーシャはどうしたのかといえば、神霊浮遊都市エーテル・フロートの縁まで追いつめられたらしい。速度に優れる風属性を引き離すことはできなかったようだ。

　その後、高度一万五千メートルから海へと飛び降り、まんまと逃げきったようだが。

　問題はむしろ、取り調べの翌日にノエルから知らされたことだった。

　ラティーシャ・エアハートという少女はすでに死んでいるという事実。

　その記録は数十年前に起こった先の大戦時にあった。戦死した《神域封剣レグナーレ》使い──剣聖ラティーシャ・エアハートに、名前も顔もそっくりだった。
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　長期休暇である。

　神霊浮遊都市にも、春季休暇、夏季休暇、冬季休暇というものは存在する。

　しかも、なんと宿題がないのだ。

　武琉の担任は、教卓の下に身を隠しながら言っていた。

「明日から、夏季休暇に入ります。みなさんは勉学のことは忘れ、心身ともに癒いやし、疲れをとってきてください」

　どうやら休むときはしっかり休むという、オンオフのメリハリをつけるスタイルのようだった。

　そして現在武たけ琉るたちは、空港のロビーに来ていた。

　これから初めて浮遊島の外に行くことになる。

　武琉、咲さく耶や、ノエル、アーニャでゲルツへと向かうのだ。

「それにしても、わざわざゲルツで検査か。たぶん大丈夫だと思うけどな。ほら」

　武琉はそう言って軽く跳ねて見せる。

「ダメよ」「ダメです」「…………だめ」

　三者とも同じことを言った。

「ちゃんと気を付けないと、いつか身体からだ壊しちゃうんだから。心配させないでよ」

　と、咲耶が口を開いた。

　咲耶はヤマトの姫君で、美しい黒髪を長く伸ばした少女だ。頰ほおを膨らませ、黒曜石オブシデイアンの瞳をつり上げ、武琉を見てくる。

「その通りです。疲労とは見えない間にたまるものです。ましてやあなたは病み上がり。それに、アウレーリアが処方したとはいえ、危険な治療薬を投与されたと聞きました。その影響も調べなければなりません。ゲルツの医療マニュアルにもそう書かれています」

　茶髪のツインテール少女、ノエルは鞄かばんから一冊の本を取り出しながらそう言った。

「その通りよ」

　腕を組みながらこくこくと頷うなずいた咲耶に、ノエルは眉をひそめてみせる。

「それはあなたもです。咲耶。先日一番無理をしたのは、あなたなんですよ。わかってるんですか」

「うっ……。も、もちろん、わかってるわよ。当たり前じゃない。でもわたしだって大丈夫だし──」

　顔を背けながら言う咲耶の頰が、突如小さな手で摑つかまれた。

「むぎゅ!?」

　アーニャが無表情のまま咲耶の頰を摑んでいる。そのまま自分の方に顔を向けさせた。

「…………武琉も、咲耶も、ノエルも、ちゃんと身体に気を遣わなきゃ」

　銀髪の奥にある蒼玉サフアイアの目で、全員を見回していく。

「…………めっ」

　言って、一人ずつ額をでこぴんで弾はじいていく。

「……みんなが病気になったら、わたしは悲しく思う」

　アーニャはやや俯うつむいた。その姿はどこかつらそうに見える。

　このルシア人の少女は、病気の妹を人質にとられ戦わされていた過去がある。そのためか病には人一倍敏感だ。思えば先日武琉が倒れ入院したときも、いろいろと気遣ってくれていた。

「悪かったよ。……気を付けるさ」

「わたしも、ごめんね」

　気恥ずかしいのか、咲さく耶やはやや頰ほおを赤く染めて視線をそらした。

「私はゲルツのマニュアルに則のつとり、健康面には気を遣っていますので大丈夫ですよ」

　アーニャはこくりと頷うなずいて、季節はずれのマフラーで口元を隠した。

　そうこうしているうちに、搭乗の時間が近づいてきた。

　咲耶が全員に向かって告げる。

「ゲルツで検査を終えたら、その後はヤマトね」

　咲耶は少し口ごもる。

「ヤマトに着いたら、みんなをおばあさまに紹介したいの。その、えっと──」

　顔がリンゴのように赤く染まっていく。

「さ、最高の友とも達だち、だって」

　それからハッと息を吞のんでから、顔を真まっ青さおにした。

「そ、その、と、友達、よね……？」

　だんだん不安になってきたのか、上目遣いで武たけ琉るたちを見てきた。

「わたし、こういうの、よくわからなくって、えっと、違ったらごめん」

　武琉は少し考えてから口を開いた。

「たぶんそうなんじゃないか？」

　アーニャは深く頷きながら言う。

「……わたしも、そうだと嬉うれしい」

　ノエルは目を瞬かせて呟つぶやいた。

「それは、私も含まれるのですか？」

　咲耶はあわあわと口元に手を当てながら言う。

「ち、違ったかしら。その、気分悪くさせたら、ごめん」

「友人の定義とは、『対等な関係を持ち、心を許し合える人間』と、聞いたことがあります」

　ノエルが柔らかく微笑ほほえむ。

「もし、私が咲耶にそう思っていただけているなら、とても嬉しく思います」

　言われて咲耶がぱぁぁと顔を輝かせる。

「うん、うんっ！」

　若干涙すらにじませていた咲耶は、その勢いのままノエルの白い手を握った。

「なっ……！　きゅ、急に何をするんですかっ！」

　頰を赤く染め、慌てた様子を見せるノエルに、咲耶は「えへへ」と笑いかける。

　その笑え顔がおを見て、ノエルは「うっ」と言葉に詰まってしまう。

　二人の様子を見ながら武たけ琉るが呟つぶやいた。

「そろそろ飛行機に乗る時間になるぞ」

「はぁーい」「わかりました」




　武琉は飛行機の中から、窓の外の景け色しきを見る。

　雲の遙はるか上、何もないただ青いだけの空中に一つの島が浮いていた。

「おー……。本当に飛んでるんだなぁ」

　武琉はそれを見ながら、感心して息を吐いた。

　島がこんなふうに浮いているなど、目の前になければ信じがたい光景だ。

　隣に座っていたノエルが武琉のほうへと身を乗り出してくる。先ほど彼女はじゃんけんで勝利して武琉の隣の座席を獲得していた。

「ええ。あれがこの世界唯一の、空飛ぶ島です。私たちの学まなび舎やがあるところ。如月きさらぎ武琉は、アレがどうして飛んでいるか知っていますか？」

「なんだっけな……。でっかいエーテル結晶体が入ってる、だったか」

　ラティーシャから聞いたことを言ってみせると、ノエルは驚いたように目を大きく開いた。

「そうです。巨大エーテル結晶体スペリオルウイゴルは今より前の文明が作った超技術の塊です。元々はその所有権を巡って各国が牽制をし合っていたらしいのですが、戦後のどさくさに紛まぎれて、今の理事長が学園を空に浮かばせたとか」

「あのおっさん……」

　武琉は理事長が『学校が浮いてたら楽しくない？』とか言ってニヤける姿を想像してしまう。

「まだそのときは、青年だったらしいですよ。しかし、そのときに理事長が確保していなかったら、世界にはまた争いが生まれていたはずです。有用なエーテル結晶体の奪い合いが起こった可能性が高いと言われています」

「……そういや爆発すると、やばいんだっけ」

　武琉が何気なく言うと、ノエルは表情を硬くした。探るように尋ねてくる。

「なぜ、そのことを？」

「あー……。この前会った、ラティーシャに聞いたんだよ」

　さらにノエルの表情が険しくなる。

「その話は、おそらく誰にも言わないほうがよいでしょう」

　耳打ちされた。

「え？」

「アウレーリアが国から依頼され、試算したらしいのですが……。あの島を浮遊させるだけのエーテル結晶体が何らかの原因により破裂すると、この星の生物を十二回絶滅させるだけの熱量が発生するらしいのです。ごく一部だけが知っている秘密です」

「……やばいんじゃないのか、それ」

「破裂する可能性は、ほとんどないらしいです。ですが、民衆に知られてしまえばパニックは避けられない。ですので、特Ｓ級の機密となっています」

　言ってからノエルは考え込むように顎あごに手を当てた。

「…………それにしても、死んだはずのイングランスの剣聖ですか」

　実は、武たけ琉るもそれは気にかかっていた。『死んだはず』とはどういうことなのか？

「何者だったんだ？　たとえば、死んでいなかった、とか？」

「本人が死んでいなかったとしても、生きていれば相当な高齢になっているはずです」

「じゃあ、娘とか」

「調べた限り、彼女には血縁もいなかったはずなので、そちらの線もありません」

「他人のそら似とか」

「その域は超えていますね。街に仕掛けられた監視カメラの映像を解析したところ、過去の静止画データと九十九、八パーセントの身体的特徴の一致が見られました。クローンでもない限りは、ありえない数値です」

「なるほど……。で、剣聖ってどんなやつだったんだ？」

「現在ではイングランスの伝説になるほどの人でした。大戦時に《地霊剣》を所持していた存在です。確か──神すら超える技量を持つ少女。当時の《神域封剣レグナーレ》使いで一位二位を争う存在。攻めは苛烈にして緻ち密みつ。どんな防御もわずかな穴を見つけ突き崩す」

「……へえ、攻撃特化なのか」

　武琉が出会った少女に、そのようなイメージはなかった。どちらかといえば、防御特化に見えた。

　ならばやはり別人か。

　と、思ったところでノエルが首を横に振った。

「いえ。その卓抜した技量でもって、どんな攻撃も受け流しそらすことができる、という話です。死亡時を除いて、その身にかすり傷一つ負ったことがないとか」

「…………そりゃ、すげえな」

「これは眉まゆ唾つばですが、狙ねらった箇所を、分子一つ単位で確実に貫けるとか」

「もはや想像さえできないぞ……」

「ただ、そのかわり、エーテル量はあまり多いほうではなかったみたいですね。足りないパワーを技術で補っていたと言われています」

　それは武琉が出会ったことのない手合いだった。武琉自身力押しだし、オリヴィアも力押しだ。レナードは力と技量、双方高いレベルでバランスがとれている。

「技量タイプか……。見たことないな」

「どちらかと言えば私が技量タイプですね。あと、今の《神域封剣レグナーレ》使いでいえば、我がゲルツのローゼマリー隊長と、リンディアのラクシュミ・シン辺りがそういった戦い方ですよ」

　言われて武たけ琉るは瞬まばたきをした。

　技量タイプだというローゼマリーが、同じ《神域封剣》を持った戦いで、ラティーシャの相手にさえなれなかったのだ。

　そう考えると、あの軍服姿の少女は想像以上にとんでもない強者なのかもしれない。

　そのような話をしていると、窓から煉れん瓦が屋根の多いゲルツの街並みが見えてきた。

　ゲルツ南部にあるニュンヘン国際空港に降りると、すぐに武琉たちは病院へと向かった。
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　検査を終え、病院を出る頃には外はすっかり暗くなっていた。

「んー。それにしても、健康だってわかると、なんか身体からだが軽くなった思いがするぜ」

　武琉は片腕をぐるりと回しながら言う。

「それにしても、思ったよりも早く終わってよかったですね。本当は、明日も検査の予定だったのですが」

　ノエルの言葉に、咲さく耶やが考えるように口を開く。

「ってことは、……明日丸一日あいちゃうわね」

「ええ。ゲルツに軽飛行機の用意を頼んだのは、明日の夜ですしね」

「むー。どうしようかしら……」

　咲耶が腕を組むと、ノエルがぽんと手を打った。

「そうです。私にいい考えがあります。明日は、私がゲルツの真髄を教えて差し上げます」

「えっ……」

　咲耶は不安そうに瞳を揺らす。

「心配無用です。高級官僚や外交官の接待にも使われる、非常に良い店があるのです」

　武琉はつい心配になってノエルに尋ねた。

「なあ、ノエル。…………その、なんだ。こういうことをいうのは、ちょっと申し訳ないんだが……。本当に、大丈夫なのか？」

「もちろんです」

　ノエルが豊かな胸を叩たたくと、ふよんと揺れた。

　しかし、ノエルが自信に溢あふれるほどに、不安な気持ちがわき上がる。

「その店以外にも、我がゲルツにはたくさんの観光名所があります。あなた方に、ゲルツとは何かを教えて差し上げましょう」

　ふふん、と鼻を鳴らして、ノエルは得意気に微笑ほほえんだ。




　──翌日。

　武たけ琉るたちはノエルが手配してくれたニュンヘンのホテルを出て、街へと繰り出した。

　朝日がクラシカルな雰囲気の街並みを照らしている。

「すっげえ……」

　昨日きのうは急いでいたため、あまり周囲を気にしていなかった。だが今改めて街並みを見ていると、つい感嘆のため息がこぼれてしまう。

　景観が統一感を持っているのだ。煉れん瓦が造づくりの屋根の建物の数々に、それらの五倍の高さはあろうかという教会。

「これが、外国か……」

　非常に当たり前のことを呟つぶやいてしまう。

　武琉は元の世界も含め、日本以外に来たのは初めてだった。

　街を覆う空気自体が、どこか違う気がする。からっと乾いていて、肌に涼しい。

　咲さく耶やも「ほぁー」と変な声を出して、きょろきょろと辺りを見回している。

「さ、こちらへどうぞ」

　ノエルが一歩踏み出し先導する。武琉たちはその後ろについていった。




　タイルで覆われた道を歩くこと十数分。

　先ほどまでの場所よりも明らかに高級感の溢あふれる通りに出た。

　道にゴミ一つ落ちていないし、通りに並ぶ店構えからして違う。

　凝ったデザインながらも、不自然さや嫌みな様子はいっさい感じさせない。

　しばらく歩いてからノエルがぴたりと歩みを止めた。

「ここです」

　そこは中世風の屋敷だった。学園の校舎くらいの大きさがある建物だ。

　看板も何も出ていない。

　店を眺めていると、ちょうど中から身なりのよい男性たちが出てきた。仕立てのよいスーツに身を包んでおり、立ち姿にも品がある。

　彼らは武琉たちに怪け訝げんそうな視線を送ってから、咲耶とノエルの所持する剣を見た。すると納得したように頷うなずいて、視線を外す。

　武琉はノエルに耳打ちする。

「いったい、どうしたっていうんだ？」

「ここは一介の学生が来られるような場所ではないからでしょう。おそらく、私たちの所持する偽剣レプリカを見て納得されたのかと。あの学園の生徒であるならば、こういった店に来ても不思議ではない、と」

「…………何の店なんだ、ここは」

「紳士の店です」

　怪しさしか感じられない返事だ。

「もうちょっと詳しく」

「何でも、です。癒いやしやくつろぎから、財界人やエグゼクティブの接待、密談。顧客の望む多くのサービスを叶かなえてくれる超一流店。現在のゲルツを代表できるほどの店舗であり、中でもスタッフの練度は──」

　そこまで言ってからノエルは一呼吸おいて続けた。

「──と、ヤマトのことわざで、百聞は一見にしかず、というものがあります。入ってみましょう」

　ノエルは複雑な意匠を凝らされた木製の扉の前に立つ。

　扉が開いていった。自動、ではない。扉の向こう側にいた女性が開いたのだ。

「おかえりなさいませ。ご主人様、お嬢様方」

　深く腰を折った女性は、元の世界である日本でおなじみのメイド服を着ていた。短いスカートに、ニーソックス。そんな姿だというのに、下品さは欠片かけらもない。それどころか、上品な印象さえ受ける。

　下着が見えそうなほどに太ももが露あらわになっているのに上品。

　目の前にいる存在は、そんな論理的矛盾パラドクスを抱えていた。

「なん、だと……」

「ふふ。驚きましたか。ここがゲルツ最高峰の会食の場であるメイド喫茶です」

　なんで会食がメイド喫茶で行われるんだ!?

　と武たけ琉るは言おうとして口をつぐんだ。

　咲さく耶やとアーニャが興味津々な様子で、メイド以外は無人の玄関ホールを見回していたからだ。

「ここが、あの……」「…………すごい」

　って、え、ええ？

　そんなに有名なのか、ここ……。

「それでは、ご主人様、お嬢様方、お部へ屋やにご案内させていただきます」

　にこりと微笑ほほえんだメイドは、非常に美人だった。屋敷内ですれ違うメイドさんすべて、顔の造作が整っている。アイドルといっても余裕で通用しそうなほどである。

　とある部屋に案内され、中に通される。

　精緻な絨じゆう毯たんと、鮮やかな絵画の飾られている部屋だ。

「個室、なのか」

「メイド喫茶とは、普通は個室ですよ」

　その『当たり前でしょう？』といった返答に、普通が何なのかよく判わからなくなってくる。

　武たけ琉るたちは案内されるままにロッキングチェアへと腰掛けた。

「いや、でも、配はい膳ぜんとか大変じゃないのか？」

「………………？　どういうことですか？」

「ほら、わざわざこんな個室にして人件費とか──」

　と言いかけたところで、さらに四人のメイドが室内に入ってくる。

　彼女たちは一人一人の近くに、影のように寄ってきた。

　その様子に戸惑う武琉に、ノエルが口を開く。

「一人、一メイドですよ」

「ひとり、いちめいど……？」

「ええ。一人につき、一人です。彼女たちは、私たち一人一人の望みを叶かなえるためにここにいます。たとえば──」

　周囲をきょろきょろ見ながら困惑した様子の咲さく耶やに、咲耶の背後に控えたメイドが微笑ほほえみながら声をかけた。

「お嬢様。本日はどのようなものをお召し上がりになりますか？」

　咲耶は笑みに安心したのか、落ち着いた様子になって口を開く。

「あ、えっと……あんまり重くない朝ご飯、かな」

　咲耶を見ながらノエルが武琉に告げる。

「今のは咲耶がメニューがなくて困惑していることを、読みとったのです。ゆえに緊張を和らげるために笑みを浮かべて声をかけました。彼女たちはプロフェッショナルです。主人の意図を、言う前に察知し、対応する。言われてから動くのは二流です」

　メイド喫茶ってそういうものだったっけ!?

　武琉は頭を悩ませた。実際、メイド喫茶に行ったことなど一度もない。せいぜいテレビ越しに見たことがあるくらいだ。

　となれば、目の前にある現実に納得するしかない。

「すげえんだな。メイド喫茶って」

「ええ。我がゲルツが誇る文化です」

　言ってノエルが胸を張った。

　話し終えたタイミングで、ノエルの背後のメイドが声をかけてくる。

「ご主人様とお嬢様も、あちらのお嬢様とご一緒でよろしいでしょうか？」

「お願いします」「ああ」

「そして、如月きさらぎ武琉。ここのメイドの真骨頂は、それだけではありません。ほとんどの会話についていくことのできる、高い知性と教養です。また会話が不要ならばまるで空気のようにもなることができます。ここで働くことができる者は、知性、教養、容姿で選別されたごく少数。つまりエリートなのです。うちの学園と似たようなものですね」

　ちらりと武たけ琉るは自分付きのメイドを見る。メイドは柔らかい笑みを浮かべる。

「とんでもないです。お嬢様。封剣学園デウスアトル・アカデミアにご在籍なさっているお嬢様方とは比べるべくもありません」

「謙けん遜そんですね。この店で働くこと自体が栄誉でもあります。ここのメイドはここで得た知識や人脈によって、華やかな将来を決定づけられた存在です。我がゲルツの未来を担う宝です」

　ノエルが言い切ると、武琉の背後にいるメイドは少し恥ずかしそうに微笑ほほえんだ。

「よくわかんねえけど、メイド喫茶ってすげーんだな……」

「当然です」

　しばらくすると扉が開き、また新しいメイドがサービスワゴンを運んできた。

　美しく盛りつけられたサラダ、パン、スープ、ソーセージなどがテーブルに用意されていく。

　すべてが用意されたあとに、武琉の背後にいたメイドが隣まで進み出てくる。

「……ん？」

「ＨＡハー・アーはいかが致しますか？」

「えっと……」

　武琉が戸惑っていると、ノエルが口を開いた。

「それは、『ＨＡシステムハー・アー・ズユステーム』です」

「ＨＡシステム？」

「正式名称を『はい、あーんシステム』と言います。メイドがご飯を食べさせてくれるサービスです」

「……あ、ああ、そうなんだ……」

　ここって確か、高級官僚が接待や密談にも使う、とか言っていたよな？

　どうなってんだゲルツの高級官僚。

　思いつつも、武琉はそれを口に出さないだけの自制心を発揮した。

「他にも無数のサービスがありますよ。私には理解できないのですが、人気が高いのはＯｒｚオーエイルツエツトですかね」

「それがなんだかさっぱりわからん。けれど、嫌な予感しかしない」

　そこで、今まで水をこくこく飲みつつ黙っていたアーニャが口を開いた。

「……オーエイルツェット。聞いたことがある」

「知っているのか。アーニャ」

「……少しだけ。ルシアの上層部にも、ファンがいるという噂うわさが一時期流れていた。その話が広まった直後、箝かん口こう令れいが敷かれた」

「箝口、令……だと……？　いったい、どんなものなんだ……」

　ノエルは椅い子すから立ち上がると、ふ、とクールな笑みを浮かべてから、両手を絨じゆう毯たんの上についた。

　四よつん這いの状態になったノエルが高らかに言う。

「Ｏｒｚ、願いますビツテ」

　ノエルの背後にいるメイドは表情を変えることもなく、ノエルの背中に腰を下ろした。

　つまりメイドの椅子にされていた。

　ノエルは凛り々りしい表情で口を開く。

「本当にありがとうございますイツヒ・ダンケ・イーネン・ゼーア」

　──突っ込みたくないし、関かかわりたくもない。

　と、思いつつも、好奇心に突き動かされ武たけ琉るは尋ねた。

「……それは？」

「Ｏｒｚという文字は、横に並べると、まるで人が四つん這いになっている姿に見えます。そこにメイド様に座っていただく。そういったものです。武琉もいかがですか？」

「た、武琉っ!?」












　と咲さく耶やが目を見開いて武たけ琉るを見た。

「高級官僚やエグゼクティブは、メイド様に座っていただきながら会議や歓談をするらしいのです。ゲルツではこれが最高級のおもてなしの意を示すものだと、マニュアルで記されています」

　とうとう、武琉の元々あまり存在しない自制心は決壊した。

「その状態で会議すんの!?　どうなってんだ高級官僚！　というかゲルツ!?」

　背中に座られたままのノエルはゆっくりと目をつぶって言った。

「まだまだですね。武琉」

「え、ええ……？」

「私が以前上官に連れてこられたとき、諭すように言われたセリフがあります。『君はまだ若いからな。ノエルくん』と」

「オレはわからなくていいや……」

　咲さく耶やが安心したように武琉を見ていた。





　　　　　◆　◆　◆






　ゲルツに存在する高層ビルの一室。

　仕立てのよい黒スーツを着た強こわ面もての男が、景け色しきを見下ろしながら呟つぶやいた。

「彼は、満足してくれますかね」

　白衣姿の男がマホガニーの椅い子すに座りながら言葉を返す。

「間違いないさ。あの場の楽しみ方を教えたノエルくんも一緒だ。今頃は椅子にでもなっているんじゃないかな」

　黒スーツの男は思い出すように空を見上げた。

「……ああ。あれは、素晴らしいものですね。しかし、あの場所は思い出してしまいますね。私とあなたが、あの盟約をかわした場所でもある。あれがあったからこそ、私は生きながらえています」

「……ふ。よしてくれ。昔のことだよ」

「だが、私は今でも忘れられません」

「こちらも、あなたと飲んだ盟約の水ヘルツ・ゲトレンクの味を忘れたことはない」

「ああ、懐かしいですね」

　ゲルツの未来を左右する権力を持つ二人の男は、それぞれ過去に思いを馳はせた。





　　　　　◆　◆　◆






　食事を終える頃には、武たけ琉るはメイドのことが気にならなくなっていた。

　息づかいも衣きぬ擦ずれの音さえも抑えられている。息を殺すとはこのことか、と思えるほどだ。

　ノエルがちらりと背後のメイドに視線をやって口を開いた。

「例の物を」

　メイドは一礼して部へ屋やから出ていく。戻ってきたとき持っていたのは、一つの飲み物である。

　トロピカルな雰囲気の桃色の液体は、武琉たちの前の机とは別の、花瓶置き程度の小さな机に置かれた。

　何かと思って見ていると、不思議な形のストローがグラスに差し込まれる。

　四本のストローが複雑な形で絡からみ合っており、立体的な図形のようになっていた。

　──うわぁ……あれ、ハートマークじゃないか。

　もしかするとアレは、現代日本でカップルドリンクと称されていたやつなのではないだろうか？　……ストローはなぜか四本ついているが。

「さあ、一緒に飲みましょう」

　ノエルが立ち上がり手招きをする。

「ええ……」

　と眉をひそめる咲さく耶や。

「…………なにあれ」

　とアーニャはぽかんとドリンクを見ている。

　武琉は額に手を当て、ため息をついた。

「な、なんですか、その反応は……！　これは我がゲルツの由ゆい緒しよ正しい、契りの飲み物ですよ……！」

「あ、ああ……」

「企業が重要な契約をするときや、マフィアの義兄弟の契りにも使われます」

「マフィアまでだと!?」

　強こわ面もてのおっさんたちが、ハートマークのドリンクを一緒に飲んでいる。そんなところを想像すると、めまいがしてくる。

「名称を盟約の水ヘルツ・ゲトレンク」

「お、おう……」

「ストローのハートマークは、私たちの心を表しています。つまり、私たち四人の心は一つであるということ。心が一つであるならば、決して裏切ることはない」

「ほ、ほう……？」

「そしてそこを通る液体が、私たちの心臓を動かす血液を意味しているのです。マフィアであれば、情熱と闘争の赤。たった一つの心臓に、戦いの赤い血を入れる。企業人であれば、商売を意味する黄色の血です」

「じゃあ、このピンクは、何を表現してるんだよ」

　ノエルは顔を背けて武たけ琉るの質問をスルーした。そして咲さく耶やたちに声をかける。

「つまり、これを一緒に飲めば、武琉と私たちは一心同体というおまじないです。さらに、想像してみてください。これを一緒に飲むということは……」

　咲耶がごくりと喉のどを鳴らす。

「か、か、顔っ、顔が……」

　アーニャが頷うなずいて呟つぶやいた。

「……なるほど。それはいい考え。すぐ近くで武琉と見つめ合う機会。上う手まく……下へ手たをすれば息までかかってしまう。けれど、そのような深い考えがあるなら仕方ない。武琉。やろう」

「そ、そそそ、そうねっ！　仕方ないわよね。郷ごうに入いっては郷に従えってヤマトでもいうもの。ここは一つゲルツの流儀に倣ならいましょう」

「え、ええ……？　いや、悪いが、やめとこうぜ。恥ずかしくて仕方がねーよ」

「やだ」「いやです」「…………お願い」

　咲耶とアーニャも立ち上がり、武琉へと近づいてくる。

「お、おいっ!?」

　両腕をぎゅっと抱えられて、立たせられる。

「ちょ、あのっ、な、なあ、む、胸が」

　アーニャは表情一つ変えずに言った。

「……大丈夫。わたしに胸なんかない」

「それ、オレなんて言ったらいいかわかんねえよ！　自虐!?」

　ない、と言いつつもわずかに柔らかい何かが腕に触れている。

　もう片側には、咲耶の明らかに柔らかいブツがあった。

「前にわたしの胸、ないとか言ったじゃない。ブラつける意味あるのか、とか」

　恨みがましい顔で言われた。

「だから、悪かったって……！　最初のアレは見間違いで……！」

「ないんだから、気にならないでしょ」

　武琉は、ぷくーっと膨れた咲耶と無表情のアーニャに腕を引っ張られ、カップルドリンクの下へと連行されてしまう。

　花瓶一つ置くだけで精一杯くらいの机を四人で囲むような位置。

　右にノエル、左にアーニャ、そして中央に咲耶がいる。

　それぞれが別々の表情でグラスを見つめていた。

　ノエルは生き真面目まじめそうなキリリとした表情で、アーニャはしげしげと興味深そうにグラスを眺めている。

　咲さく耶やはごくりと唾を飲み込み、こわばった表情をしている。大きく深呼吸して、ストローに指をかけた。

　ノエルがストローを口にくわえ、「ふぁぁさあ、はふぁくひふぇくふぁふぁいはやくしてください」と言った。

　アーニャが親指と人差し指で吸い口をつまみながら、小さな口で先端をはむっと挟んだ。

　咲耶は吸い口の先っぽの、ほんのわずかな部分に唇をくっつける。くわえるというよりもくっつけただけの、慎つつましげな様子。その唇は震えていた。

　元々赤かった頰ほおがどんどん赤くなっていく。

　黒曜石オブシデイアンの瞳で『は、はやくしなさいよ』と言いたげに武たけ琉るを睨にらんできた。

　アーニャは人にん形ぎようのように美しい蒼玉サフアイアの瞳で、ノエルは神秘的な輝きの翠玉エメラルドの瞳で、それぞれ武琉を見ている。

「な、なあ──」

　──どうしても、やらなくちゃダメなのか？

　そう尋ねようとして武琉は口をつぐんだ。三人の顔を見れば、答えは明らかだった。

　恥ずかしいから嫌だと言うのは簡単だ。しかし、何も恥ずかしいのは武琉だけではない。咲耶もノエルも顔が赤い。アーニャは少々わからないが、何も思っていない、ということはないだろう。

　それにこれがゲルツ流の歓待や儀式だというのならば、受けないのも失礼な話かもしれない。

　恥ずかしいが、仕方ない。

　武琉はそう心に決めてストローに顔を近づけていく。

　顔が近づくにつれて、咲耶のストローを持つ指が恥ずかしげに震え出す。ノエルは平静そうな顔のまま、顔の赤が首筋まで広がっていく。アーニャは武琉の目をずっと見ていた。

　武琉がストローに口をつけたとき、咲耶はさっと目を伏せた。ノエルは唇を動かしストローをはみはみと押した。アーニャの顔がびくんと動いた。

　顔に、息がかかった。誰の息かはわからない。誰の息がかかってもおかしくないくらい、全員の顔が近い。

　誰ともなしに、ジュースを吸い上げる。

　甘い。桃、いや、ミックスジュースだ。いくつもの果実が混ざったような味がするが、状況のせいでよく味わえない。

　ちゅぅ、ずず、と誰かが音を立てた。

　ジュースが減っていく。

　こくん、こくんと、喉のどが鳴る音が響く。

　そのままジュースを飲み終え、ストローから口を離す。

　するとノエルが武たけ琉るに向かってにっこりと微笑ほほえんだ。

「さて、これで私たちの契りは成りました。どうぞ、これからよろしくお願いしますね。如月きさらぎ武琉。…………いえ。ア・ナ・タ♡」

「なっ!?」

「覚えていますか。先ほど、私が、このピンク色のドリンクが何を示すかを答えなかったことを」

「そ、そういえば……」

「ピンク色のドリンクは、愛情。つまりこのドリンクを一緒に飲んだ人間は、永遠の愛を誓い合った仲になるのです」

「な、なん、だと……!?」

「この間、咲さく耶やに仲間はずれにされましたからね」

　突如自分の名前が出たことにびっくりしたのか、咲耶が「えっ」と声をあげる。

「ま、まさか、仲間はずれって、一緒に住んでいないって話をしたことかしら……？」

「そう。その通りです。一緒に住んでいなければ内縁の妻ではないと言われた先日のことです。アーニャは一緒に住んでいるのに、私は違う。そのことに危機感を抱き、まずは形からということで、こういった作戦をとらせていただきました」

「そ、そんなのってだまし討ちじゃない!?」

「嫌なのですか？　ゲルツの流儀に照らし合わせれば、正面にいたあなたが正妻、ということになるのですが」

「えっ……。あ、う、うん。そ、それなら……」

　咲耶はなぜか納得しそうになっていた。

　武琉は、よくわからない結論になりそうな気がして口を挟んだ。

「ちょっと待ておまえら。オレは何も言っていないんだが」

　ノエルは武琉に向かって告げてくる。

「そうですね。あなたは盟約の水ヘルツ・ゲトレンクが何を示すかも知らず、飲んでしまった。ですので、気にしなくてもいいです。ちょっとした余興ですよ──っと、もう結構いい時間になってしまいましたね。他の場所も見て回りましょうか」




　それから武琉たちはノエルについて、様々な場所を観光した。

　ゲルツ博物館では、ノエルが歴史ある品々の解説に精を出していた。その結果武琉たちは、いかにゲルツの歴史が素晴らしいか語れるようになってしまった。

　また、ニヒャエル教会へ行ったときは、その荘そう厳ごんな佇たたずまいに、アーニャが心を奪われていた。

　リマエン広場は活気に溢あふれた場所で、家族連れやカップル、子供などがたくさんいた。咲さく耶やとノエルが武器を持っていたことから、封剣学園デウスアトル・アカデミアの生徒であることが子供にバレてしまう一幕もあった。それからはたくさんの子供が集まってきて、話をねだってくる始末だった。

　それらの出来事を武たけ琉るはとても楽しく思った。心のどこかで先日プールへ行ったのは、たまたま起きたよい出来事だったように感じていた。

　でも、あれだけじゃない。

　ここで、みんなと過ごせば、こんなふうに楽しい毎日が続く。ずっとずっと続いていってくれればいい。

　武琉は──この世界に来られてよかった──そう心から思っていた。

　一通りゲルツを見終えたあと武琉たちは、空路でヤマトへと向かった。





　　　　　◆　◆　◆






　ラティーシャ・エアハートは地上に降りて以来、ずっと調べ物をしていた。

　自分が死んだあとに何が起こったかを知るために。

　最後の記憶からかなりの年月が経過していた。そのため、現状がどうなっているかさっぱりわからなかった。

　それを知るためにかつての知己である学者に連絡をとることにした。

　すると完全に幽霊扱いをされて一悶着あった。だが、なんとか説得して事なきを得た。

　学者を通じて様々な人間に電話で連絡をとってもらったため、情報収集はかなり捗った。

　まず、純白の剣を持つ集団。

　彼らは世界の大半の国が所属する連合軍が大戦で戦った相手だ。とある神をあがめる人々である。大戦では連合軍が勝利し、彼らは散り散りになったはずだった。

　しかし、それらを一所に集めて、組織化した人間がいた。

　それは封剣学園デウスアトル・アカデミアの現理事長その人であると、ごく一部の権力者の間で確信されていると、学者は言っていた。

　そして、ラティーシャの持つ《神域封剣レグナーレ》《地霊剣フルンティング》や、この間戦ったローゼマリーが持つ《嵐らん虎こ剣けんダーインスレイヴ》が、突如強い力を発揮した理由だ。

　何か強大な存在を封じるために、力が使われていた。その必要がなくなったため、《神域封剣》本来の力が戻ったという可能性が高い。と、学者は言っていた。

　そんな存在は、ラティーシャには一つしか心当たりがなかった。

　荒神イシュトリルトン。

　それは、かつて純白の剣を持つ集団が復活させようとした存在。

　そのことをもくろんだ集団により、大戦が起こった。

　結局、ヤマトという犠牲を払ったものの、荒神イシュトリルトンの復活は阻止されたのだ。

　──なんとしても、あれは消し去らねばならない。

　ラティーシャはそう思う。

　──我が姫様との、約束ゆえに。

　今でも、声の調子や、言われたときの様子まで克明に思い出せる。

『この裏にいる敵を、荒神イシュトリルトンを、なんとしても討ってください。……ラティーシャ』

　まだ少女と言うべき年齢の人物が、咳込みながらそう言ったのだ。

　大戦当時、十七という若さだったというのに、血筋ゆえに女王の重責を負わされた女性。

　病弱で肌が真っ白く、それゆえに金色の髪が映えた美人だった。

　ラティーシャは戦後まもなく、病により没したらしい彼女の顔を思い出す。

　──姫様。アレは、絶対に自分が倒してみせます。





　　　　　◆　◆　◆






　咲さく耶やの実家だという場所。

　そこは大きな神社だった。静寂と神秘的な雰囲気に包まれ、立っているだけで身が引き締まるような感覚がする。

「とても、なんというか、空気が清せい浄じような気がします」

　ノエルが空気を大きく吸いながらぽつりと呟つぶやいた。

　それにアーニャも「……ん」と頷うなずいてみせる。

「ふふふ。今日きようは、みんなをおばあさまに紹介してあげるんだから」

　楽しげに言う咲耶に武たけ琉るは尋ねた。

「咲耶のばーさんって、どんな人なんだ？」

　咲耶はちょっと悩むように首を傾かしげてから答える。

「えーっと、ね。とても優しくて、強い人。ずっと、ヤマトのみんなのために頑張ってて。今まで弱音を吐いたところなんて、見たことないくらい」

　咲耶の声に熱がこもっているように感じる。

「尊敬してるんだな」

「うんっ」

　咲耶を先頭にして進む。朱あかい鳥居をくぐり、石畳の上を歩いていく。

　すると、石畳を箒ほうきで掃いている着物姿の老女がいた。

　それを見て、咲さく耶やが駆け出していく。

「ただいまっ！　おばあさまっ！」

　叫びながら抱きついた。

　老女はふら、とよろけながら咲耶を抱きとめる。

「咲耶ちゃん、おかえり。今年ことしは、お友とも達だちができたんだってね」

　言いながら老女はしわだらけの顔で、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「うんっ！」

　咲耶が言った瞬間、武たけ琉るは老女と目が合った。

　武琉たちを見ている──わけではない。

　ずっと武琉のところで視線が止まっている。

　ただ、武琉だけを見ているように思えた。

　老女はかすれた声で言う。

「…………噓うそ」

　武琉の顔を見つめながら、老女は呟つぶやいた。

「……武志、くん……？」

「…………………………え？」

　武琉はその言葉に、心臓を摑つかまれたような気分になった。

　老女は頰ほおに一筋の涙を流しながら口を開く。

「ずっと、待っていました」

　──どういう、ことだ……？

「帰ってくると、信じていました」

　武琉は荒くなる呼吸を抑えながら、言った。

「それ、オレのじいさんの名前だ……」

　武琉は意味がわからなかった。

　なぜこの老女が、自分を見て祖父の名前を呼ぶのか。

　武琉が生まれた世界はここではない。

　だから、この老女が武琉と関かかわりがあるはずなどないのに。

「……わけがわかんねえ」

　ぽつりと呟く。

　それを見て老女は視線を伏せ、悲しげな声で言った。

「ああ。…………そう。そう、なのね」

　何か納得したように呟いてから、話し続ける。

「ごめんなさいね、ちょっと、取り乱しちゃって。おばあちゃんなのにね。──奥へ、来ていただけるかしら？」

　戸惑いながら武たけ琉るは歩き始めた老女の後ろを歩いていく。

　その途中で、咲さく耶やは不思議そうに武琉の顔を見ていた。




　神社の奥にある建物。その中の一室に通された。

　障子で仕切られた、和な様子の部へ屋やだ。

　板張りの床に座ざ布団ぶとんが敷かれ、座るように促される。

　老女は正座をしながら、武琉の目を見て尋ねてきた。

「やっぱり、あなたは如月きさらぎ武志くんではないのよね？」

　諦あきらめるような、確認するような、そんな声音だ。

「それは、オレのじいさんの、祖父の名前です。……どういうことですか？　なぜ、あなたは祖父の名前を……？」

「そう。……あなた、武志くんのお孫さんなのね。……武志くんにそっくり」

　老女は優しく微笑ほほえむ。

　そんな笑みを向けられる理由がわからない。不可解さが胸をちくりと刺激する。

　そのときノエルが武琉に向かって口を開いた。

「もし込み入った話であるのならば、私とアーニャは席を外しましょうか？」

　武琉は少し考えてから口を開いた。

「……ああ、いや。大丈夫だ」

　ノエルは次に老女を見た。

「彼が構わないのなら大丈夫よ」

「では、お言葉に甘えさせていただきます」

　武琉は言われてからずっと気になっていたことを尋ねた。

「なぜです？　なぜあなたは、オレの祖父の名前と顔を知っている？　だってそれは──」

「知っているはずがない、かしら？」

　──なぜ、オレが思っていることが、わかる？

　老女が口を開いた。

「私は、武志くんの叔お母ばに当たるの」

「ありえない」

「なぜ？」

「だってオレは──」

「別の世界から来た、かしら」

「っ！」

　武琉は老女の顔を強く見た。

　それから咲さく耶やに視線を送る。

　しかし、咲耶はふるふると顔を横に振った。

　咲耶が話したのではないのなら、なおさら理由がわからない。

「あなたが別の世界から来たように、武志くん、あなたのおじいさんは別の世界に行ってしまったの」

　アーニャとノエルが、驚いたような顔で武たけ琉るを見てくる。

「その話を、しましょう。けれど、その前にあなたのお名前を教えてくれるかしら？」

「……如月きさらぎ、武琉です」

「武琉さん。会えて、嬉うれしいわ。来てくれて、ありがとう」

　そう言って、老女は深く頭を下げた。

　セミの鳴く声が聞こえる。

　目の前で頭を下げている老女を見て、武琉は、老女の言うことが本当なのだろうと、ストンと胸に落ちた気がした。おそらく祖父のことを大事にしていてくれた人なのだろう。

　祖父以外の血縁などずっと会っていなかったから、どう対応していいかわからない。

　けれど、武琉をずっと可愛かわいがって育ててくれた祖父を、大事に思ってくれている人である。

　ならば礼を尽くさなければならない。

　老女は頭を上げると、武琉に向かって尋ねた。

「武志くんは、元気かしら？」

　武琉は黙って首を横に振った。

「…………そう。そちらは、少し時間の流れが早いみたいだものね」

　老女は目をつぶってから、悲しげに口を開く。

「彼は幸せ、だったかしら？」

「…………わかり、ません」

　そのことを武琉は、あまり考えたくはなかった。なぜなら祖父は武琉のせいで、つらい思いをしたはずだからだ。

　トラックにひかれそうになった武琉を庇かばい、怪け我がをした。武琉はそんな祖父のために、触れてはいけない刀を手に取ってしまった。

　そして、武琉は『ふつう』じゃなくなった。

　異常な身体能力を得て、周囲から激しく浮いてしまったのだ。

　そんな武琉のことを、祖父はずっと気にかけてくれた。とても、簡単には言い表せないほどたくさんのことを教えてくれた。

　自然の愛めで方かた。ただ散歩することの楽しさ。考え方に、身体からだの動かし方。

　武琉は、幸せだった。幼心に、誰がおらずとも祖父がいればそれでいいとすら思った。

　大好きだったのだ。

　そんな祖父が、時折つらそうにしていた。

　その理由を武たけ琉るは知っている。

　珍しく祖父が酒を吞のんで、うとうとしているときに聞いてしまった。

『自分のせいで武琉が普通の幸せを手に入れることが難しくなってしまった』と悔やんでいるのを。

「………………オレは、祖父が幸せであったと思いたい。けれど、祖父はつらい思いもたくさんしていた」

　事故で息子むすこ夫婦を失い、孫までこんな状況だ。

　武琉が目を伏せていると、老女がふと尋ねてきた。

「武琉さん。あなたが思い出すおじいさんは、どんな顔をしているかしら？　笑っている？　怒っている？　それとも、悲しんでいるかしら」

　自分の胸の奥の記憶を呼び起こす。出てきたのは武琉の頭をなでてくれる祖父の顔だ。

「…………笑っています」

「だったら、きっと武志くんは幸せだったのよ。だってあなた、おじいさん大好きでしょう？」

「………………はい」

「こんなにお孫さんに思われて、喜ばない老人はいないわ」

　そう言って老女は上品な笑みを浮かべる。

「だと、いいんですが」

　それから老女はアーニャとノエルを見て言う。

「ごめんなさいね。たくさん待たせてしまって。咲さく耶やちゃんと仲良くしてくれて、ありがとうね。お名前を教えてくれるかしら」

「…………アーニャ・イリンスキー」

「ノエル・リーヴェンです」

「これからも、咲耶ちゃんと仲良くしてあげてね」

　老女がそう言うと、咲耶が顔を赤くして手をぶんぶん振りながら言う。

「お、おばあさまっ！　……は、恥ずかしいわっ！」

「あらあら……。武琉さん、お話をする前に少し待ってくださいね」

　言って老女が立ち上がった。

「お茶を用意してくるわ」




　老女が出て行ってから武琉は考えた。

　本当に祖父は幸せだったのかと。

　いくら考えても答えは否いなだった。祖父は武たけ琉るのために自分を犠牲にしたようなものだ。

　すべてを武琉に奪われたように思っていたかもしれない。

　いいや、祖父がそんなことを思うはずがない。

　だけど。

　そんな後ろ向きな考えが頭をよぎる。

　武琉は大きく息をついた。

　咲さく耶やたちが武琉を心配そうな顔で見ている。気を遣ってか、声はかけてこない。ノエルやアーニャはおそらく武琉の出自が気になっているだろうに、質問もしてこない。

　そのことに武琉は無言で感謝する。

　老女がお茶を持って帰ってきた。

　全員の前にお茶を置くと、老女は目をつむった。

「なにから、話そうかしら──」

　そう言って、老女は話し始めた。武琉の祖父の話を。




　──そうねえ、さっきも言ったけれど、私は武志くんの叔お母ばだったの。

　武志くんのことは、自分の子供同然に思っていたわ。

　以前、大戦があったのよ。

　とある国が、全部の《神域封剣レグナーレ》を手に入れようと、戦争を起こしたの。

《神域封剣》を全部手に入れて、何かの封印を解くという目的だったらしいわ。

　本当に、迷惑な話ね。

　そこでまず狙ねらわれたのはこのヤマトだった。ヤマトの血脈を先に根絶やしにしようとしたらしいの。

　ヤマトも戦ったけれど、相手の武器は何か様子がおかしかったらしいの。真っ白で強力な偽剣レプリカを使っていたらしくってね。

　唯一戦えるのが、武志くんだった。

　でも多勢に無勢。たくさんの人が殺されていったわ。

　私たちは何とか若い人だけでも逃がそうとしたのだけど、逆にそこが狙われてしまった。

　それで今のような状況になっていくの。

　ヤマトがほとんど全滅してからようやく他の国が手を取り合って、その国に立ち向かったの。

　なんとか生き残った武志くんは、志願兵としてそこに加わったわ。

　そして、帰ってこなかった。

　これは、あとから、武志くんに助けられたっていう兵隊さんから聞いたことなのだけれど。

　そのとき《神域封剣レグナーレ》を超える剣を持つ敵の首しゆ魁かいがいたらしいの。

《転移剣》、という、場所を移動する剣を持っていたそうよ。

　武志くんに追いつめられた敵の首魁は、その剣で異世界への扉を開いた。

　武志くんは逃げた首魁を追いかけて、扉へ飛び込んでいったらしいの。

『あとのことは頼んだ』と言い残して。

　武志くんのおかげで、封印が解かれることはなかったわ。だけど、武志くんはいなくなってしまった。

　私は願掛けをすることにしたの。

　私も頑張るから、武志くんも無事帰ってきますように、って。

　でも、武志くんは何年も帰ってこなかった。

　それでもこの国の状況は悪化していく。どれだけ復興しようとしても、上う手まくいかない。私は、復興活動の途中で、もう何をしても無駄だと思ってしまった。武志くんが帰ってくることも、いつの間にか諦あきらめてしまっていたの。

　それからしばらくして、私の目の前に、真っ黒い渦が現れたわ。

　せいぜい、腕を通すのが精一杯の小さな渦だった。

　そこから武志くんの声が聞こえたの。

『わりい。おばさん、敵の使ってた剣、ようやく直せた。で、帰ろうとしたんだけど、どうやらちょっと力が足りないらしい。壊れかけだったからかな。たぶんもう帰れねーわ』

　渦の中から青年になった武志くんがこっちを覗のぞいていたの。

　困ったように笑っていたわ。

　開いた渦がどんどん小さくなっていったの。

『たぶん、もう会えないし、話すこともないかもしれねー。けど、オレはこっちでやっていけそうだから、心配すんなよ？　ああ、そうそう。これ、こっちのお守り。健康祈願だってさ。って、どこやったっけ。ああ、やべえ！　閉じちまう！』

　慌てたような声とともに、財布ごと投げ込まれたの。

　それからすぐに渦は消えてしまった。もうそれきり、会うことはなかったわ。

　ええ。咲さく耶やちゃんに渡したお守りが、そのお守り。

　私は渦が消えてしまったことが、私が折れてしまったからだと思ったの。

　二度と弱音を吐かなければ、ずっとこの国の人達をまとめて頑張っていれば、武志くんが戻ってきてくれる気がしたのよ。

　だから、咲耶ちゃんに、話さなかったの。ごめんなさいね。

　……ありがとう。

　でも、その願掛けのおかげか、武志くんのお孫さんが来てくれた。

　だからもう話しても大丈夫。

　本当に、来てくれてありがとうね。

　武たけ琉るさん──。




　老女の話は感謝の言葉で締めくくられた。

　武琉は深い息を吐いて言う。

「…………そんなことが、あったんですか」

　老女は武琉を見ながら口を開く。

「でもね、武琉さん。あなたは武志くんのように、なってはだめよ」

　武琉は意図が読めず、眉根を寄せる。

「武志くんはあのとき、みんなのために自分を犠牲にしてしまった。どこにつながってるかもわからない、もう戻ってこられない場所へ飛び込んでしまった。私は、武志くんがいなくなってしまって、とても悲しかったわ。彼の行動は、世界にとっては尊いことだった。けれど、私は、武志くんにもここに残って欲しかった」

　老女が落ち着いた、けれど、悲しい声音で言う。

「だから、ね。武琉さん。あなたはちゃんと、自分の幸せを考えて」

　その声で、武琉のことを想おもって言ってくれているのがよくわかった。

　武琉は嬉うれしかった。

　元の世界では、そんなふうに武琉のことを気に掛けてくれるのは、祖父しかいなかった。その祖父もいなくなってしまった。

　こちらの世界に来て、咲さく耶やをはじめ、アーニャ、ノエル、レナード、ロザリンド。それにクラスメイトのみんなもよくしてくれる。

　この世界なら、本当の友人や家族を手に入れられる。

　そんなふうに思えた。

　それから武琉たちは咲耶の祖母を交えて、いろいろな話をした。

　昔のことや学園でのことを話された咲耶は、恥ずかしがったり慌てたり忙しそうではあったが、幸せそうだった。




　窓の外には丸い月が浮いている。

　武琉は夕食と風呂を終え、借り受けた和室で休んでいた。

　──こんなふうにゆっくりするの、久しぶりだな。

　借り物の浴衣ゆかたもなかなか着き心地ごこちがいい。

　虫の鳴く声だけが耳に入ってくる。

　──こんな場所にいると異世界だということすら、忘れそうになるな。

　たった一人で和室にいることは、元の世界を強く思い出させた。

　夜。一人の部へ屋や。虫の声。障子。畳部屋。敷かれた一組の布団。

　それは武たけ琉るの寝室に似ていた。

　──じいさんがいた頃は、ここにもう一枚布団があったなぁ。

「…………にしても、よく男物の浴衣ゆかたなんか、あったよな」

　咲さく耶やのばーさんが持ってきてくれたものだ。真新しい男物の浴衣だ。渡されたときは不思議に思わなかったけれど、今思えば不自然な気がする。

「丁寧に、作られてるよな」

　などと広げてみたら、帯が緩んで着崩れてしまう。

「…………どうやって直したらいいんだ、これ」

　あれこれやっていると、心臓の上にあたる部分の内側に刺し繡しゆうが見えた。

　何かと思って見てみる。すると、そこには虎の刺繡がされている。その下に、誰かの名前が入っていた。

「……じいさんの名前だ」

　──もしかしたら、咲耶のばーさんは、じいさんがいつ帰ってきてもいいように、用意してたのかもな。

　嬉うれしいような、切ないような、言い表しがたい気持ちになってしまう。

　障子に、人影が差す。

「ねえ、武琉。まだ起きてるかしら」

　武琉は慌てて浴衣の前をしめ、帯を適当にくるくると巻いてから答えた。

「起きてるよ」

「入ってもいい、かな」

　武琉が「どうぞ」と言うと、障子が開いて咲耶が顔を出した。

　白地に青い花の模様の入った浴衣を着ている。風呂上がりなのか、どこか上気した様子だ。

「ど、どう、かしら。ここ……」

「いいところだな。落ち着くよ」

「そ、そう。それはよかったわ。武琉さえよければ、ず、ずっとここに、いてもいい、よ」

「……さんきゅ」

「だってわたしは、武琉のことが、大すっ……、すっ、すっ……」

　武琉は咲耶に怪け訝げんな視線を送る。




　──今、わたし、何を言おうとしてるの？

　咲耶は武琉の部へ屋やに来て、焦っていた。

　顔が、首筋が熱くなっていくのがわかる。肌が汗ばんでいく。

　きっと今の自分はひどい顔をしているに違いない。

「す、すす、すっ……」

　──こんなの、言うくらい大したことないじゃない。

　けれど口を開こうとすると胸が切なくなる。

　──添い寝しちゃったり、ゲルツで恋人用のドリンク飲んじゃったり、したのに。たくさんたくさんあったのに。泣き顔とか、見せちゃったり、頼っちゃったり、いろいろ恥ずかしいこと、してきたのに。

　──だから、こんなこと言うくらい、大したことないはずなのに。

　──でも一度言葉に出してしまえば、今の関係が壊れちゃうかも。

　そんなふうに思うと、何も言えなくなる。

　暴走偽剣レプリカ使いの集団に襲われたとき、咲耶はきっと、武たけ琉るは来てくれないと思っていた。

　だけど武琉は助けに来てくれた。

　あのとき咲さく耶やは、武琉が背を向けていたのに、彼がどんな顔をしたのかさえわかった。全部、通じ合えた気がした。

　思っているよりもずっとずっと好きになってしまったのだろう。

　それこそ好きだとすら、言えないくらいに。

　そんなことを思って、武琉の顔を見つめてしまう。












　黒髪に意志の強そうな黒い目。ヤマト人の顔。

　武たけ琉るの顔。

「……なんだよ？　急に黙り込んで」

　咲さく耶やが首を横に振ってから言う。

「ううん。何でもない。今はちょっと勇気出ないけど、言えるようになったら、言わせてもらうわね」

「……………………うん？」

　腕を組み眉根を寄せる武琉を見て咲耶は、ふふ、と微笑ほほえむ。

「なーんでもないですよーだ。じゃあ、また、明日ね」

「おう。明日な」

　咲耶はくるりと武琉に背を向けた。その背に声がかかる。

「悪い。咲耶。この帯どうやってつけるんだ？」

「…………仕方ないなあ」

　咲耶は振り返って戻ってきた。武琉の適当に巻き付けられただけの帯をほどいた。

「ちょっと聞きたいことがあるんだけど、さ。ヤマトで虎の刺し繡しゆうってどんな意味があるんだ？」

　咲耶は浴衣ゆかたを直しながら答える。

「珍しいもの、知ってるのね」

　武琉の浴衣に帯が巻かれていく。

「虎はね、『千里を行き、千里を帰る』って言われてるの」

「……千里を」

「うん。虎はね、どこまでも行けるの。でも、どんなところに行っても、ちゃんと帰ってくる。そんな願いを込めて、縫いつけられるのよ」

「…………そうか」

　何を思っているのか、武琉の声は何か深い感情がこもっているように聞こえた。

「よし、これで大丈夫。着付けできたわ」

　咲耶は髪を横に流してから、頷うなずいた。

「じゃ、今度こそまた明日ね」

　好きとは言えなかった。

　けれど大丈夫。

　武琉と過ごす日々は、これからもずっと続いていくのだから。

　困ることも、大変なことも、事件なんかにも巻き込まれちゃうかもしれない。

　けれど、武琉と一緒にいればなんとかなる。

　咲耶はそう信じて、一ひと欠片かけらたりとも疑っていなかった。





　　　　　◆　◆　◆






　翌日。武たけ琉るが起きたのはもうすぐ昼になろうかという時間だった。

　昨夜は懐かしい気分で寝ることができたから、気を抜いてしまったのかもしれない。

　この部へ屋やの雰囲気が実家の寝室に似ていたから。

　この浴衣ゆかたにじいさんの名前が刺し繡しゆうされていたから。

「さて、起きるか」

　布団を畳んで居間へと向かう。すると、その途中の玄関で下げ駄たを履いている咲さく耶やに出会った。

　昨日きのうとは違う、桜色の浴衣だ。

「あ、おはよ。武琉。ちょっとでかけてくるわ」

「どこへ行くんだ？」

「ちょっと、町を見て回りたいの」

「じゃあオレもついていってもいいか？」

「ええ。もちろん」

「ノエルとアーニャは？」

「今、神社を見に行ってるみたいよ」

「そっか」

　二人で一緒に玄関から外へと出て行く。

　武琉は横にいる咲耶を見ながら口を開いた。

「……やっぱり咲耶、そういう格好似合うな」

　武琉に細かいことはわからないが、華があるというのだろうか。咲耶は浴衣姿がよく似合っている。

　言われた咲耶は一瞬きょとんとした顔になったあと、慌て出し「えっ、……あっ……」と意味の伝わらない声をもらした。

「……う、うん。ありがと……」

　それから上目遣いになって口を開いた。

「武琉も、浴衣、似合うね」

「さんきゅ。まぁ、こんな靴だけどな」

　足を上げて革靴を見せながら笑ってみせた。

「そうね。……じゃあ、次に来るときまでに、武琉のも作りましょうか。浴衣と下駄」

　咲耶も楽しそうに笑う。明るい空を見上げながら言葉を続ける。

「ノエルとアーニャのも作ってもらって、それで、あれね。みんなでお月様でも見ながら桜餅もちを食べましょう。となると、秋がいいわね」

「月見団子じゃなくてか」

　もしやこっちの世界では、月見桜餅なのだろうか。と思っていると咲さく耶やがぎゅっと手を握って言った。

「いいじゃない。桜餅でも。とってもおいしいわ」

「そうだな。それもいいかもな」

　想像してみれば、とても楽しそうに思える。

　春に桜を見て、夏は鳥の声を聞き、秋に月を見上げ、冬には雪を楽しむ。

　それがきっと、武たけ琉るが欲していた『ふつう』なのかもしれない。そんな日が続けば幸せなのだろう。

「……悪くないな。巡る季節はただそれだけで美しい、か」

　気付けば口元に笑みが浮かんでいた。

「でしょう？　……でも、武琉らしくないセリフね」

「じいさんが、言ってたのさ」

「…………そうなの」

　そんなことを話しながら歩いていると、すぐに下町のような場所にたどり着いた。商店街と住宅街の混ざったようなそんなところだ。誰も住んでなさそうな廃はい墟きよのような場所があるかと思えば、真新しい建物もちょくちょくある。

「変わった雰囲気だな」

「……うん。他の国とか、学園とかから、援助が増えたの最近だから」

　突如、声が聞こえた。

「おーい」

　見れば一人の老人が手を振って歩いてきた。

「咲耶ちゃん、帰ってきてたのかい」

「ええ。佐藤のおじいさま、お久しぶりです」

　それを皮切りに、たくさんの老人たちが近寄ってくる。

「咲耶ちゃんが帰ってきてるんだって？」

「おかえり。ゆっくりしていけるのかい？」

「おいしいお芋があるから、持って行きなさいよ」

　そんなふうに話しかけられ、いろいろとものを渡され、すぐに咲耶の両手はいっぱいになってしまう。

　咲耶は一人一人の名前を呼びながら、丁寧に礼を言っていた。

　老人たちはそこでようやく武琉に気付いたのか、目をまん丸にしてまじまじと見てくる。

「…………咲耶ちゃんが旦だん那なさん連れてきた。それに、その目と髪は……」

「……あらまあ」

「あんた、よく咲さく耶やちゃん射止めたなあ」

「咲耶ちゃんのこと、よろしくお願いしますね。……それにしてもあなた、どこかで見たような……」

「そういえば……」

　あたふたした咲耶が両手をぶんぶん振りながら口を開く。

「ち、ちがっ。武たけ琉るはそんなんじゃ…………」

「こんな咲耶ちゃん、初めて見た。こりゃめでたい」

　などと老人たちは勝手に盛り上がり、咲耶をほめたたえ出す。

「うぅうぅぅぅ」

　恥ずかしがった咲耶は両手を頰ほおに当て、しゃがみこんでしまった。

　佐藤と呼ばれていた老人が武琉に向かって言った。

「咲耶ちゃんは、本当にいい子なんじゃ。咲耶ちゃんのおかげで、わしらは生きとる」

　しわだらけの顔で暖かく笑う。

「この子が、頑張ってくれてることをわしらは知っとる。咲耶ちゃんがいるから、今わしらは安心して暮らせとる。咲耶ちゃんが、希望と、こんな生活をくれた」

「ああ……」

「だけどわしらにゃ、何の力もない。咲耶ちゃんに何の手て伝つだいもできん。だから、勝手なことじゃがあんたにこの子を頼む」

　そう言って頭を下げようとした。

「頭を、下げないでくれ。言われなくても、そんなの当たり前だからさ。オレは咲耶と約束したんだ。咲耶を助けるって。だから、頼まれることじゃないんだ」

　老人はいったん止めた頭を、もう一度深く下げた。

「………………ありがとう」




　それから武琉たちは一週間ほどヤマトに滞在した。

　ノエルやアーニャの浴衣ゆかた姿もよく似合っていた。

　が、どうやら咲耶のものを借りたようで、ノエルが『この服は実に汎用性に優れていますね。咲耶のものなのに胸がキツくない』などと仰おつしやった。

　結果、咲耶が怒り出し『そんな胸、潰つぶしてあげるわ！』と叫んだ。ノエルは困惑しながら咲耶に詰め寄られる。

　だいたいがそんな毎日だった。




　そして今、武琉たちは再び浮遊する大地──神霊浮遊都市エーテル・フロートへと戻ってきた。

　学園の外も、とても楽しかった。

　飛行機から降りた瞬間に、浮遊都市特有の、遮るもののない太陽が武たけ琉るを照らす。

「……ようやく、帰ってきたなあ」

　帰ってきた──なんて思ってしまうのは、もうここが『帰るべき場所』になっているからかもしれないな、と武琉は考えた。

　その瞬間だった。

　息が詰まった。

　肌が泡立つ感覚がする。

　空気を切り裂く音すら置き去りにして、何かが飛来してきた。

「────ッ!?」

　恐ろしい速度のソレは、燃えさかる炎に包まれた小隕石だった。

　武琉は一瞬で黒竜のカタナを左手から抜き放つ。

　隕いん石せきの飛んできた方向を睨にらみつけながら、呟つぶやいた。

「……何の用だよ」

　見ればそこには豪ごう奢しやな金髪をした、美しい少女がいた。青い瞳に、はちきれそうな胸元のブラウス。超マイクロスカートをはいている。手に握るのは巨大な剣《焰えん獅じ剣けんレーヴァテイン》。

「ハァイ。久しぶりデス。如月きさらぎ武琉」

　それはネオリカ人の、この世界で最強と言われている少女だった。

「オリヴィア」

　声をかけると、彼女は爛らん々らんと輝く瞳で武琉を睨みつけながら言った。

「今すぐニ、ワタシと立ち合ってくだサイ」






│二章│世界最強の少女






　──さて、この辺りだったはずだが。

　ラティーシャ・エアハートは再び学園に戻り、旧ヤマト領の神殿に来ていた。

　明かりのない荘そう厳ごんな雰囲気の場所を歩いている。

　空気の匂いに、酸素が肺を満たす感覚。

　足の裏に感じる地面の触感。

　それらすべてが愛いとおしい。

　──もう、顕現して一週間以上経たつというのにな。それほど生に執着していた覚えはないが……。

　ラティーシャのこの身体からだは本物ではない。

　先日、フェリックスという《神域封剣レグナーレ》使いが《地霊剣フルンティング》によって呼び出した意識のない亡霊の一人だった。

　だが、彼が意識を失ったとき、ラティーシャは自分の制御を取り戻した。

　そして、転がっていた《地霊剣》を奪い、崩れゆく自らの肉体を維持した。たとえ形のない亡霊だったとしても、一度肉体を得られれば剣を使うことができる。そして、亡者を操る《地霊剣フルンティング》によって、かろうじて存在を保つことができた。

　つまり、今ある身体も衣装も、エーテルでできた紛まがいモノ。

　──本物は、カフェでもらったこの人にん形ぎようだけ、か。

　などと思いながら、胸元から小さな人形を取り出す。

　──それにしても彼によく似ていた。

　如月きさらぎ武たけ琉ると名乗った少年を思い出し、かすかに笑みを浮かべながら進む。すると、ラティーシャの鋭敏な聴覚が音をとらえた。話し声だ。

　話し声は神殿の奥にある扉の向こう側から聞こえてきた。ラティーシャは気配を殺して、耳をそばだてる。

「もうすぐです。荒神、イシュトリルトン」

　──ッ！

　イシュトリルトン。その名前を聞いただけで、紛いモノの身体に熱い感情が溢あふれ出す。

「もうすぐであなたが解き放たれるときがくる」

　──なぜだ!?

　その声を聞いて、ラティーシャは叫びたかった。

　──なぜ、なぜおまえが！　復活させようとしているのだ!?

「あなたの希望通り、この世界の最高戦力を一気に叩たたき潰つぶせる場所を、僕が用意します。それにしても、なぜ正面から叩き伏せるような真似を？　僕としては、そのほうが面白くてありがたいのですがね」

　男の声だけが、扉の奥から聞こえてくる。

「では、一週間後。あなたの復活を目安に舞台を整えておきます」

　それから歩き出す音がした。

　ラティーシャは何一つ物音を立てずに、柱の陰に隠れた。

　部へ屋やから顎あごにヒゲを生やした、南国風のシャツを羽織った男が出てきた。男は周囲を見回してから、出口へと向かって歩き出す。

　ラティーシャは男の姿が消えてから、さらに十分間息を潜めて待った。

「やはり、ここにいたようだな……」

　呟つぶやいてラティーシャは《地霊剣フルンティング》を片手に、扉を開く。

　瞬間、目眩めまいがした。

　不気味な青白い光を放つクリスタルが、中央に鎮座していた。中には、長い髪をいくつもの束にさせた男がいる。

「貴様が、イシュトリルトンだな」

　ラティーシャが尋ねると、耳鳴りがした。頭の中に直接声が響いてくる。

『ほう。余に何用か』

「貴様の復活は予想していた」

　──だからこそ、それが正しいか確かめに来た。

『ふむ──ああ、その剣で気付いたのか』

「ああ。急に力が増していたからな。他の《神域封剣レグナーレ》にも力の増したものがあった」

　荒神は七つの《神域封剣》によって封印されている。

《焰えん獅じ剣けんレーヴァテイン》は劫火によって身体からだを封じる。

《嵐らん虎こ剣けんダーインスレイヴ》は暴風にて動きを鈍化させる。

《水蛇刀チェルノヴォグ》は深い霧で判断力を奪う。

《地霊剣フルンティング》は土の柩で魂を囚える。

　陽ひ喰はみ《スコル》と月喰つくはみ《ハティ》は月と陽の恩恵を奪い去る。

《無明神剣ガーンディーヴァ》は神としての力を無に返していく。

《龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎ》は絶大なる力で隙すきを見せれば命を刈り取る。

　その七つの楔がなくなったとなると、予想されるのはイシュトリルトンの復活だ。

　そんなイシュトリルトンを未いまだに封じ込めているこのクリスタルも、相当に強固な道具なのだろう。

　少なくともラティーシャには破壊できる気がしない。

「封印が解けたとき、それが貴様の最期だ」

　ラティーシャは吐き捨てるように言い残し、部へ屋やから外へと向かう。

『そなたらが勝つというのなら、それもまたいいだろう』

　というイシュトリルトンの思念を受けながら、ラティーシャは立ち去った。





　　　　　◆　◆　◆






　オリヴィアは胸に宿る焦燥感を、自分でも抑えられずにいた。

　──ハヤク、しなけれバ……！　今すぐニ、今この場デ。今を逃せば先はナイ。

　このままでは確実に間に合わなくなってしまう。そんな予感。

　理由も根拠もなく、ただそう感じる。

　けれど、オリヴィアは自分の直感を信じていた。

　それは根拠などなくとも、今までの人生においてほとんど外れたことがなかった。

　実際に最近も、久方ぶりに興味を強く刺激した如月きさらぎ武たけ琉るは、やはり面白い男だった。それに先日、如月武琉が入院しているときに何かが起こると感じたあと、暴走偽剣レプリカ使いの襲来があった。

　オリヴィアはそういった経験則によって、その感覚に大きな信頼を寄せていた。

　その直感が身体からだの奥で、自分の身体全体に、それどころか世界すべてに伝でん播ぱしそうなほどの強さで吼ほえる。

　今を逃せば、如月武琉と戦う機会はなくなってしまう、と。

　なぜそうなるのかは、わからない。

　けれど、武琉と戦えなくなってしまう可能性はいくつか思い当たる。

　世界最強の《神域封剣レグナーレ》使いであるオリヴィアは、通常開示されない情報をいくつも知っているからだ。

　だから、オリヴィアは武琉が神霊浮遊都市エーテル・フロートに戻ってくると聞いて、空港で待ち伏せをしていたのだ。

　飛行機から降りたばかりの武琉にオリヴィアは攻撃を仕掛けた。

　武琉は、オリヴィアの放った小隕いん石せきを、こともなげに斬きり裂いた。

　──アア、ヤハリ、彼しかイナイ。

「オリヴィア」

　武琉がオリヴィアを鋭く睨にらみつけてきた。その視線だけで背筋がゾクゾクしてしまう。

　コレは初めて出会う存在だ。初めてオリヴィアを害しうるものだ。

「如月武琉。今すぐニ、ワタシと立ち会ってくだサイ」

　彼の背後にいたオマケの一人が口を開いた。

「あなた、行方ゆくえ不明だと……。それに『会議』とかいうのに、倒されたはずじゃあ……。まさか、『会議』にっ……!?」

「何の話デスカ」

「だって、見せられたもの。あなたが倒されている映像を……！」

　オリヴィアは眉をひそめ、少し考えてから答える。

「アア。思い出しまシタ。雪国に遊びに行ったときのことデスネ。アレは三十分だけ時間をあげたのデス」

　黒髪のオマケはぽかんと口を開いた。

「え……？」

「あんな勝てて当たり前の戦いツマラナイ。だからワタシ言いまシタ。『三十分、何もしまセン。反撃しないシ、避けもしなイ。立っているだけデス。ドウゾお好きニ』と。その途中デ『ようやく、ようやくあのオリヴィアに勝ちましたわ！』と映像を撮っていた方がいまシタ」

　オリヴィアは「あれは滑こつ稽けいで少し笑えました」と呟つぶやく。

「う、噓うそ。あんな奴やつら相手に、三十分も持つわけないじゃない……。たった一人だとしても、恐ろしい力の持ち主だったはずよ……！」

　オリヴィアはそれを聞いて鼻で笑ってしまう。

「恐ろしい力の持ち主デスカ？　ワタシはあんなモノ百人ヨリ、今目の前にいるヤマトの一人が恐ろしイ」

　今も彼はカタナを構えオリヴィアを油断なく見ている。オリヴィアがもしオマケの一人にでも攻撃をしたら、次の瞬間オリヴィアの首筋には刃が当てられているだろう。

　そう確信できる。

　だからこそ、戦いたい。

　今を逃したくない。

「如月きさらぎ武たけ琉る、知っていますカ？」

「何をだ」

「争いハ、同じレベルの者同士でしか発生しナイ」

　オリヴィアは武琉を視界にとらえながら言葉を続ける。

「アメイジング！　アナタはワタシと争えるレベルまできまシタ。サァ、この立ち合い受けてもらえまスカ？」

「受けるしかないんだろ？　断ったら何をするかわからないって目、してるぜ」

「イエス。その通りデス。でもアナタも目がギラギラしてマス。逃げる気はなさそうデス」

　オリヴィアは武琉に背を向けて言った。

「──デハ場所を、変えまショウ」




　第八訓練場。

　そこは観客席も何もない、ただ壁で区切られただけの場所だ。強い日差しに照らされながらオリヴィアは武たけ琉ると向き合っていた。

「──フフ」

　つい笑みがこぼれる。最初見たとき、面白そうな男だと直感した。それがたったこれだけの期間で、ここまで化けるとは思ってもいなかった。立っているだけで威圧されている気分だ。

「アナタであれバ、ワタシのこのモヤモヤを晴らしてくれそうデス」

　言った瞬間、《焰えん獅じ剣けんレーヴァテイン》を片手に正面から襲いかかった。

　上段からの打ち下ろしだ。今まで戦った者のほとんどは見切れずにそのまま倒れていった。たとえ反応できたとしても剣ごと吹き飛ばされて、起き上がることはなかった。

　だが、武琉は黒竜のカタナで防いでみせた。ずず、とわずかに押されるだけで耐えきった。

　大剣グレートソードとカタナでつばぜり合いをしながら、オリヴィアは口を開く。

「──ハッ。やりますネ。如月きさらぎ武琉ッ！」

「ぐ、おっ……!?　なんて、力だよ……ッ！」

「ワタシにパワーで対抗できた人、初めてデス……！」

　武琉の足を中心に地面にピシピシとヒビが入っていく。

「今までズット、退屈でしタ……！　誰も相手にならなかっタ……！」

　オリヴィアは、身の内側からふつふつとわきあがるモノを吐き出すように叫んだ。

「なん、だよ、急にッ……！」

　オリヴィアは大剣グレートソードを一度引いて、上下左右から何度も何度も攻撃を加えていく。

「最初は楽しかっタ……！　素振りをするだけデ、身体からだを動かすだけで心が躍っタ……！　偽剣レプリカで力を振るえるだけデ、ワクワクしタ……！　けれドッ！」

　オリヴィアは歯を嚙みしめる。苦い過去の思い出が頭をよぎる。

　ある日、初めての練習試合の日程が決まった。

　その日から、たくさんたくさん考えた。

　どんなふうに戦おうか。

　相手がこんなふうに攻撃してきたらどう返そうか。

　そんな想像が止まらない。

　それはとてつもなく楽しい時間だった。

「初めての試合カラ、少しずつ色あせていっタッ……！」

　待ちに待った試合は、三秒も経たたずに終わった。小手調べのつもりで放った一撃。たったそれだけで、対戦相手は立ち上がることができなくなった。

　最初は相手が弱すぎるだけかと思った。けれど、何度繰り返しても同じだった。

　どんな相手も敵ではない。本気になるどころか、練習する必要もなく倒せてしまう。

　オリヴィアは戦いに夢を見ていた。この力を十全に振るえたら、どんなに楽しいだろうかと考えていた。けれど、一度として全力を振るったことはない。

　振るえたことはない。

　今、武たけ琉るにしているこの攻撃。ここまでやって耐えられる相手は、どれほどいる？　いや、いない。

「本気が出せなくテ、つまらなかっタ……！」

　そう言った瞬間、武琉が一瞬だけ目を丸くした。それからオリヴィアに向かって告げた。

「……わかるよ。その気持ち」

　簡単に、なんでもないことのように言ってのけられた。

　──何を言っているのカ。この男ハ。

　胃の奥が煮えたぎるように熱くなっていく。

「わかるワケが、ナイッ……！」

　理解できるわけがない。

　なぜならそれは、オリヴィアだけの苦悩だ。ずっと退屈だった。何も心を動かさなかった。剣という存在はオリヴィアの憧あこがれを強く刺激して心を奪い、そしてすぐに失望に変えた。憧れて夢を見た分だけ、失望は大きかった。

「わかるさ。オレだって、同じだった」

「……ありえナイ……！」

　本気が出せなくてつまらない。そんなことがありえるはずがない。もしこの男が本気を出していたのなら、すぐにオリヴィアのところまで上ってきていたはずなのだから。オリヴィアと覇を競う好敵手になっていたはずなのだから。

「わかる」

　しかし、強く言い切る武琉の目を見ると、なぜだかそれが真実だと思えてくる。

「だったラッ！」

　オリヴィアはバックステップで距離をとる。

　ぶん、と《焰えん獅じ剣けんレーヴァテイン》を振る。巨大な刀身が、周囲を焼き尽くす炎をまとう。一度として実戦で使ったことがない技だった。いや、一瞬だけ使ったことがある。あのときは、撒まき散らされた熱の余波だけで相手が倒れてしまった。

　同じく武琉もカタナを振るい、炎をまとわせた。黒い刀身の周囲が赤く揺らぐ。

「だったラ、なぜもっとハヤク来てくれなかっタ……！」

　もし彼が退屈だったというのが真実であるならば。

　怒りがさらに強い怒りへと変へん貌ぼうしていく。

「アナタが本気を出せなくて退屈だったのだと言うのナラ、本気を出してワタシのところへ来て欲しかっタ……！」

　何を怠けていたのか、なんで来てくれなかったのかという自分勝手な怒り。もし彼がいてくれたのなら、オリヴィアの灰色の世界は色を変えたはずだ。

　彼ならば、すぐにオリヴィアの下まで来られるはずだったのに。

「…………悪いな。つらかったよな」

　彼は、まるで自分の過去に思いを馳はせるように、寂しげに呟つぶやく。

　その声音からは、オリヴィアとまったく同じ思いがにじんでいた。

「うるサイッ！　行きマス……！」

　炎に包まれた大剣グレートソードと、同じく燃えるカタナがぶつかり合う。

　二つの火はより激しい炎となって荒れ狂う。武たけ琉るの首筋に汗が伝っている。オリヴィアも肌が汗ばんできていた。

　武琉が口元でニヤリと笑う。

「じゃあ、今から、楽しもうぜ？　本気を出せるってのは、いいもんだよな。来いよ。オレがおまえの本気、全部出させきってやる」

「できるものナラッ──！」

　オリヴィアは今まで考えただけで一度も実戦で使えなかった技の数々を放っていく。それらはいなされ、防がれ、時に当たって耐えられていった。

　いつの間にか、オリヴィアの口元にも武琉と同様の笑みが浮かんでいた。

　斬きって斬られて殴って殴られてを繰り返す。

　技を出して、戦いながら改良して、他の技と組み合わせる。相手の返しによってさらによい手が思い浮かぶ。

　──アア。

　なんて甘美なときなのだろう。

　もしかしたら、もしかしたらオリヴィアは、今この瞬間のために産まれてきたのかもしれない。二十分にも満たない今の戦い。それは、オリヴィアが今まで歩んできた人生よりも重たい。そう思えた。

　初めて剣に触れたときに思い描き、憧あこがれた戦いよりも、さらにずっと熱く心躍る戦い。

　武琉の戸惑うような声が聞こえた。

「オリヴィア、おまえ、泣いているのか──？」

「ハッ。何ヲ、おかしなコトヲ──！」

　言われて、手の甲で頰ほおに触れてみる。温かな液体がぬるりと手に触れた。赤くはない。ならば汗だろうか？　それも違う。汗なら、こんなふうに目から流れない。

　──今、ワタシは泣いてるんですカ。

「アハッ」

　楽しくて楽しくて楽しくて、笑いながら泣いた。楽しすぎて涙が出る。こんなことは初めてだった。

「アナタがいるだけデ、世界とはこんなにも輝くものなのですカ」

　言いながらオリヴィアは斬きりかかった。

「今カラ、陳腐なセリフを言いマス。如月きさらぎ武たけ琉る。笑わないでくださいネ」

「……おう？」

　斬り結びながら、二人はなんでもない話をしていた。

「このまま時間が止まってしまえばいいノニ」

「ははっ……！　なんだよ、それ」

「このときガ、永遠に続けばイイ」

　武琉はぽかんとした表情になってから、笑った。

「……それも悪くないな」

　瞬く間に時間が過ぎていく。

　無駄な手など一手もなかった。大技のために小技で意識をそらさせ、大技を警戒させながら小技で確実にダメージを与える。

　勝つための筋道が見える度に、それらすべてを試し、防がれる。

　どれほどのときが経たっただろうか。足下は穴だらけ。壁はほとんど瓦が礫れきのようになっている。周囲の様子が二人の激しい戦いを物語っていた。

「……クッ。まだまだこれからデス」

　次第に動きが鈍くなっていった。腕が重くなり、足が重くなり、身体からだ全体が重くなる。

　オリヴィアはまるで水の中で戦っているような気分だった。

　次第に深く深く沈んでいき、深海の重さに近づいていく。

　頭で思い描く動きに、身体がついてこない。

「ッ……！」

　次第に防戦一方になっていく。

　武琉がカタナを横に薙ないだ。

《焰えん獅じ剣けんレーヴァテイン》の腹で受け止める。

「──く、アアッ！」

　武琉が遠く離れていく。彼が後ろに飛んだ？　違う。視界の全てが遠くに離れていく。オリヴィアが弾はじき飛とばされているのだ。

　地に身体が仰あお向むけに打ち付けられる。

　すぐに立ち上がろうとして、できなかった。上半身を起こすことすらできない。

「──ナゼ」

　うつ伏せになって腕の力で身を起こそうとする。肘ひじがぐらりと崩れ、額を地面にぶつける。

「──ナゼ」

　地面を強く摑つかむと、砂が爪つめの隙間に入ってきた。

　──モット、戦いたいノニ。




　──勝ちたイ。




　初めて、そう思った。けれど身体からだは動かない。

　少し以前の武たけ琉るにならば、オリヴィアは間違いなく勝っていた。

　だけど今の武琉には敵かなわない。

　武琉が何か声をかけてくるが、オリヴィアの耳には入らなかった。

　なぜ、敵わないのか。

　それはきっと、武琉はレナードに会えたから。そしてオリヴィアにとってのレナードはいなかった。

　──違ウ。ソレハ、言い訳デス。

　オリヴィアにとってのレナードがいなかったとしても、オリヴィアが今までたゆまず鍛錬を続けていれば、あるいは。

　強く歯を嚙みしめた。

　オリヴィアが初めて覚えた感情。

　それはきっと、後悔と呼ばれる気持ちに限りなく近いモノだった。

　──これが最後なんテ、認められまセン。

　青い空と、太陽で視界がいっぱいになる。

　初めて、大地に倒れて見上げた空は、にじんでいて、揺れていた。





　　　　　◆　◆　◆






「何かあったラ、すぐに連絡してくだサイ。デハ」

　自室でため息をつきながら、オリヴィアはネオリカ高官への電話を切った。

　──これもチガウ。

　武琉に敗北して以来数日、オリヴィアは彼、または自分を消しうる可能性を手当たり次第に調べていた。

　活火山の奥深くにある強いエーテル反応は、未いまだに発掘する目め処どは立っていない。

　深海で極まれに現れるという都市伝説じみた存在の探求も、新たな進展はない。












　ルシア・イングランス・ネオリカなどが裏で行っている研究でも、さほど強力なものは今のところ生まれていない。

「……となるト、思いつくのはあと二つ三つくらイ。全部、あの男絡がらみですカ」

　オリヴィアは今から訪ねに行く相手の顔を思い浮かべると、窓を開く。

　夕ゆう陽ひに照らされた庭へと飛び降りた。




　オリヴィアが向かったのは、理事長室だ。

　部へ屋やの入り口前にいる警備員の制止の声を振り切って、扉を開け放つ。

　アロハシャツを着た男が、視線を上げる。

　ほんの一瞬だけ、彼は静かな目でオリヴィアを見た。それから驚いたように見える表情を作ってみせる。

「ハァイ。理事長」

「やぁ。急に来たからびっくりしたよ」

　と彼は言う。しかしオリヴィアにはそうは思えない。理事長はオリヴィアがここにきたほんのわずかな一瞬、欠片かけらも驚いていないように見えた。驚くという動きは、反射的なもの。だからこそ、あの一瞬の間はおかしい。といってもほとんどの人間は気づかないだろう。オリヴィアの動体視力だからこそとらえられる程度の、コンマ一秒にも満たない間だからだ。

「マァ、それはどうでもいいデス。単刀直入に尋ねマス。今、何が起こっていますカ？」

「…………さぁ。────と、とぼけてもいいんだけど」

　と言って理事長はため息をついた。

「君は何らかの確証を持って、ここへ来ているんだろうね」

「ワタシに調べられるコト、全部調べた上デス」

「……君の情報網は、中々広いようだね」

「一応、世界最強ですカラ、情報はそれなりニ」

「なるほど」

「隠し事はしないほうガ、身のためですヨ？」

　言いながらオリヴィアは背中の《焰えん獅じ剣けんレーヴァテイン》を抜いた。

　理事長と会話が始まったためか後ろで待機していた警備員が、刺突剣レイピアをオリヴィアに向けた。

「ああ。君。やめておきたまえ。君じゃあ、というか、誰であっても無理だよ。オリヴィアくんを止めるのは」

「わかってるなら、話は早いデス」

「……さて。僕はここから逃げ出すことは確実にできないだろう。その上で言おう。──話すことはできないと」

　オリヴィアは眉根を寄せ、大剣グレートソードを構える位置を少し高くした。

「ナゼ」

「今話すと不確定要素が増える。できるだけ排除したい」

「それでも聞きたいと言ったラ？」

「後少しだけ待ってくれないか。一週間以内に伝えよう」

　オリヴィアの人さえ殺せそうな強い視線を、理事長は真っ向から受け止める。

　そのまま十数秒が過ぎて、オリヴィアは剣を下ろした。

「仕方ないデスネ。そのかわリ、納得できないコトだったラ……覚悟をしておいてくだサイ」





　　　　　◆　◆　◆






　ある日の夜である。

　咲さく耶やは一人で深く迷っていた。

「ど、どうするべきかしら……」

　神霊浮遊都市エーテル・フロート唯一のヤマト領という名の、六畳一間の畳部へ屋やで目を閉じて考え込む。

　もう十分くらいずっと、たった一つのことが頭から離れない。

　自らのプライドをとるのか、それともそれすらなげうって、自らの心に素直になるのか。

　今は武たけ琉るもノエルもアーニャもいない。咲さく耶やがその行動をとったところで、誰にも気づかれることはないのだ。

　いや、でも、しかし、と咲耶は苦悩する。

「…………うん。やっぱり、そういうのは、よくない。よくないわ」

　頭を左右に振っても意識が離れない。

「……ちょ、ちょっとだけ。そう。ちょっとだけ」

　つぶやいて咲耶は武琉の荷物があるところに近づいていく。そこにあったのは脱ぎ散らされたワイシャツだ。今、武琉は以前ゲルツが作った銭湯に行っており、ここにはいない。

　ちらりと扉を見る。室内に誰もいないことはわかりつつも、念のためと思ってぐるりと見回した。

　──よし。

　咲耶は自らの制服を脱いで、下着だけの姿になる。

　ごくり、と唾を飲み込む音が室内に大きく響いた気がした。

　武琉のワイシャツに袖そでを通していく。

「わぁ……ぶかぶか……へへ、えへへ」

　咲耶は窓ガラスを見る。外は真っ暗になっており、自分の姿がよく映って見えた。武琉のシャツ一枚だけの格好。大きなシャツは太ももの辺りまで覆い隠していた。

　なんとなく、武琉と一つになったような気分になってきてしまう。

　だからだろうか。武琉になった気分で、窓に映る自分を見る。

　そして。

　表情を引き締め、以前の出来事を思い出しながらキリッとした声で呟つぶやいた。

「咲耶。──助けてと、一言でいい。おまえがいうなら、その言葉だけで、十分だ」

　思い出すだけで胸が、甘い陶酔感でいっぱいになる。

「きゃーっ！」

　叫んで敷きっぱなしの武琉の布団に飛び込んだ。

　頭を抱えながらごろごろと転がる。にやにやと表情が緩むのを止められない。

　むくりと起き上がって、もう一度窓に向き直る。

「──咲耶。助けてなんて必要ない。たとえ、おまえが嫌がっても、望まなくても、俺を憎悪してても、関係ない。オレが、おまえを助けてやる。──だってオレはおまえが大好きだから」

　記憶の一部ねつ造、改変しながら咲耶は言った。

　胸に押し寄せる気持ちに耐えられず、武琉の布団に倒れ込もうとして──

　見てしまう。

　自分を見つめる蒼あおい目を。

　アーニャが人にん形ぎようのように温度のない視線で見ていた。

「へ、はっ……えっ……？　あ、ああ…………、ああああああっっ!?」

　咲さく耶やはへたりこんだ。

　胃が絶望で重くなる。

「ど、どどど、どうして。い、い、いつ、か、らっ……？」

「……さっき。ただいまって、言った」

　咲耶は痛む心臓を押さえながら、尋ねた。

「どこ、から、聞いていたの……？」

「……咲耶。助けてなんて必要な──」

「あああああ！　あ───！　あ──────っ！」

　咲耶は両手を振り回して、アーニャのセリフを遮った。

　アーニャは咲耶が着ている服を指さしながら呟つぶやいた。

「……それ、武たけ琉るのシャツ」

「これはちょっと、事情があって……。深い、ふかぁーい、理由が、えっとその。あの、武琉には、言わないでくださいっ……！」

　咲耶がつい敬語になりつつ頭を下げると、アーニャが変なことを言い出した。

「…………わたしも着る」

「え？」

「…………わたしも」

　言うとアーニャは武琉の着替えが畳んで積んである場所から、ワイシャツを一枚引き抜いた。

　何のためらいもなく自らの制服を脱ぎ捨てると、武琉のワイシャツだけを着た。膝ひざ上くらいの高さまですっぽり収まってしまう。ちょっと短めのワンピースに似た状態だ。といっても袖そでを通すには手が短く、先端がへにゃりとしおれている。

「……これは、いい」

　などと言っている。だが、本当にいいと思っているのかどうか、表情からは窺うかがえない。

「そ、そうなんだ……」

　アーニャは窓ガラスを鏡がわりに見ながら、くるりとその場で一回転する。

　それから咲さく耶やに近づいてきて、こう言った。

「……咲耶。お願いがある」

　アーニャは背伸びして咲耶の耳元でささやいてきた。吐息が耳にかかる。

「………………って言って」

「え、ええ……？」

　戸惑っていると、アーニャ咲さく耶やの目を見て言った。

「……言わないと、武たけ琉るに言う」

「!?　きょ、脅迫……!?」

「……咲耶、この前言った。遠慮しないでって」

「ち、違う。遠慮しないって、そういう意味じゃなっ……」

「……咲耶」

　無表情に押され、咲耶は頷うなずいてしまった。

「わ、わかったわよぅ……。は、はっ。ま、任せろよ。おまえの妹も──」

　咲耶は恥ずかしさに揺れる声で、小さく呟つぶやいた。

　しかし、だめ出しが入った。

「……違う。もっと、格好よく」

「え、ええええ!?」

　アーニャは無表情のまま、ずいっと近づいてきた。

「……さあ」

「はっ。任せろよ。おまえの妹も、おまえだって、えっと──」

「……もう一度」

「はっ。任せろよ。おまえの妹も、おまえだって、助けてやる。オレが助けてやる」

　アーニャは咲耶の目の前で少しだけ瞳を大きくした。

「……そう」

　満足げに頷いたのだった。

　この瞬間、咲耶とアーニャの間で、武琉ごっこという謎なぞの遊びが誕生したのであった。




　それから話し合いの結果、咲耶とアーニャは武琉役を交代で行うことになった。

　咲耶「アーニャ、おまえ、かわいいな」

　アーニャ「……咲耶。好きだ。付き合って欲しい」

　などと、武琉が言ってもいないセリフの言い合いは、どんどんエスカレートしていった。

「アーニャ。オレ、もう我慢できねーよ。…………おまえが、欲しい」

　などと咲耶が言うと、アーニャは目を白黒させて、どすんと後ろに尻しり餅もちをついていた。

「……す、少し、心の準備をさせて欲しい……」

　一通り終えたら攻守交代である。

　アーニャはきりりとした口調で咲耶に言う。

「……愛しているよ。咲耶。おまえの声も、表情も、身体からだも、そのすべてが好きだ」

「はひっ……。そ、そう、なんだ。なんか、恥ずかしいよ……」












　咲さく耶やは首筋まで真まっ赤かになって天てん井じようを見上げた。

　ちょうど、そのときだった。

「ただいまー。あー、やっぱ風呂っていいな！」

　そんなことを言いながら武たけ琉るが部へ屋やへと入ってきたのは。

　咲耶は真まっ青さおになった。汗で武琉のワイシャツが肌に張り付く。

「って、おまえら、なんでオレの服着てんだよ。しかも咲耶、それ洗ってないやつじゃねーか。せっかく風呂入ったってのに汚よごれるぞ」

「ちち、違うの、武琉っ！」

「はあ？　何の話だよ」

「な、夏だし」

　咲耶が言うとアーニャも便乗した。

「……そう。暑かったから」

　武琉が怪け訝げんそうな顔になる。それから呆あきれた声で言った。

「いや、おまえら自分の服でも薄着あるだろ……」

「ち、違うのっ！　常識なの。みんなやってるの！」

　その言葉に武琉は眉をぴくりと動かした。それからわかったと言うように頷いた。

「なるほど。常識、か。またゲルツのマニュアルだな？　ノエルの影響か」

　咲さく耶やはどうしようかと思いながらアーニャを見る。アーニャもまたおそるおそる咲耶を見ていた。

　──どうしたら、いいのよ。このままノエルのせいにすれば、助かる。けれど──。

　そんな他人に罪をなすりつけるようなことはできない。

　咲耶とアーニャは同時にこくりと頷うなずき合うと、口を開く。

　咲耶は声を震わせながら言った。

「ち、違うの。わ、わたしがちょっと、その、興味あって、着たかったのよ……」

　アーニャがいつもより溜ためを大きくして告げる。

「………………わたしたちの、独断。ノエルに、罪はない」

　しかし武たけ琉るは咲耶とアーニャの肩にぽんと手を置いて言った。

「二人とも。かばわなくていいぞ。わかってるからな」

「違うの！　わたしが、わたしが悪かったの……！」

「…………そう。ノエルは無罪」

　二人でノエルへの誤解を解こうと、たくさんの言葉を重ねた。

　さながらそれは、もがけばもがくほど絡からんでいく糸のようだった。

　まったく通じないどころか、誤解はどんどん深まっていく。

「まったく、これだからゲルツは」

　咲耶は心から思った。

　──ノエル。ごめん。






│三章│蘇る悪夢






「…………いったい、何の用なのかしら」

　咲さく耶やは、人気のない訓練場で呟つぶやいた。

「さあ……。わかんねーな。あのおっさんの行動は読めないからなぁ」

　武たけ琉るはそう返す。

　呼び出された訓練場は、珍しく屋内の場所である。高い天てん井じように覆われ、頑丈そうな壁に囲まれている。中にいるだけで威圧されているような、圧迫されているような感覚を抱く。

　しかも、よくわからないのは、くれぐれも武琉と咲耶の二人で来るように、と念押しされたことだ。

「それにしても、遅いわね。もう時間、二十分も過ぎてるわよ」

　などと話しているところに、アロハシャツの中年が秘書を伴って現れた。どこか、いつもと様子が違うようにも見える。

「やあ。二人とも待たせちゃったね」

　武琉がじっと見ていると、理事長は口の両端をつり上げる。

「ああ……。もしかして、武琉くんは気付いちゃったのかな？」

　意図を読めず武琉が眉をひそめると、理事長は自分のアロハシャツを引っ張りながら言った。

「今日きようのシャツ。ホリゾンタルパターンっていうデザインで、レアなんだよね。僕の勝負服なのさ。似合ってるかな？　どうどう？」

　赤を基調に、ヤシの木らしき絵柄が並んでいた。

　咲耶が額を押さえる。

「はいはい。似合ってる似合ってる。似合ってるから。で、何の用なのよ」

「今日はちょっとした実験をしようと思っていてね」

　咲耶は胡う散さん臭くさそうに理事長に視線をやった。

「…………実験？」

「そう。実験さ。咲耶くんの鞘さやと、武琉くんのカタナが元々一つだったのは、もう気付いているよね」

「……知っていたのね」

「理事長だからね」

　中年の男は理由にもなっていないことを胸を張って言った。

「だから、その二つを合わせてみないか、という話だよ。君たち二人だけに来てもらったのは、その辺りの情報が他国に漏れたら面白くないんじゃないかと思ったからね」

　咲さく耶やはむーと頰ほおを膨らませる。

「……まぁ、確かにそうだけれど」

「だからここで、試してみようよって話さ」

「でも、どうしたらいいか、わからないわ」

「鞘さやにカタナを納める。それでわかるよ」

　咲耶が腰の《神域封剣レグナーレ》、《龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくら》を抜き放つ。

「いいのか？」

　武たけ琉るが尋ねると咲耶は頷うなずいてみせた。

　武琉は自らの左手から、黒竜の絡からみつくカタナを引き抜く。

　ゆっくりと咲耶の持つ赤い鞘に近づけていった。

　カタナが震えていた。咲耶の持つ赤鞘も振動しているように見える。

「い、いいわよ、武琉」

　咲耶が赤鞘の持ち手を武琉のほうへと向けて告げてきた。咲耶は緊張しているのか、大きく息を吸って吐いていた。

「行くぞ」

　武琉は自分のカタナの先端を咲耶の鞘に納めようとする。

　その途中で、強い抵抗にあった。押し戻されそうだ。手に痺しびれが走った。

　押し込もうとした瞬間だった。

「ぐ、あ──ッ!?」「きゃあっ──!?」

　手のひらに強い熱と衝撃が走る。武琉ははね飛ばされ、がっ、と床に身体からだを打ち付けた。同様に、咲耶も倒れている。

　起き上がって咲耶を助け起こす。

「だ、大丈夫か、咲耶……」

「うん、平気、だけど……。くっ、身体が、重たい……」

「……オレもだ」

　今の一瞬だけで、相当体力を消費したような気がする。

　武琉も咲耶もうっすらと汗が浮かんでいた。

　理事長がしたり顔で頷いた。

「なるほど、なるほど……。これは無理そうかなぁ」

「……どういうことだよ。おっさん」

「元々一本の武器だったんだよ。それ。でも今の状況ってすんごいイレギュラーなわけさ。だって、鞘と刀、それぞれに所有者がいるわけだから」

「それって問題なのか？」

「そりゃそうさ。一つの身体からだを二人で動かすようなものかな。意識が高いレベルで同調していなければならない。通常不可能なことではあるが、君たちならもしかしてと思ってね」

　理事長の言葉に、咲さく耶やが口を開いた。

「だったら、できるわ。わたしと武たけ琉るならできる。武琉、もう一度よ」

「……大丈夫か？」

「ええ」

　自信満々に言う咲耶の鞘さやにカタナを合わせようとして、またしてもはね飛ばされる。

「んくっ……」

「咲耶っ！」

　咲耶は顔をしかめながら起き上がった。

「だ、大丈夫……」

　理事長が武琉に問いかける。

「武琉くん、自分のそのカタナは信じられているかな？」

「当たり前だ。これがあったから、オレは──」

「なら咲耶くん。その鞘に未練は？　ずっと守ってきたんだろう？」

「この鞘は大事よ。だけど、それが武琉のためになるのなら、わたしは武琉のために何でもする」

　理事長は難しい顔をして顎あごヒゲを引っ張った。

「ふむ……」

　その後、何度ヤマトの《神域封剣レグナーレ》を一つに戻そうとしても、上う手まくいかなかった。

　理事長がそれを見ながら小さく呟つぶやいた。

「──これは、咲耶くんはいなくてもいいかな」





　　　　　◆　◆　◆






　実験のあとすぐに、神霊浮遊都市エーテル・フロートにいる全員にとある通達があった。

　その通達から数日後のことだ。

　武琉たちは、ヤマト領土の六畳間にいた。

「それにしても、理事長。無む茶ちや苦く茶ちやよね。出て行くにしても、準備ってものがあるわよ」

　咲耶がぶつくさとつぶやきながら、鞄かばんを手に持った。

　それに、ノエルも頷うなずいている。

「確かにこのようなことは、マニュアル的にも正しくはないですね」

　リュックを背負ったアーニャが口を開く。

「……ノエル。このあと」

「わかっています。妹さんの病院はゲルツで用意してありますので、ご心配なく」

「…………ん。ありがと」

　理事長からの通達は『この神霊浮遊都市エーテル・フロートにいる人間は全員、期日から十日間退去すること』だ。

　何でも、前回襲ってきた暴走偽剣レプリカ使いが激しく暴れたためのようだ。神霊浮遊都市が故障した可能性があるらしいのだ。そのチェックとメンテナンスを行うために、剣気を持つ《神域封剣レグナーレ》使いと偽剣使いは邪魔なのだそうだ。ここで学生相手に商売している人たちは、学生がいなくなればすることがなくなる。そのため、メンテナンス要員以外は全員追い出される、ということだった。

「まったく……。もっと早く言ってくれれば、ゲルツとヤマトでもっとのんびりしてたわよ」

　玄関の近くに立った三人の少女が、室内に残った武たけ琉るを見て言った。

「それでは、如月きさらぎ武琉。先に行っていますね」

「……ゲルツで待ってる」

「わたしはヤマトに行ってるわ。ゲルツに着いたら連絡ちょうだいね」

　武琉は、咲さく耶やたちよりあとに出ることになっている。

　なぜかはわからないが、理事長から「武琉くんにはちょっと話があるから、残るように」という指示があったためだ。

「おう。わかった。気を付けてな。あのおっさんの用事が終わったら、すぐに追いかけるよ」

　そう言って三人に向かって手を振った。

　三人が外に出ていき、扉が閉まる。部へ屋やには武琉一人が残された。





　　　　　◆　◆　◆






　連絡があったのは、咲耶たちがいなくなった翌日の夕方だった。

　理事長の秘書が迎えに来たのだ。

　いつも理事長が乗っている黒塗りの高級車に乗せられた。

「また、どこかに連れて行かれるのか？」

「何度もお手間をかけさせてしまい、すみません」

「まあ、いいけどさ。そういや、今日きようはおっさんは？」

　武琉が後部座席から尋ねると、秘書は車を走らせながら答える。

「理事長は今、大事な準備をしております」

「……大事な準備？」

「しばらくすれば如月きさらぎさんにもわかりますよ」

「……そっか」

　車内はなぜか重たい空気に包まれていた。会話もほとんどない。

　中央街を出て外の平原へ。それから森に入っていった。

「…………あれ？」

　既視感。森の様子に見覚えがあるような気がした。

　空を覆い隠すような高い木々がいくつも生えている。

　まだ夕方だというのに、真夜中のように暗い。闇やみの中を車のライトだけがぽっかりと照らしている。

「どうかしましたか？　如月さん」

「……いや、なんか見覚えある気がしてさ」

　秘書は、ああ、と呟つぶやいてから答える。

「ここは旧ヤマト領ですよ」

　そう聞いて思い出す。

　──そうか。ここは、咲さく耶やと一緒に逃げた場所だ。現代日本からこの世界に召喚されて、わけもわからずに咲耶を抱えて走ったところか。

　それほど前ではないはずなのに、もうずいぶん昔のことに思える。

　あのときは綺き麗れいな月の浮かぶ夜だったはずだ。

　月さえ見えない森の中をひたすら駆けた。

　──そのことだけで楽しかった。

　現代日本で本気を出せることはなく、いろいろと不満がたまっていたからだろう。

　そんなことを考えているうちに車はさらに森の奥へと入っていく。

　たどり着いた先は、咲耶に喚よび出されたあの神殿だった。

　無言のままほこりっぽい床を歩く。いくつもの足跡が残っていることに気が付いた。それらは最近ついたものに見える。

「なあ、どこまで行くんだよ」

「もう少しで到着します」

　秘書は振り返りもせずにそう言った。




　隠し通路を通り抜け、奥へ奥へと進んでいく。

　なぜだか、進めば進むほどに身体からだに力がみなぎっていく感覚があった。

　しばらく歩いたあと、秘書が武たけ琉るに告げる。

「あとはまっすぐ進むだけですので。私はやらねばならないことがあるので、ここで失礼致します」

　そう言って秘書は来た道を戻っていった。

「……おおう。広いな」

　武たけ琉るがたどり着いた場所は、旧ヤマト領の神殿の地下にある広大な空間だった。

　静せい謐ひつな空気が肌を冷やしていく。床は石のような見た目の材質で、不思議な文様が描かれている。

　テノールの声がかけられた。

「如月きさらぎ武琉。数週間ぶりだな。元気そうで何よりだ」

　銀糸の髪を長く伸ばした貴公子、レナード・ルクレールがいた。

「レナード!?　ああ。久しぶり。この前は、見舞いありがとな。すげえ助かった」

「なに、気にするな。何か、摑つかめたか？」

「ああ！　おまえのおかげだよ」

　言うとレナードはどこかくすぐったそうに笑った。

「それは君の実力さ」

「……そういや、おまえも呼び出されたんだな」

「私だけではないさ。ほら」

　レナードが細い指で指し示した先には、四人の人間がいた。

　驚くべきことに、それら全員が《神域封剣レグナーレ》使いだった。

「いったいこれほどの戦力を集めて、理事長は何をしようというのか……」

　一人は、ゲルツの《神域封剣》使い。死んだはずの剣聖ラティーシャと斬きり結んでいた、優雅な印象の美少女。ローゼマリー・レーヴェンガルド。

　次の二人は資料で見たことがある。

　岩を思わせる巨大な身体からだを持つ男。ルシアの《神域封剣》使い。ヴィクトール・ゴリデンヴェルセイ。

　健康そうな褐色の肌の女性。リンディアの《神域封剣》使い。ラクシュミ・シン。

　そして──。

「ハロー、マイフレンド。だいたい一週間ぶりデスネ。先日は世話になりましタ。トテモよい経験になりましたタ」

　ネオリカの《神域封剣》使いだ。まるで太陽のように輝く金髪を持つ美少女だ。

　彼女は明るさで百パーセント構成されているような笑え顔がおを浮かべながら近づいてくる。

「よう。オリヴィア。元気だったか？」

「アッハッハ。当然デス。生まれて初めての絶好調ですヨ」

　近づいてきて武琉の背中をバンバンと叩たたく。

　そのまま武琉の首に腕を回し、肩を組んでぎゅっと引き寄せてきた。

「アナタのおかげデス」

「っ……！」

　レモンのような柑かん橘きつ系けいの香りに包まれる。腕にふにょんと柔らかな感触がした。オリヴィアの大きな胸が腕に当たっていた。

「オ、オリヴィア、む、胸、胸がっ……」

　武たけ琉るが言うと、オリヴィアは意地悪そうにニヤァと笑った。

「オヤ。オヤオヤ？　マイフレンドは恥ずかしがってるんですカ？　それとも嬉うれしがってるんですカ？」

　武琉は頰ほおを赤くしたまま硬い声で言った。

「恥ずかしくもないし、嬉しくもない」

「こんなモノでよければ好きにしてもいいデスヨ？」

　言いながらオリヴィアはあいた片手で自分の胸をふよんと持ち上げたり、むにゅんと揉もんだりしだす。

「お、おい！　何してるんだ、おまえは!?」

　オリヴィアが「ク、クク」と忍び笑いを漏らした。

「冗談デス」

　そんな様子を、レナードがぽかんとした様子で見ていた。

　レナードのこんな表情は初めてだ。

「…………君たち、いつの間に仲良くなったんだ」

　くふふ、と口元を手で押さえ笑うオリヴィアに、レナードはため息をついた。

　オリヴィアは自らの腰の大剣グレートソードに手を当て、熱っぽく笑う。

「ワタシも、レンと同じことがあっただけデス。──そうデス！」

　言ってオリヴィアは大剣を抜きながら、武琉の正面に回る。

「理事長が来るまで一戦ヤリまショウ。ワタシ、ガマンできまセン」

　オリヴィアは青い瞳を大きく開いて武琉を見つめた。

「どうやらワタシの勘、外れたみたいデス。驚きましたケド、嬉しいデス。これからもアナタと戦えル」

　大剣をオリヴィアが構えた瞬間、横から声がかかった。

「それはちょっと待ってくれるかな。今争われるのはちょっと面白くないからね」

　振り返ると精せい悍かんな中年の男性が立っていた。

「だ、誰だ……？」

「ひどいな。僕だよ、僕」

　その声と口調には覚えがある。理事長だ。

　以前勝負服だと言っていたホリゾンタルパターンのアロハシャツを着ている。しかし、彼の特徴だった顎あごヒゲが剃そられていた。

　まさか顎あごヒゲだけでここまで印象が変わるとは。

　そして珍しく一本の剣を腰に下げていた。鞘さやに納められたソレは、柄の大きさの割に刀身が大きい。それだけでなく、異様な雰囲気を周囲に放っている。

「さて、今日きよう集まってもらったのはほかでもない。君たちに戦ってもらうためさ。──史上最悪の相手と、ね」

　史上最悪。それが何を意味するかはわからなかった。

　そもそもこの世界での最上位は、ここにいる《神域封剣レグナーレ》使いのはずだ。

　ラティーシャが持ち逃げしたという《地霊剣》と、ここにはいない咲さく耶やの《龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくら》を除き、すべての《神域封剣》が集まっている。

《神域封剣》使い同士で戦わせる？

　というには、理事長のセリフはニュアンスがおかしい。

　まるで《神域封剣》使い全員で、別のナニカと戦わせるとでも言いたげな様子だ。

　理事長は口元をニヤリと歪ゆがめ言い放った。

「君たちには、神と戦ってもらう」

　突如告げられた言葉の意味を、《神域封剣》使いたちは上う手まく受け取れなかった。

「感じなかっただろうか？　数週間前に。君たちの力が突如強まったのを」

「そんなこともありましたネ」

「君たちの《神域封剣》の力を使って封じられていた神様がいたのさ。それが解放されたから、君たちは以前よりずっと強くなった。──加えてこの場所は、この都市を浮遊させているエーテル結晶体のすぐ近くだ。力を十全以上に発揮できることだろう。楽しい戦いが始まると思わないかい」

　理事長は顎に手をやって、顎ヒゲを摑つかむような動作をしたあと、言葉を続ける。

「敵は神。僕が話した限り、人間を滅ぼそうとしている。それがもうすぐ復活を遂げる」

　レナードが口を開く。

「その話が本当だとして、なぜ今解き放たれたのです？」

　理事長はあっけらかんと言った。

「ああ、僕が封印を解いたからだよ。学園を今のシステムにしたのもそのためさ」

「なっ」

「荒神というその神を封じていたのは《神域封剣》の力でね。《神域封剣》本体の力を消費させていき、余力をなくさせれば封印ができなくなっていくと思わないかな？　──と、ああ、封印が完全に解けたみたいだね」

　と、その瞬間だった。

　突如大きな力が生まれた。

《神域封剣》使いの全員が武器を抜き放って身構えた。

　背筋が凍えるとはこのことだろうか。身体からだの骨を突如氷に入れ替えられたかの如ごとく、鋭い痛みが身体を襲う。

　その力はまだ離れた場所にいるにもかかわらず、最大級の危機に陥おちいったのが肌でわかる。

《神域封剣レグナーレ》使いたちは、全員で一つの方向を睨にらんでいた。

　その方向に《神》がいるのが、わかる。

　レナードが声を震わせながら言った。

「理事長、もしアレを貴方あなたが復活させたのだというのなら、ただでは済みませんよ」

「そうだねえ。もし君たちが神様を倒せたらの話だけど、ね。荒神と呼ばれる、人を憎むあの神を。君たちが今僕へと向けている敵てき愾がい心しんを、彼にぶつけてくれると嬉うれしいな。僕なんかに意識を割いたままじゃ、勝てないだろうね」

　武たけ琉るは大きく息を吸って、吐いた。

「……まじか」

　姿すら見えていないのに身体の震えが止まらない。武琉の精神ではなく、生物としての本能がその力を恐れていた。身体の細胞一つ一つが悲鳴をあげ、今にも逃げ出そうとしている。

　隣にいるオリヴィアですら、戦ってもいないのに肌に汗を浮かばせていた。

　レナードは双剣を構えながら荒くなった呼吸を整えている。

　他三名の《神域封剣》使いたちも、恐ろしい圧迫感を覚えているようで、顔が青くなっている。

　──これは、やべえかもな。

　武琉はそう思ってしまう自分を「──はっ」と鼻で笑って、カタナを握る手に力を込めた。

　恐怖する身体の細胞が時間感覚を狂わせたのか、永えい劫ごうにも思えるときが過ぎていく。

　奥の黒い空間から、人影が現れた。

　それは裸身の少年だった。

　非常に長い髪がカールを巻き、周囲を漂っていた。整った眉、目、鼻、口、およそ文句をつけるところなど一つもない。そのパーツのどれかたった一つを持っただけで、類たぐいまれな美しさを得ることができるだろうと思える。

　肉体は、造形美の極みだ。少年の身体は細身だがほどよく筋肉がのり、美しい曲線を作っている。

　動きの一つ一つから目が離せない。

　一瞬でも目を離せば、その瞬間に彼はこちらの命を奪うことができる、そう本能が訴えていた。

　彼が口を開く。

「そなたらが、余を封じていた忌むべき武具を持つ存在か」

　誰も答えない。答える余裕すらなかった。

「余の名はイシュトリルトン。短いときではあるが、わざわざ余の前にまで現れてくれたのだ。礼は尽くそう。──ああ、これではいかんな」

　イシュトリルトンが言うと、彼の身体からだから黒いヘドロのような何かが生まれた。それは身体に絡からみつき、腕に絡みつき、足に絡みつく。蛇のような動きで蠢うごめき編まれ身体を覆っていき、布地のような質感に変化していった。

「このように衣装をまとうのが、この時代では常識なのだろう？」

　一分の隙すきもない白い衣装。彼が生み出したソレは、彼の美しさをさらに引き立たせていた。

　彼がこちらに向かって微笑ほほえむ。意識を向けられただけで、心臓が強く跳ねた。

　その動作に耐えられなかったのか、巨きよ軀くのルシア人・ヴィクトールが湾刀シヤシユカ型の《神域封剣レグナーレ》を手に駆け出していた。

「ウ、ウオオォォォオッ！」

　突撃の余波で周囲が揺れている。

　イシュトリルトンは正面からヴィクトールの突進を浴びた。しかしイシュトリルトンは弾はじき飛とばされるどころか、一歩も動いていない。

「ヌ、ヌッ……!?」

　逆に抑えこまれたヴィクトールが動けなくなっている有り様だ。

　イシュトリルトンは口を開いた。

「愚かな。やはり人は争いを捨てられないのだな。余にはそれが我慢ならない。余は、争いをなくしたいと思っている」

　イシュトリルトンはこともなげに、ヴィクトールの両腕を摑つかみ、同時に折った。

「グアァァアッッ！」

「ならば腕を折ってしまえばよいのではないか」

　ヴィクトールは摑まれたまま、足でイシュトリルトンを蹴けり上げようとする。

「そう。腕を折っても足がある。ならば足も折ってしまおう」

　イシュトリルトンががつっとヴィクトールの足をつま先で小突いた。それだけで、骨の折れる音が響いた。

「う、ぐ、あっ……！」

　それからヴィクトールは片足をぷらんとさせたまま、固そうな額を叩たたきつけようとした。

「そう。足を折ってもこうなる。ならば次は首しかない。つまり、人は死ぬまで争いを止めぬ種なのだ」

　イシュトリルトンの手がヴィクトールの首に伸ばされる直前、武たけ琉るのカタナが振り下ろされた。

　神は片手に生んだ白い剣でそれを防ぐ。

「ふむ。終わらせられなかったか」

　武たけ琉るはヴィクトールを奪い返し、イシュトリルトンを蹴けってその反動で飛とび退のいた。

「まあよい。余は、そなたらの愚かさを厭いとう。武器を掲げ、その力で争うそなたらを厭う」

　イシュトリルトンは全員を見回してから言った。

「この世界では力あるものが地位を得るのだろう？　だからみなが争うための力を磨いている。この場所もそういった兵器を育成する施設だと聞いた」

　神は滔とう々とうと言葉を続ける。

「学ぶ。教える。助け合う。美しいことではないか。余はそう思う。それが、争いのための力でないのであれば」

　微笑ほほえみを浮かべて神は言った。

「だがあえて余はそなたたちの作ったそのルールに則のつとろう。力で、この世界を滅ぼそう」

　イシュトリルトンはぐるりと全員を見渡す。

「そなたらを消し去りたいのは余の我わが儘ままであるがゆえに。人間が今まで躍進させてきたものを、記憶に焼き付けていく。それが余からの礼儀だ」

　揺るがぬ意志を乗せた声が響く。

「それを否定するのであれば、そなたらが蓄えた力で余を止めてみせればよい。──そら」

　イシュトリルトンが告げると同時に、剣の先から光が放たれた。それがリンディアの《神域封剣レグナーレ》使いラクシュミの腹部を貫いた。

「かはっ……」

　血を吐きうずくまるラクシュミを見下ろしながらイシュトリルトンは言った。

「弱い。以前、それらの剣で余を封じた者たちとは、比べるべくもない」

　その瞬間、オリヴィアが正面から迫っていった。

「アナタ、強いデス。けれど趣味じゃナイ。もっと素晴らしくアツくなれる戦いを、ワタシは知っていマス」

《焰えん獅じ剣けんレーヴァテイン》を振り下ろす。

「ナノデ、さっさと終わらせマス」

　イシュトリルトンは剣で攻撃を脇わきにそれさせた。

「そなたはさほど弱くはないようだ」

　イシュトリルトンの手が、オリヴィアの腕を摑つかんだ。

「なんのつもりデスカ。──ッッ!?」

　声にならない悲鳴をあげ、オリヴィアはイシュトリルトンの手を振り払った。

　オリヴィアの腕が焼けただれたように変化していた。

「イッタイ、何ヲ……！」

「癒いやしの力を使ったのだ」

「コレガ、癒しだとデモ？」

「過剰に回復させただけのこと。だが、その武具を持った相手に使うのは効率が悪いようだ。実際触れねば、発動できん」

　言ってイシュトリルトンは剣を振るう。

　イシュトリルトンの鋭い斬ざん撃げきを、オリヴィアは大剣グレートソードの柄で受ける。ズザザと地面に跡を残して後ろへ飛ばされていく。

　武たけ琉るが、レナードが、オリヴィアが、ローゼマリーが、何度攻撃しても一度もまともに入らない。

　それどころかイシュトリルトンの一撃一撃は重く、体力が恐ろしい勢いで削られていく。

　足で相手をかき乱そうとしていたローゼマリーが倒れ、動かなくなった。

　レナードがイシュトリルトンの隙すきをついて、大技を放つ。

「──星喰闇月リユヌ・デトリユイール」

　威圧感を撒まき散らす巨大な闇やみの玉がイシュトリルトンを飲み込んだ。

　闇の玉に包まれたままの神に、オリヴィアが剣を向けた。

「押し潰つぶセ──焰塊射出メテオフレイム」

　燃え盛る炎の塊が、イシュトリルトンに直撃する。

　武琉は炎に包まれたカタナから、力を解き放つ。

「焼き切れ──紅焰ほむらの太た刀ち！」

　闇の中から姿を現したイシュトリルトンに、横一文字の赤の斬線が叩たたきつけられた。

　レナード、オリヴィア、武琉、全員の大技を受けたイシュトリルトンは右肩から先が消失している。身体からだ中じゆうが焼けただれ、腹部も半ば斬きり裂かれている。

　もう戦えそうな姿には見えない。

「フン。もう終わりデスネ。ワタシたちの勝ちデス」

　オリヴィアが神から背を向ける。

　イシュトリルトンの表情には欠片かけらも焦りが浮かんでいない。

　神が傷口に手を当てると緑色の光が溢あふれ、元に戻っていった。失った肩から先が生えていく。血は止まり、やけども何事もなかったかのように治ってしまう。

「昔は、癒しの神イシュトリルトンなどと呼ばれたこともある。傷を治すのはそれなりに得意なのだよ」

　言って、背を向けたままのオリヴィアに向かって剣を振るった。

　剣から衝撃波が放たれる。

「オリヴィア、危ないっ！」

　庇かばおうとして武たけ琉るは衝撃波の直撃を受けてしまう。

　オリヴィアを巻き込んで吹き飛んだ。身体からだが震え、上う手まく動かない。足にも力が入らず、立ち上がれない。

　一緒に攻撃を受けたオリヴィアは目を閉じたまま動かない。

「オリヴィア、おい、オリヴィアッ！」

　そこへ、神のさらなる追撃が襲いかかってくる。緑色をした恐ろしいエネルギーのこもった力の波だ。このまま直撃したら消し炭になってしまいそうだ。

「君は、少しは、考えろ！」

　叫んだのはレナードだ。レナードが双剣を盾にするように攻撃を防いでいた。

「く、ぐ、うぅぅっ……！」

　相手の、緑色の力の塊が防ぎきれない。レナードは右に持った剣で力任せに振り払う。右腕にそれが触れた。じゅ、と音がしてレナードが双剣の一本を落とした。

　レナードはすべての力を使い果たしたとでもいうように膝ひざをついた。

　制服が焼け焦げ、腕にもひどい傷を負っている。

　六人の《神域封剣レグナーレ》使いは、誰もが満まん身しん創そう痍いの状況だった。

「……やはり、余は争いは好かん。ゆえに終わらせてもらうとしよう」

　イシュトリルトンは白い剣を掲げた。力の波動が剣に集まっていくのがわかる。

「……待てよ」

　武琉は荒い息をつきながら、力の入らない身体からだを叱しつ咤たして無理やり立ち上がる。

　震えるカタナの切っ先をイシュトリルトンに向け、歩く。

「絶対に、させねえ」

　前に倒れそうになる身体を支えるために足を踏み出す。一歩、また一歩。

「それほど先に消して欲しいのなら、まずはそなたからにするとしよう」

　イシュトリルトンの剣の先から緑の波が放たれた。

　武琉はそれが迫ってくるのを、ただ呆ぼう然ぜんと見ていた。

　避けることも、防ぐこともできはしない。

　──ああ、死んだ。

　そう思った。

　その瞬間だった。

　身体が浮いた。柔らかい何かに抱き上げられた。

　敵の攻撃が武琉の脇わきを通り、背後に抜けていく。

「──すまない。如月きさらぎ殿。遅くなった。しかし、自分はぎりぎりのところで、間に合ったようだ」

　軍服を着た美少女が、細い体で武琉を抱きかかえていた。

「……ラティーシャ」

「ああ。ラティーシャ・エアハートだ。無事、とは言えないが、生きていてよかった。紅茶とケーキの借りを返す前に逝かれては困るぞ」

　彼女は武たけ琉るに向かって微笑ほほえむと、優しく地面に横たえた。

「如月殿。命は思っているより尊いぞ。大事にするといい」

　それから厳しい顔で理事長を強く睨にらみつけた。

「貴殿のこと、調べさせてもらった。大戦後にこの学園の理事を引き継いだらしいな。だが、自分にはなぜこんなことをするか、理解できない」

　そのときラティーシャに向かって、神から攻撃が飛んできた。ラティーシャはそれを苦もなくかわすと、《地霊剣フルンティング》から放たれる剣波で反撃を始める。

「貴殿は、大戦のときの志願兵だろう？　あの存在が、自分たち人間に何をするか理解しているのか!?」

　理事長は自じ嘲ちようするように肩をすくめる。

「久しぶりだね。剣聖ラティーシャ。わかっているさ。十分ね」

　ラティーシャが声を大にして叫ぶ。

「ふざけるなッ！　わかっていたら、本当にわかっているのならば、このようなこと……！　貴殿は、貴殿は──！」












　理事長が珍しく顔をしかめた。

「自分は、死しに際ぎわに見ていたのだ」

　続いて出てきたのは、思いもしない名前だった。

「貴殿が、ヤマトの《神域封剣レグナーレ》使い、如月きさらぎ武志殿に命を救われるところを──！」

　それは武たけ琉るの祖父の名だった。

「そして、彼からっ──！　自分のことを顧みず、異世界へ敵を追っていった彼から、これからの世界を頼むと託されていたではないか──！」

　──ラティーシャも、理事長も、オレのじいさんと関係があったのか。

「ああ、確かに口約束かもしれない。ただの志願兵が、世界のことなど担えるはずはないかもしれない。だがっ……！　貴殿は、自らこの世界を壊そうとしている！　それは決して許されることではない！」

　理事長は強く目をつぶって言った。

「だからだよ」

「意味がわからない」

「僕は、あの人に世界を託された。だから、僕は世界を救わねばならない……」

　ラティーシャは荒神の攻撃を受け流しながら、眉をひそめた。

「だけど、君の言うように僕の力は足りなかった。ちっぽけだった。あの後、残党が世界の各地に潜伏したり、各地でそれぞれ暴れたらどうなる？　罪のない人が大勢死ぬ。だから、組織を創り残党を集める必要があった。結果として、被害は減ったのさ」

「ならば、この荒神を復活させたことは!?」

「……知っているかな。荒神イシュトリルトンは、何もしなくてもあと十年ほどで復活していた。封印を破やぶるほどの力を蓄えてね。時間が経たてば経つほどアレは強くなる。だから僕は、荒神に力を蓄えられる前に、そして、こちらが最高の戦力を持つときに、戦いを挑まねばならなかった」

　それを聞いてラティーシャは唾を飲み込んだ。

「……そう、か。確かに、そう考えれば当てはまる」

　理事長が両手を広げて言う。

「信じられるかい？　奇跡が、二つも起きたんだ。一つは、武琉くんがこの世界に来てくれたこと。そして、もう一つは剣聖である君が戻ってきてくれたこと。それでも、まだ荒神には届かない」

　ラティーシャは悔しそうな声で言った。

「……否定は、しない」

「信じてもらえるかな」

　ラティーシャが小さく言った。

「…………信じよう」

「だったら、すまないが、君の命をもらえないだろうか？」

「自分に命など、もうない。だが、この意思が存在する限り、それはすべて女王陛下のものだ」

　理事長は切実さのにじむ声で言う。

「…………頼む」

　ラティーシャは、ふ、と息を吐いてから言った。

「断るとは言っていない。貴殿が行うことは、女王陛下の望みに叶かなうものなのだな？　なら、好きに使うといい。自分は何をすればいい？」

　理事長が口を開いた。

「…………イシュトリルトンの注意を引いておいて欲しい」

「了解した。──ということだ。荒神。だが、自分は時間稼ぎで終わるつもりは最ハ初ナからない」

　言ってラティーシャは荒神に向かって駆ける。

　そして、神速の突きを連続で放った。

「くっ……！」

　荒神は、ラティーシャの攻撃のあまりの速さについていけないようにすら見えた。

　ラティーシャの突きが荒神の肩、腕、膝ひざ、身体からだ中じゆうのありとあらゆる部分に突き刺さる。

「先日まで貴様を守っていたクリスタルはすでにないっ！　あのまま出てこなければよかったと、自分が後悔させてやろう……！」

　ラティーシャの渾こん身しんの突きが荒神の腹部に突き刺さった。

「これこそ、自分の奥義──！」

　貫かれた部分を中心に、荒神の身体にヒビが入っていく。

「ぐ、おっ……!?」

「自分が、貴様を止める……！」

　しかしヒビ割れが唐突に止まった。それどこから、次第に元の姿へと戻っていった。

　ラティーシャが顔色を変える。

「なっ……！」

「わずかに驚きよう愕がくした。思ったよりもやるようだ。だが、エーテル量が足りん」

「……くっ」

　ラティーシャが剣を引き抜き飛とび退のいた。次の瞬間、立っていた位置が荒神の横の一撃で薙なぎ払はらわれる。

「技量は大したものだ。今まで見たことがない領域に立ち入っている。が、余を倒したいのなら、一撃で余が消え去るほどの威力を込めよ」




　理事長の手によって、武たけ琉るたちは一箇所に固まって寝かされていた。

「……なんだよ。おっさん、知り合いだったのかよ」

　武琉が呟つぶやくと、理事長は優しい声で言った。

「武琉くん。君に会えたとき、僕は、とても嬉うれしかった。正直、泣いてしまいそうだった。あの人が帰ってきてくれたのかと思ってね」

　理事長は腰の剣を抜きながら言った。それは歪な剣だった。この世界に来てから、見たことのない剣。たくさんの種類の波動を中から感じる。

　理事長は歪いびつな剣を地面に突き立てている。剣を中心にゆっくりと光の線が広がっていく。

「大戦時、僕を助けてくれたのは、君のお父上かな。それとも祖父君だろうか。あの人に、僕は救われたんだ」

　光の線が武琉たちを囲うような円形になった。それからさらに円の中にも線が生まれる。

「──じいさんだ」

「元気かな」

「──死んだよ」

「そうか……」

　理事長は寂しそうに呟いてから、武琉に言った。

「──僕を助けてくれたあと、あの人は敵を追い詰めた。だけど、敵は異世界へ逃げて、あの人は追っていってしまった」

「……聞いた」

「ああ。……咲さく耶やくんの祖母君か」

　理事長は地面に刺した剣を武琉に見せながら言う。

「この剣は、人造の《神域封剣レグナーレ》だ。僕は、これを造るために力を注いでいた。荒神と戦うために。そして、武琉くんの祖父君を再び呼び戻すために」

「呼び、戻す？」

「そうだ。君が呼び出されたこの上の遺跡、僕があの人を呼び戻すために色々と準備をしていたんだ。それが上う手まく作動したのか、咲耶くんが君を召喚することができた」

「…………そうなのか」

「来てくれて、ありがとう。武琉くん」

　武琉は頰ほおをかこうとしたが、上手く手が動かなかった。

「……なんか、素直なあんたは調子が狂うよ。もっと飄ひよう々ひようとふざけたことを言っていて欲しいとすら、思う」

「もうその必要はないからね」

「……どういうことだ？」

「ふざけた性格で、思いつくままに何でもやる。そんなふうに思わせておいたほうが、得だったのさ。でないと、荒神の敵だとバレてしまう。『会議』がいつ僕の手を離れるかわからなかった。演技をしていたのさ」

　──本気かよ。じいさんに救われたときから、ずっと？　それって、何十年だよ。それはどれほど辛い人生だったのか。自分を隠して、ここまできた。

　だからだろうか。理事長は晴れやかな顔をしているようにも見える。

「さて。もうすぐ準備が終わる。君たちをヤマトに送るよ。僕は僕がとれる、一番勝率の高い手段をとる。それでもダメだったら──」

　言いかけて理事長は頭を振る。

「いいや、ここで終わらせてみせるさ。じゃあ、武たけ琉るくん。ありがとう。君と会えたことは、一番嬉うれしくて楽しい出来事だった。君がいたことで咲さく耶やくんの運命は確実に変化した。アレは僕にはできないことだった。ノエルくんやアーニャくんの行く先も変わった。君が周囲にどんな影響を与えるのかを考えると、年甲斐もなく胸が躍ったよ。──と、ようやく終わった。本当にありがとう。さようならだ」

　武琉たちを囲むように魔法陣のような複雑な図形が展開されていく。

「お、おっさん。あんた、何をする気だ──」

　魔法陣が光った。

「おっさん！　おっさ────」

　次の瞬間、見える景け色しきはまったく別のものに切り替わる。

　そこには理事長もラティーシャも神もいなくなっていた。





　　　　　◆　◆　◆






「さて、君と同じ戦場に立つなんて何十年ぶりかな」

　理事長は歪いびつな剣を構えながらラティーシャに言った。

　ラティーシャはイシュトリルトンの斬ざん撃げきをかろうじて防ぎながら返す。

「そも、そもっ……！　貴殿はまだ剣を使えるのか!?」

「はは。僕はもう歳としだからね。エーテルもほとんど使えないかな」

　この世界で剣を使える全盛期は十代。それ以降は体内で生成されるエーテルが減少していってしまい、技術で対抗するしかなくなる。

「それに僕は元から、それほど強くないしね。君も昔見ただろう？」

「なら、勝てる見込みなど……！」

　ラティーシャが理事長に向かって叫んだ瞬間、彼女の立っていた床が消失した。その一瞬前にラティーシャは跳躍して回避する。

「あるさ」

　理事長が手にしているこの剣は、彼の人生の象徴だった。

　命を救われた恩を返すために、如月きさらぎ武志の代わりに世界を救おうとした。

　救えないものがたくさんあった。切り捨てたものもたくさんあった。

　それらを犠牲にしてより多くを救った。

　しかし苦しかった。

　自分のかわりに如月武志がいれば、さらに多くを救えたのではないかと思ってきた。

　だから理事長は自分にできる最善を尽くしつつ、この剣の開発に尽力した。

　如月武志が異世界へと消える原因になったあの剣と同じ性能の武器があれば、彼を呼び戻すことができるのではないかと思った。

　そのエネルギーを確保するためには高階位偽剣レプリカが必要だった。恐ろしい力を持つそれは、造り出すのは難しく、数も限られている。

　だが、長い時間をかけ、たくさんの希少な高階位偽剣を犠牲にして造り上げた。偽剣の内部にあるエネルギーを蓄える器官を無む理り矢や理り連結させて、次元を斬きり開くほどの莫ばく大だいなエネルギーを生み出せるようにした。

　異世界への扉は開くことができるようになったのだ。

　だけど、それでも理事長に彼を呼び戻すことはできなかった。

　扉を開く先の異世界を、指定できなかった。

　何度も失敗を繰り返した。

　──けれど、咲さく耶やくんが、呼び出してくれた。

　それは求めた恩人ではなかったけれど。恩人が遺のこしてくれた大切なモノだ。

　その彼を守るために、この人造の《神域封剣レグナーレ》《転移剣》は役に立ってくれた。

　──武たけ琉るくんを、今からここで起こることに巻き込まなくて済む。

　造ったのは無駄ではなかった。

　そして、この《神域封剣》は無理な改造を繰り返してきた。だから非常に不安定だ。その安定度と反するように、含有されるエネルギー量は高い。少々無理な使い方をしただけで、均衡は狂うだろう。内部で莫大なエネルギーが荒れ狂い、周囲に甚大な被害をもたらすと試算されている。

　そのため理事長は普段この武器を携帯することはなかった。

　貴重な高階位偽剣をいくつも犠牲にしたこの剣を、ただ爆破のためだけに使う。

　その莫大な威力であれば、たとえ神にでも通じないはずがない。

　理事長がその人生を費やして造った結晶だ。

　──僕の人生は、きっと無意味なものにはならない。

　だけど心残りが一つ。

　──まだ、僕は死ねなかったのになぁ。

　やらなければならないことが、いくつもある。

『会議』の始末や、世界各国の不和。まだ世界を揺るがすだろう事象はいくつでも思いつく。

　さらに理事長が各国の力のバランスを調整することで争いを防いできた。その理事長が突如消え去ってしまったらと考えると、あまりよい未来は見えない。

「けど、まぁ……。最悪を防ぐためには仕方ないか」

　──この剣さえ刺すことができたのなら、僕らは神を殺すことができる。僕らの命と、ともに。

「何か策があるなら、早くっ……！　自分は、もうあまり持たないっ……！」

「すまない。ラティーシャくん。イシュトリルトンの動きを少し封じられるかな？　二秒でいい」

「自分がそれをやれば、決まるのだな？」

「ああ」

「……ならば、やってみせよう」

　ラティーシャは地を蹴けった。

「先ほどから動きが荒いぞ！　イシュトリルトン！」

　ラティーシャはただ突撃。当然のように、イシュトリルトンの白い剣が腹部に突き刺さる。切っ先が身体からだを裂いていく。背中を突き破やぶり外へと出る。同時に、ラティーシャが相手の腕を摑つかんだ。

　身体を貫かれた剣聖は口の端はから血を流しながら笑みを浮かべる。

「──地蛇縛鎖セルバン・アタシエ」

　石床が割れ、無数の細い縄のようになった。それらがラティーシャごとイシュトリルトンに絡からみつく。石でできた蛇は一瞬で砕かれる。しかし、そのときには理事長がすぐ近くまで駆け寄ることができていた。

「すまない。ラティーシャくん……！」

「なに、自分に謝る必要などない。その悲痛な顔を見れば、何をするかわかっていたさ」

　歪いびつな剣がイシュトリルトンの腹部に向かって突き進む。

　イシュトリルトンの腕がそれを阻もうと延びた。

　──ダメ、か。

　理事長がそう思ったとき、イシュトリルトンの腕をラティーシャが《地霊剣》で突き刺した。

「たった二人の命で、世界が救えるのなら、安い買い物だよ。──いや、自分にもう命などなかったな。あるのは偽物の身体と魂だけだ」

　ラティーシャが寂しそうに呟つぶやく。

「…………そんなことはないさ」

　──君の意志は昔と変わらず尊いものだ。そんな輝きを放っている君が。

「偽物なわけがない」

　理事長が人生をかけて造った、人造の《神域封剣レグナーレ》が荒神の身体からだを刺し貫いた。

「そうか」

　ラティーシャが消え去る前だというのに、どこか安らかな顔で呟いた。

　その瞬間、荒神に突き刺さった歪いびつな剣が強い光を放った。






│四章│癒しの葬送曲






　武たけ琉るたちが転移させられた先にいたのは、理事長の秘書だった。

　転送されたのは林の中だ。まだ夕方だったはずなのに、辺りは真っ暗になっている。時差があるとするならば、かなり遠くまで飛ばされたのだろう。

　彼女は現れた武琉たちを見て悲しげに俯うつむいた。

「そうですか……。あなたたちがここに現れたということは、理事長は……」

「……ここは」

「この場所はヤマトの地です。これだけ多くの《神域封剣》使いが現れても、国際問題にならない国はここくらいですので」

　倒れて意識を失っている《神域封剣》使いたちを見ながら彼女は続ける。

「もし、あなたたちがイシュトリルトンに対抗できないのであれば、ここに転送する手はずになっていたんです」

「……そうなのか。それは、逃がして再起させるためか？」

「巻き込まないためにです」

「……巻き、込まない？」

「そうです。あの人は、自分諸もろ共とも、相手を消し去ろうとした。その爆発からあなた方を逃がすためです」

「それは、自爆ってことかよ」

「…………そうです」

　ラティーシャとの会話を聞いていてわかった。あのおっさんがとてつもなくつらい決断をしてきたことが。

「そうか」

　もっといい手段があった可能性は否定できない。だけど、それを口にすることはできなかった。おそらく悩みに悩み抜いた末での決断だ。だったらそれを軽々しく汚よごすようなことはしたくない。

「……そうか」

　秘書が呟つぶやいた。

「いい人、とは、とても言えませんでした。……でも、その真意はとても崇高で。自分をまったく大事にしない人だったんです」

「大切だったんだな」

「とても。…………もしかしたらあなたたちが飛ばされてくるかもしれない、と、ヤマトの人に許可はとってあります。つらいとは思いますが、気絶した方々を運ぶのを手て伝つだっていただけますか？」

「わかった」




　武たけ琉るたちが向かったのは、咲さく耶やの祖母の管理するヤマトの神社だった。

　先ほどの林のすぐ近くにあった。

　武琉は気を失ったレナードを背負いながら、オリヴィアを抱える秘書についていく。

　夜だというのに神社からは明かりが漏れている。

　そこへ入ろうとした瞬間、声が投げつけられた。

「武琉っ！　秘書さんから話は聞いたわよ。なんで──って、怪け我が、してるじゃない！」

　慌てたように咲耶が神社の中からパタパタと走ってくる。

「なに、内緒にしてたのよ。わたしも一緒に戦いたかった」

「……悪い。けどさ、オレも、知らなかったんだよ」

「ごめんなさい。今は、そんなこと言ってる場合じゃないわよね。あっちに休める部へ屋やがあるから、休みなさい」

「でも、まだ他の奴やつが気を失ってて」

「そっちはわたしが連れてくるから、武琉は休まなきゃダメ」

「いや、それは」

「口答えしないの。……もう、心配ばっかりかけて」

「……悪い」

「わかったら、はい。さっさと行く。全員連れてきたら、戻ってくるから。あ、そうだ。おなかはすいてる？　それとも眠い？」

「……ああ」

　武たけ琉るがそれだけ言うと咲さく耶やは頷うなずいた。

「わかったわ。両方用意しておく。あと明日になったら医者を──」

　咲耶が言いかけたところで、秘書が口を開いた。

「それは、こちらで手配してありますので、大丈夫です」

「そう。わかった。それじゃ、ちょっと待っててね。武琉」

　咲耶はそう言って、建物の外へと出ていった。





　　　　　◆　◆　◆






　それから半日が経たった。

　武琉を含めて《神域封剣レグナーレ》使いたちの治療、看護などが、丁重に行われた。

　武琉、レナード、ヴィクトールは同じ部へ屋やで寝かされている。

　レナードとヴィクトールは未いまだに目を覚ます様子はない。

　その部屋の襖ふすまが突然開いた。

　そこにいたのは、険しい顔をした秘書だった。

「すみません、少々よろしいでしょうか。そのような状態のあなたに伝えるのも、悩んだのですが──」

「どうかしたのか？」

　武琉が上半身を起こしながら尋ねる。

「……あの方は、目的を遂げることができなかったようです」

「…………そうか」

「これは、録画ですが。こちらを」

　そう言って秘書は小型の液晶画面を武琉に見せてきた。電源がつけられる。ニュース番組らしきものが映された。




『××国では信じられないことになっているようです。これはちょうどその瞬間を衛星カメラがとらえた映像です』

　ＶＴＲが流れ出す。

　それは砂地にある市場の映像だった。買い物をしている人たちや、商人など、活気づいている。

　が、突如空から緑色の光が降り注いだ。それにさらされた人たちの様子が、異常だった。

　子供が目に見える速度で大人になっていく。大人は老人へと変化していく。そして老人は干からびたミイラのようになる。ミイラは骨になり崩れていく。崩れたそれは風に流され、消失していった。

『これは現実に起きた出来事です。映像の編集など行われていない、紛まぎれもない現実です。これにより、××の国民はすべて消失したというのです』

　あとに残ったのは無人の市場だ。商品はあるのに、人っ子一人いない不気味な空間。

『現在××国では紛争が起こっており、敵対組織にどこかの国が最新の兵器を提供したのでは、と専門家は語っております』




「……なんだ、これ」

「三時間前に放送されたニュースです。その後すぐに報道規制が敷かれたのか、一部の国を除いて、この話題にはいっさい触れられていません」

「そういうことじゃない。何が起こったんだ、これは」

「おそらく、イシュトリルトンの仕業です。彼は癒いやしの神。過剰に癒すことで、細胞を破壊したものと思われます」

　そういえば、イシュトリルトンは癒しの力だと言って、オリヴィアの腕を焼けただれさせていた。

「現在、イシュトリルトンは神霊浮遊都市エーテル・フロートを移動させながら、空から光を放っています。それによりいくつもの国が滅されてしまいました」

「…………」

「《神域封剣レグナーレ》使いは未いまだに目覚めない。このまま行けば、そう遠くないうちにこの世界は終わりを迎えるでしょう。けれど、それより先にこの地は滅びます」

　秘書は武たけ琉るを見ながら言う。

「神霊浮遊都市は空を移動しており、あと数時間でヤマトの上空に到達すると、ネオリカの災害計測管理局が試算しました。おそらく、そのときにここは」

「それじゃあ、ヤマトの人たちは……」

「要人のみならば、脱出させる準備は整えてあります。もし《神域封剣》使いが勝利できず、理事長の自爆によって勝利した場合のために、軽飛行機を複数待機させておりますので、それを使用します」

「要人っていうのは……」

「《神域封剣》使いとここの代表。それに、加えて十数名ほどでしょうか」

「…………そっか」

　ということは、咲さく耶やを出迎えてくれたあの老人たちは助ける余裕がないのだろう。

　しかも見捨てて逃げることにしたところで、命を少し延ばす結果にしかならない。

　あの老人たちの中には、祖父の知り合いもいただろう。

　武たけ琉るは大きく息を吐いた。

「なあ、秘書さん──」

　言い掛けたとき、隣の布団で寝かされていた巨体が、むくりと起きあがった。

「ゴリデンヴェルセイさん、お目覚めですか」

「いったい、俺は……」

　そう言って額に手を当てるヴィクトールに、秘書は先ほど武琉にしたものと同じ説明をし始めた。





　　　　　◆　◆　◆






　──同時刻　衛星通信上──首脳会議

　それは、世界で初めてのことだった。

　根回しも何もなく、衛星通信上で会議が行われた。

　通常、首脳会議とは相当な準備期間を経て、主催国に集まって行われる。

　会議の開催前には、すでに会議の結果が決まっている──とまでは言わなくても、結論として選ばれる意見は数えられる程度に絞られている。

　つまり首脳会議とは『会議の末決定した』という事実のみが必要とされているのだ。

　だが、今はまさに会議にて結論を決めようとしていた。

「次に襲われるのは、我が国なんだぞ!?　早急に対応を要求する！」

　小国の大統領が叫びをあげた。その様子は鮮明な映像で、各参加者のモニタに届く。

「しかしね、君。そんなことを言われても準備が整っていないよ。このまま戦っても無駄死にになる」

「我が国を見捨てると言うのか！」

「そうは言ってない。けど、君の後ろに見える景け色しきはなんだ。君の国じゃないだろう？　国を最初に見捨てたのは君なんじゃないか？」

「違う！　わ、私が死んだら国の再生はままならない──！」

　小国の大統領が叫んだすぐあとに、それぞれの国のトップ、高官が口々にそれぞれの意見を声高に述べる。

「どうでもいいのよ！　そんなこと！　早く戦う用意をして頂戴！　うちの国に向かってきたらどうするのよ！」

「まだ早い。準備ができてからだ。指揮はもちろん我が国がとる」

「いや、ネオリカには任せておけない。うちに任せてもらおう。兵数の多いネオリカに先陣はきってもらうがね」

「何を勝手なことを！」

「戦に赴くための制服を決めよう。我が国に用意がある」

「我が国に被害をこうむれと言うのか!?」

「そうは言ってない！　ただそれが最善だと言っている！　君は、自国のために世界に犠牲になれと？」

「話にならん！」

　それぞれが好き勝手に意見を言い合い、何も決定されることはない。

　その様子は、同じ檻おりにたくさんの動物を閉じこめた、動物園のようだった。
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　イシュトリルトンは、神霊浮遊都市エーテル・フロートにある神殿の最奥にいた。

　部へ屋やではなく、神霊浮遊都市の地下に広がる空洞のような場所だ。

　そこには神秘的な輝きを放つ赤い結晶体が祭られている。

　これこそがアロハシャツの男が管理していた島を浮かせている巨大エーテル結晶体だ。

　──あの人間の輝きは、美しかったな。

　アロハシャツの男を思い出し、そんなふうに思う。

　──けれど、あんなものは極まれに発生するイレギュラーでしかない。

　何度か、イシュトリルトンはああいったものを見てきた。

　自らのほんのわずかしかない命を投げ出し、他者を庇かばう行為。それをイシュトリルトンは美しいと思う。

　だが、と、自らを戒める。

　そんなものに騙だまされてはならないと。

　もう数えるのも嫌になるほど昔にあった文明の話だ。

　イシュトリルトンは気まぐれで、動物の怪け我がを癒いやすことがあった。

　猿に似た動物を癒したあと、彼らはイシュトリルトンを癒しの神として祭るようになった。

　自らを奉り、崇あがめてくる猿たち──人間たちがいた。

　最初は、何も感じることはなかった。興味すらなかった。

　だが来る日も来る日も祈られ、語りかけられると、愛着もわいてくる。

　次第にイシュトリルトンは人間という彼らが好きになっていった。

　だから彼らの傷を癒いやしてあげることにした。

　彼らの喜んでくれる顔が、ただ嬉うれしかった。

　彼らが行う祭事にも、顔を出すようになる。

　それからしばらく、平和で楽しいときが流れていく。

　しかし、イシュトリルトンが力を貸した彼らは、それゆえに蓄えられた力で、他の集落を侵略した。殺して奪っていった。

　そんなものは見たくなかった。

　殺す人間の暴力性も、奪う人間の卑いやしさも。殺される人間の怨えん嗟さも、奪われる人間の悲しみも。

　自らが愛した彼らのそんな部分を見るのは果てしなくつらかった。

　イシュトリルトンは彼らの一時の気の迷いだと信じた。

　争いをやめるように、平和に暮らすように、何度も言った。

　けれど彼らは聞いたふりをするだけで、行動を変えることはなかった。

　イシュトリルトンが癒した傷は、そのまま他者に与える傷へと変換されていく。

　何度も信じた。しかし、それと同じ数だけ裏切られた。

　ある日、ずっと信じたくなかったことを認めるしかなくなった。

　彼らは争うのが宿命の種族なのだと。

　最初から放っておけばよかった。しかし、一度持ってしまった好意の情は消えはしなかった。

　何度も争いを止めようとしては疎うとまれた。

　ある日一人の王が、争いに使われていた不思議な剣を持って言った。

『あなたの力が大きすぎるから、あなたを奪い合って争いが起きるのです。ゆえにこの剣にてあなたを封じれば争いは起こらなくなります』

　事実、イシュトリルトンを奪うための戦いは幾度も起こっていた。

　その言葉を最後に信じる言葉と決めて、封印されることを決めた。

　しかし王は邪魔者がいなくなったとばかりに、侵略を開始した。

　そのうち剣を持ったうちの数人が裏切り、王を殺害した。彼らは圧政を敷いて民を泣かせた。

　──もうそんなものを見るのはたくさんだった。

　人間の本質とは争いだ。

　それは、自らの手の者から伝わってくる、首脳会議を見ればわかる。

　人などは信じるに値しない。





　　　　　◆　◆　◆






「……ということが、起こりました」

　秘書は現在世界で起こっていることを説明し終えた。

　それらすべてを聞き終えたヴィクトールは、顔を土気色にしていた。

「お、終わりだ……」

「ゴリデンヴェルセイさん？」

「あ、あんなものに勝てるわけがない」

　ヴィクトールは大きな両手で自分の頭を挟み込み、俯うつむいた。

「無理だ。もう、俺たちはおしまいだ」

　だらだらと異常な量の汗が身体からだを伝っている。

「理事長は、あんなものの封印を解いたなど、なんと恐ろしいことをしてしまったんだ。そんなことさえしなければ、あと十年は確実に世界は滅びなかった。いいや、本当に十年後に解けたかどうかも、疑わしい」

　歯でがちがちと音を立てながら、男は巨体を小さくして震えていた。

　世界の頂点である《神域封剣レグナーレ》使いの一人が。

「ゴリデンヴェルセイさん……」

　秘書が気遣わしげにヴィクトールを見やった。

「す、すまない。が、俺にはどうすることもできない……」

　窓から入る風が通り過ぎていく。

　武たけ琉るが口を開いた。

「……秘書さん。悪いが、軽飛行機を一つ貸してくれないか」

　秘書も、ヴィクトールも、武琉を怪け訝げんな目で見てくる。

「神霊浮遊都市エーテル・フロートへ、行きたいんだ」

　ヴィクトールが口を開いた。

「なっ!?　しょ、正気か？」

　身体を急に動かしたからか、苦痛の声をあげてから続ける。

「《地霊剣》を持った人物を含め、我ら《神域封剣》使いが七人でかかっても勝てなかった相手だぞ……！」

「ああ。勝てなかったな」

　武琉は何でもないことのように言った。

「他の《神域封剣》使いも目覚めていない。目覚めたとして……」

　ヴィクトールは言いにくそうに顔を歪ゆがめた。

「戦えるとは、限らん。俺は、もう……」

「なら、一人で行くだけだ」

「如月きさらぎ……ッ！　俺は貴様のことを、あまり知らん。だが、なぜそうまでして無謀な戦いに……！」

　武たけ琉るは目をつぶって言った。

「勝てるとか、勝てないじゃなくてさ。そんなのはどうでもよくってさ」

　強く拳こぶしを握って告げる。

「勝たなきゃならないんだ」

「……如月」

「なら、負けることを考えるのは意味がないだろ」

　言って武琉は立ち上がる。

「つーわけで、秘書さん。頼む。あと、このこと咲さく耶やには内緒でな」

「如月さん、それは」

「多分さ。言ったらあいつ、絶対ついてくると思うんだよ。待ってろって言っても、聞かないと思うんだ。目の前にできることがあって、やりたいと思っているのに、できない。それはとてもつらいことだから」

「しかし、もしそれで如月さんが帰ってこなければ、彼女は」

「だから、そうだな。オレはびびって他の国に逃げたって、言っておいてくれないか」

「…………しかし」

「あんただって、アレ、倒したいだろ」

　武琉がそう言うと秘書は視線を揺らした。

「倒してやるさ」

「…………本当に、いいんですね？　あの人の仇あだを、討ってくれると、言うんですね？」

「おう。っつーわけだから、ヴィクトール。おまえもそういうことにしておいてくれ」

　ヴィクトールは暗い顔のまま頷うなずいてみせた。

「……了解した」
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　軽飛行機のガラス越しに見えるのは、暗い空だった。

　武琉の目には、瞬く星々さえどこか不吉に映る。

　目的のものは二時間と経たたずに見えてきた。

　夜のただ中に島が浮かんでいる。

　この世界に来てから武琉がずっと学んでいた場所だ。

　その島の中央から、肌がビリビリするような威圧感が放たれている。

　神霊浮遊都市エーテル・フロートは、ヤマトに確実に近づいてきていた。

「……ヤマトが滅ぼされる前に、終わらせなきゃな」

　武たけ琉るは呟つぶやいた。

　その瞬間だった。

　神霊浮遊都市エーテル・フロートの表面から無数の光が浮かんだ。

　意識してみればそれら一つ一つが偽剣レプリカ使いの波動を放っていると、感覚でわかった。

　わずかばかりあと、武琉の乗っている軽飛行機に向かって、いくつもの光の波が放たれる。火や水、土、風、いくつもの属性をまとった攻撃が、飛んできた。

　今は自動操縦された軽飛行機の中であり、武琉には動かすことができない。たとえ操縦できたとして回避する余裕などもない。

　このまま撃墜されれば雲の下へと真っ逆様だ。

「くっそ」

　武琉はとっさに拳こぶしで窓を割り、足をかける。軽飛行機を蹴けり飛ばして、跳躍。

　武琉の背後で爆発音が響き、橙だいだい色いろの光が瞬いた。

　宙に放り出された武琉は神霊浮遊都市の端、切り立った崖に向かって手を伸ばす。

　──あと少しで手が届く。

　そう思ったとき、森の中から純白の両手剣ツヴアイヘンダーを握った男が飛び出してきた。

　見覚えのない男だった。だが、あの剣を持った人間が弱いということはありえない。

　彼は正気の光の見えない目で武琉を見ながら、剣を振り上げた。

　風の刃が彼の剣から放たれ、武琉へと直撃。

「──っいっつぅ」

　武琉の手は崖に届くことはなかった。雲へと向かって自然落下していく。

　この高さから海に落ちたら、ヤマトが滅ぼされる前に戻ってくることはできない。

「こんな、ところで、終わるかよ」

　光波剣科ルーメンと闇黒剣科ノワールの光と闇やみは上位属性であり、すべての属性が、五割ほどの力で使えると担任が言っていた。

　──そしてこの《龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎ》は光の属性を持つ。

　だから、できるはずだ。

　そう考えて、武琉は手のひらから出した剣を背後に振り、風を生み出す。

　その反動で神霊浮遊都市に向かって飛んだ。切り立った崖に拳を打ち込み、無む理り矢や理りに道を作って登っていく。

　登りきって周囲を見ると、取り囲まれていた。

　正気でない、何も映さない目をした人間たちに。彼らは人にん形ぎようのように無機質に武琉を取り囲んできた。

　彼らが持っているのは以前、『会議』と呼ばれた連中が持っていた剣だ。

「どれだけいるんだよ」

　敵は見えるだけで三十人を超えている。しかし、武たけ琉るの感覚は、彼らが島の他の場所にも無数にいると知らせていた。

　彼らは一人一人が、以前の戦いで《神域封剣レグナーレ》使いと同等の力を示した強敵だった。
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　イシュトリルトンが復活してから、行動に影響を受けた人間は多くいた。

『会議』に在籍し、イシュトリルトンの欠片かけらである《瀆とく神しんノ匣はこ》を所持する人間たちだ。

《瀆神ノ匣》はイシュトリルトンの復活によって影響力を増加させ、所有者の意識を抑圧し出したのだ。

　それにより、『会議』の剣を持つメンバーはその末端にいたるまで、神霊浮遊都市エーテル・フロートに呼び寄せられていた。

　そんな彼らの見ている景け色しきがイシュトリルトンの頭に流れ込んでくる。

　たった一人で乗り込んできて、暴れている黒髪の少年がいた。

　すでに五十人以上を倒しながら、まだ戦っている。

　だが倒れるのも時間の問題だろう。動きは悪くなってきているし、純白の偽剣レプリカ使いはまだまだいる。

　彼を見ているとイシュトリルトンは思い出す。

　彼の血縁は先ほどのアロハシャツの男と同じく美しかった。

　何の迷いもなく、戻れるかどうかもわからない異世界に飛び出していった。

　自分の家族を守るために。

　だが、そのような人間ばかりではない。

　他人のために自らを捨てられる人間はごくわずかだ。

　たまたま、そんな景色を見たからといって、騙だまされてはいけない。

　──だから余は、もう何度も失敗してきた。

　イシュトリルトンは冷めた目をしながら、武琉を頭の中からどかした。

　そして、現在真下に来ている大陸の人々に意識を傾ける。

　そちらの方面に手を向けて、過剰ともいえる癒いやしの光を放った。

　人を癒すのは、これを砂一粒ほどのほんのわずかに与えればいい。

　ひとつまみほど与えれば、人は老化していき、ミイラになり、果ては存在できなくなり風に溶けていく。

　たった数十秒。

　それだけで、また一つの国のすべてが死滅した。




　──神霊浮遊都市エーテル・フロートがヤマト上空に到達するまで、あと一時間。
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　武たけ琉るの周囲には砕けた剣の破片と、倒した敵が何人も転がっていた。

　そして、倒した以上の数の偽剣レプリカ使いが武琉を取り囲んでいる。

「もう、一人っ！」

　叫んで近くにいた偽剣使いに斬きりかかる。

　その瞬間、武琉に向かって蒼あおく透明な氷の矢が飛んできた。

「ちっ──！」

　武琉は踏みとどまり氷の矢をぎりぎりで回避する。

　先ほどから何度も邪魔が入り、攻めきれていない。

　森の奥から続々と敵の援軍が現れるため、なんとか倒してもまったく減っている気がしない。

「くそ……！　次から、次へとっ！」

　刻一刻と時間が経過していく。

　──早くしなきゃなんねーのに。このまま行けば、ヤマトも滅ぼされちまう。

　燃えさかる炎が迫ってきた。回避した場所には風の刃が襲いかかってくる。

　──回避するのすら、ぎりぎりかよ。

　そう思った瞬間には足下の土が隆起して武琉の足を飲み込む。

　蹴けり上げて逃れようとすると、すでに目の前に氷の蔦つたが迫っていた。それをカタナで斬り払う。砕けた氷が視界を覆う。

　氷の霧が消える前に、無数の攻撃が武琉に向かって放たれていた。

　その射線は武琉の周囲のすべてを埋め尽くしている。

　かわす場所などどこにもなかった。

　圧倒的な威力を持つ攻撃が、火や水といった複数の属性の技が、武琉に向かって迫ってきた。

「くっ」

　武琉は身体からだに力を込めて衝撃に備える。

「──星喰闇月リユヌ・デトリユイール」

　突如、武琉の正面に黒い空間が現れた。視界は欠片かけらも通さない。月の光すらすべて吸い込む闇やみ色の月だ。

　闇色の月は、すべての攻撃を飲み込みながら射出された。

　音も立てずに地面を削っていく。

　闇やみ色の月が放たれていった方向には、何一つなくなっていた。

　地面も、森も、敵も、何もない。視界を遮るものすべてが喰くらいつくされていた。

　振り返ると、月を背後に背負った銀髪の少年が立っていた。

「美しい夜だな。如月きさらぎ武たけ琉る。だが、観みている時間はないぞ？」

「レナード……！」

「この島はまっすぐヤマトへと向かっている。そして、ヤマトの方々は、他国へ逃げることを拒否した」

「なんで、だよっ……！」

「合理的ではないな。だが、私にはわかる気がするよ。大戦で戦死したヤマト国民や、此この塚づか咲さく耶や、その祖母。たくさんの人間が必死でしがみついて守ったものだ。捨てて逃げるには重すぎる」

「でも──」

「自らのことより重いものは、存在する。私は彼らの決意を尊重した」

　レナードは静かな声で続ける。

「そしてそんな彼らを、君ならば守れるはずだ。如月武琉。先に行け。ここは私が引き受けよう」

「…………すまん。恩に着る」

　武琉は呟つぶやいて、レナードがこじ開けた方向へと走った。地面が爆発するくらい強く地面を蹴けっていく。

　その背後から、もうすでに離れた場所にいるレナードの声が聞こえた。

「なに、私が君から受けた恩に比べたら、軽いものさ」




「──そうはさせん」

　言いながらレナードは、武琉を狙ねらおうとした偽剣レプリカ使いを遠距離から剣波で狙い撃つ。

　そして、右腕に走る強い痛みに顔をしかめる。

　──くっ。やはり、万全ではないか。だが、やるしかない。

　荒神イシュトリルトンとの戦いで右腕を痛めてしまった。その傷は相当に深く、剣を握ることもできない。

　双剣の《神域封剣レグナーレ》は二本使ってこそ、その威力を発揮する。だというのに月喰つくはみ《ハティ》片方しか使えないのだ。

　戦力は大きく低下してしまっている。

　しかも間断なく攻撃が降り注いでくるため、先ほどのような大技が使えない。

「くっ！」

　──このまま戦い続ければ、そんなに持たんな。だが、構わん。

　如月きさらぎ武たけ琉るを前へ進ませることができたのだから。

　彼はネオリカの言いなりになっていたレナードの目を覚まさせてくれた。

　そのおかげで、いつの間にか灰色に染まっていたレナードの世界が急に色づいた。失っていた大事なものを取り戻せた。

　そんな武琉が守りたいものがあるという。

　だったら、手て伝つだうのは当たり前すぎるほどに当たり前のことだった。

　レナードはここに来ることを、医者に何度も止められた。

『ルクレールさん、あなたは戦える身体からだではないんですよ！』

『右腕もそうですが、内臓や骨など、傷ついていない場所はないんです！』

『もし生き残ったとして、二度と戦えない身体になってしまうかもしれない』

　レナードは、構うものか、と思った。

　恩のある相手を見捨てるなどできるはずがない。そんなふうに考えたことを自覚すると、ふと笑ってしまった。

　数すうヶか月げつ前の自分ならば、ラナダのためであれば見捨てることを躊躇ためらいはしなかったはずなのに。

　武琉とのあの一戦だけで、ここまで変わってしまった。

　レナードは小さく笑みを浮かべながら、そんなことを考えた。

　レナードを取り囲む偽剣レプリカ使いを睨にらみつけながら、口を開く。

「一人でも多く、道連れにしてやろう」

　レナードは被弾を無視しながら、偽剣使いを攻撃していく。

　いったいあとどれほどの時間戦えるだろうか？

　おそらく、あまり長い時間ではない。

「──すまないな。ロザリー」

「いいえ。兄様。謝らなくても大丈夫ですっ！」

　その声をはじめレナードは幻聴かと思った。が、栗くり色いろの髪をしたツインテールの少女の姿まで見えた。

「いかんな。ロザリーの幻覚まで見えてしまった」

「ええ!?　います！　いますよ！　本物です！　兄様！」

「…………本物、なのか、ロザリー？　どうしてここに」

「兄様が倒れたと聞いて、ラナダからヤマトへ向かっていたんです。機内で、お医者様から連絡をいただきました。『君の兄を止めてくれ』と」

「…………なぜ」

「止めても聞かないと思ったからです。それに、止める気もありません。兄様が、本気でそう為なしたいのなら、あたしは全力で手伝いますっ！」

　勢いよく断言する姿に、レナードは少しだけ笑った。

「……そうか」

「兄様。陽ひ喰はみ《スコル》を貸してください」

「しかし──」

「あたし、ずっと兄様を見てきました。だから、兄様の片腕にくらい、なれます」

　面倒を見なければいけないと思っていた、かわいい妹だった。まだまだ未熟な妹だと思っていた。

　──いつの間にか、こんな眼めをするようになっていたのか。

「わかった」

　言ってレナードは陽喰《スコル》をロザリンドへと放り投げる。

　ロザリンドはレナードに向かって走りながら、剣を手に取った。そして兄の隣に並び、右手で剣を構える。レナードは左手で剣を構える。

「さぁ、すべてを薙なぎ払はらい、如月きさらぎ先輩の下へ、行きましょう……！」

　月明かりの下、ラナダの二人は、敵の偽剣使いたちと対たい峙じした。
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　──三十分前　ヤマト。




　咲さく耶やは神社内を探し回っていた。

　武たけ琉るがどこにも見当たらないのだ。

「いったい、どこにいるのよ。武琉……」

　寝ていた場所にはいなかった。もしかしたらと思って祖母の家に戻ってもいない。

　町のほうに行っても、来ていないという。

　そして、咲耶は一通り探したが見つからず、また神社に戻ってきたのだ。

　嫌な予感が拭ぬぐえない。

　気が付いたらレナードの姿までなくなっていた。

　咲耶が神社の板張りの床を歩いていると、声をかけてきた人物がいた。

「ああ、此この塚づかさん。ようやく見つけました」

「あれ……？　理事長の秘書さんじゃない。武琉を知りませんか？」

　秘書は咲耶の顔を見ながら、真剣な声で言った。

「そのことでお話があります」

「……武琉のことで？」

「はい。ニュースはもう見ましたか？」

「…………ええ。大変らしいわね」

「あれが、今まっすぐにヤマトに向かっています」

　咲耶はぎゅっと唇を嚙んだ。

「……そうね」

「正直に言いまして、ヤマトは滅亡寸前です。今までの状況が比ではないほどに。ですので、先に目が覚めた如月きさらぎさんには他国に避難していただきました」

　秘書は咲耶が考えてもいないことを告げてきた。

「……武琉が、先に？」

「ええ。《神域封剣レグナーレ》使いと、ヤマトの人を十数人程度なら逃がす用意があります。元々は、《神域封剣》使いを自国へ帰らせるための措置だったんですが。今は、それを避難手段に使います。そして、その中の軽飛行機を一つ使い、如月さんはすでに退避済みです」

「……武琉が」

「ええ。もう時間はありません。ですので、此塚さんも早く──」

　秘書がそこまで言ったところで、咲耶は自らの感情をこらえきれなくなった。

　つい、声が出てしまう。

「あは、あははは」

「どうしたんですか？」

　秘書がいぶかしむように尋ねると、咲さく耶やが当たり前のように言った。

「──そんなこと、あるわけないじゃない」

「本当のことです」

「武たけ琉るにそう言えって言われたのよね？」

「違いますよ」

「そっか。じゃあ、武琉は、あっちにいるのね」

　咲耶は空に視線をやる。

「秘書さん、わたしにも乗り物一つ貸して」

「だ、だめです！」

「どうして」

　秘書は悔しそうな声で告げてくる。

「…………此この塚づかさん。あなたでは、アレと戦えない。理事長も、そう言っていました。もうバレているようなので言ってしまいますが、如月きさらぎさんにも頼まれました。無駄死にと決まっているのに、送ることは、できません」

　風が吹いた。咲耶の髪が大きくなびく。それを片手で押さえながら咲耶は呟つぶやいた。

「…………そう」
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　武琉は、イシュトリルトンのいる方向へと駆けた。

　遮る敵を斬きり倒し、神殿の壁を破やぶり中へと突入する。

　ほこりの匂いにわずかに顔をしかめ、イシュトリルトンと一戦交えた広場へと向かう。

「あと、少しっ……！」

　イシュトリルトンがいるのは、そのさらに奥にある場所だ。

　ひりつく肌の感覚がそのことを教えてくれている。

　不思議な紋様の描かれていた石床は、戦いの余波のためか、削れている場所が目立つ。それでも崩壊していないのは、この場所が高い耐久性を持つためだろう。

　そんな場所に、ぽつんと何かが置かれていた。

　一つは服だった。理事長の着ていたアロハシャツがある。焼け焦げ、ぼろ切れのようになっているが、その模様には見覚えがある。

「…………おっさん」

　武琉はつい足を止めた。

　武琉は、イシュトリルトンに滅ぼされた国の映像を思い出す。

　人々が年老いていき、ミイラのようになって死んでいった。砂のように分解され、風に溶けて消えていく。そんな映像だ。

「………………おっさん」

　きっと理事長も同じように、消えていったのだろう。

　武たけ琉るは彼とそこまで親しかったわけではない。何回か助けてもらって、何度かからかわれた程度の関係性。

　実際に顔を合わせたことも両手の指の数に満たないだろう。

　だけど彼は、武琉の学園への入学を認めてくれた。武琉に第八階位偽剣レプリカ《グラウィス》を与えてくれた。

　ヤマトに便宜を図ってくれていた。

　武琉の祖父の頼みを聞いて、ずっと世界を守るために尽くしてくれていた。

　長い間誰にもその真意を教えず、荒神を倒そうとした。

　そして大きな勝負に敗やぶれ、亡くなった。

　胸の奥が痛いような、冷たいような、寂しいような、そんな感覚がした。

「ありがとうな、……おっさん」

　武琉は理事長の服の近くに転がっている歪いびつな剣に目をやった。

　人造の《神域封剣レグナーレ》。《転移剣》。理事長がその生涯をかけて、武琉の祖父を呼び出すために造ったもの。

　刀身に大きなヒビが入っており、半ば壊れかけの剣。

「……一緒に、倒そうぜ。なぁ、おっさん」

　言って武琉は《転移剣》とその鞘さやを拾い上げ、背負う。

　そのすぐ近くに、見覚えのある小さい人にん形ぎようが転がっていた。

　それは初めてラティーシャと出会ったとき、彼女がカフェで手渡されていたものだ。

「……あんたも、逝っちまったか。って、最初から死んでるんだったか」

　武琉はその人形も拾い上げ、ポケットの中にねじこむ。

　その瞬間、周囲の景け色しきがブレた。

「なんだ……!?」

　テレビの砂嵐のようなノイズがいくつも生まれていく。

　それは、フェリックスが《地霊剣》を使ったときの現象によく似ていた。

　違うのは、肌に突き刺さる威圧感が段違いだということ。

　身体からだの透けた、亡霊のような人間が無数に現れる。この広い空間を埋め尽くすほどの数だ。

「……まじか」

　呟つぶやいて武琉は黒竜の絡からみつくカタナを強く握りしめた。





　　　　　◆　◆　◆






　神霊浮遊都市エーテル・フロートにある神殿の奥の、さらに奥にある地下空洞。

　この島を浮かせている巨大なエーテル結晶体のある場所に、イシュトリルトンはいた。

　イシュトリルトンは禍まが々まがしい形をした《神域封剣レグナーレ》を軽く振ってみた。

　ラティーシャと呼ばれていた亡霊が持っていた武器だ。

「やはり、余とこれは合わんな」

　人間が迫ってきたことを感じて、戯たわむれに使用してみた。

　すると、無数の亡霊を呼び出すことに成功した。しかし、その亡霊たちの負の念が頭の中に直接しみこんでくる。

　それは痛みや苦しみ、恐怖に悔しさといった感情だ。

　人間の醜い感情を何よりも嫌うイシュトリルトンとしては、顔をしかめざるをえない。

　こみ上げてくる不快感をこらえ、彼は呟つぶやいた。

「だが、消えゆく人間の最後の想おもいだ。余が一つ残らず受け止めよう」




　──神霊浮遊都市がヤマト上空に到達するまで、あと二十分。
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　武たけ琉るは理事長とラティーシャの遺品のあった場所を越えて、さらに進む。

　近づく亡霊を薙なぎ払はらいながらのため、やたらと時間がかかってしまう。

　武琉はイシュトリルトンにだいぶ近づいてきた感覚があった。

　だからこそ、居場所がわからない。

　イシュトリルトンの強い力が辺り一帯に充満していて、方向が摑つかめないのだ。匂いが強すぎて鼻がバカになる状態に近い。

　加えて、ここは迷路のように複雑な構造になっている。似たような広さの通路が続き、いくつもの分かれ道がある。通路は途中でゆっくりとカーブを描いているようだ。

　もはや武琉には方向感覚がなくなっていた。

「くそ……。ここ、さっきも通った気がするな」

　武琉は頭をかきむしりながら、通路を進んでいく。

　このままでは、時間だけが過ぎていってしまう。

　今もおそらくこの神霊浮遊都市はヤマトへ向かって飛んでいっているはずだ。早くイシュトリルトンを倒さなければ、ヤマトの民は消滅させられてしまう。

　そこには、咲さく耶やや、武たけ琉るの祖父と関かかわりのあったばーさんも含まれる。

　それを考えると武琉の心臓がどくんどくんと早鐘のように脈打ち始める。

　武琉はカタナを握りしめ、壁へと向かった。

「ああ、もう、めんどくせえ！　最初からこうすりゃよかったんだ！」

　不思議な紋様の描かれた壁を、思い切り斬きりつける。通常のカタナであれば間違いなく刃を傷めてしまうような暴挙。しかし、《神域封剣レグナーレ》ならばその限りではない──。

　そう思った。だが、ガギン、と堅い感触が返ってくる。刃は壁の中に半ばめり込んでいた。だが斬るというにはほど遠い。

「…………ダメか」

　このままここで、時間切れになってしまうのか──。

　そんなふうに思っていると、曲がり角から偽剣レプリカを持った半透明の亡霊が複数現れた。

『オォォ──ア、ァアァァァ──』

　声にならぬうめきをあげ、武琉へと剣を向けて突撃してくる。

　その声には似合わず、かなりの速度だ。

　交差するその瞬間、武琉と彼らの足下から炎が噴き上がった。

「──っ!?」

　武琉はとっさに後ろに飛んでその炎を回避した。

　回避したにもかかわらず、肌がひりひりと焼けてしまうほどの熱量だ。

　攻撃をしてきた相手は見えない。だが、恐ろしく高い実力を持っていることは間違いがない。

　おそらく、この曲がり角の先にいる。

　イシュトリルトンの前に、こんな化け物と戦うのか。

　──やってやるさ。

　そう思って武琉は前へ向かって駆けた。

　飛び込みざまに、カタナを振り上げる。

　曲がり角の先にいる存在へと斬りかかる。

「──桜華結界！」

　桜色の障壁に阻まれ、カタナが弾はじかれた。

　武琉は目を丸くした。

　その先にいたのは──。

「……咲さく耶やに、ノエル、アーニャ。それに、オリヴィア？」

　よく見知った四人の少女だった。

　黒髪の美しいヤマトの少女は、神秘的な雰囲気の着物を着ていた。薄桃色の生地の着物だ。その手には赤い鞘さやを携えていた。

　茶色い髪のツインテールの少女は、いつもの制服姿だ。巨大な十字架のようにも見える両手剣ツヴアイヘンダーを構えている。

　銀髪ロングの小さな少女もいる。マフラーで口元を覆いながら、冬の空のように深い青色の湾刀シヤシユカを握っていた。

　輝く金髪の少女は燃えさかる大剣グレートソード、《焰えん獅じ剣けんレーヴァテイン》を片手でぷらぷらとぶら下げている。

　咲さく耶やが、目をぎゅっとつぶって武たけ琉るに飛びかかってきた。

「武琉、武琉──！　なんで、勝手に行っちゃうのよっ！」

　赤鞘さやを振り上げ、ぽかぽかと叩たたきつけてくる。

「ばか、ばかっ……」

　涙のにじんだ瞳で武琉を見上げてきた。

「し、心配したんだから……！」

「……咲耶、なんでおまえ、ここに。だってオレは、逃げたって」

「そんなの、わたしが信じるはずがないでしょう!?　武琉は、絶対に逃げない。そう、信じてる」

　咲耶は武琉の制服をぎゅっと握って言った。

「…………そうか」

　茶髪ツインテールの少女が口を開いた。

「如月きさらぎ武琉。私もあなたに言いたいことがあります。内容はほとんど咲耶と同じですが、ね。それに戦力の逐次投入は愚の骨頂です。最大戦力を集めてから、一気に突入するべきでした。そもそも、なぜ私に連絡しないのです？　そんなに私は信用なりませんか」

　眉を寄せてノエルは武琉に詰め寄ってくる。

「……悪い」

　武琉がそう言うと、ノエルは困ったように笑った。

「ですが、今の私にそれをあなたに言う資格はありません」

　なにが言いたいのか、武琉にはよく摑つかめず、言葉を返せない。

「私もゲルツの命令を破やぶってしまったからです」

「……ああ、そうか」

　と答えたあと、武琉は眉をひそめて言葉を続ける。

「ノエルが、命令を破った、だと……？」

　信じられない思いがした。

「ええ。ゲルツの《神域封剣レグナーレ》使いローゼマリーの復活を待ってから、全戦力で一気に突入。それまで待機、という命令があったのです。ですが──」

　ノエルはそこでチラと咲耶を見る。

「う…………。無理に頼んで悪かったわよ」

「いいえナイン。そうではありません。私は感謝しているのです。咲さく耶や」

　咲耶がぱちくりと瞬まばたきをする。

「……ふぇ？　なんで？」

　ノエルは咲耶を見ながら告げた。

「あなたが羨うらやましかった」

「……ええ？」

「あなたは、コインで決まったことを覆した。それは、一度として私にはできないことでした。命令など、行動の方向性を定義づける動機があれば、どんなものでも従ってしまう。私に大事なものなどなにもない、と、思っていました」

　だけど、とノエルは続ける。

「私は、初めて命令を破やぶりたいと思いました。……私にも、大事なものがありました。それはここにあって」

　ノエルは自分の心臓を親指で指す。

「ここから身体からだを温かくしてくれている。──きっとそれは私のここに、あなたたちがいるから」

　ノエルがぐるりと武たけ琉る、咲耶、アーニャを見回す。

　アーニャがぼそりと呟つぶやいた。

「……ノエル、恥ずかしい」

「なぜです。恥ずかしいことなど、なにもありません。自らの気持ちは伝えなければ伝わらない。言葉にしたほうがよいと、マニュアルにあります」

　アーニャは両手でマフラーを持ち上げ、頰ほおを隠した。

「……そんなこと言われると、ほっぺた、あっつくなっちゃう」

「その理由はなぜですか？　今後の参考にしたいので、詳しく説明を願います」

　ノエルが言うと、アーニャは「……だめ。言えない」とさらにマフラーで顔を隠した。

「ね。秋になったら──」

　と咲耶が口を開く。

　全員の顔を見回してから、告げた。

「みんなで、お月見しましょ？　全員の浴衣ゆかたを作って、夜に月を見上げながら、桜餅もちを食べるのっ。おばあさまに、もう頼んであるの」

　ノエルが頰を緩めた。

「了承しました。咲耶。ぜひとも」

「…………わかった。妹も、連れて行きたい」

「じゃあ、浴衣もう一つお願いしなきゃね」

　武たけ琉るはその光景を思い浮かべて、笑みを漏らす。

「楽しみだな」

　そんなことを話していると、オリヴィアがジトッとした目で見てきた。

「あなたガタ。ワタシがいるコト、忘れてませんカ？」

　それからぷっと吹き出した。

「クッ。アハハハ。ワタシ、スルーされたの初めてデス。クク、ワタシにこんな扱いするナンテ。アハハハ！」

「悪い、オリヴィア」

「なんで謝るんですカ？　必要ありまセン。コレはコレで楽しいデス。……が、ソロソロ進んだ方がいいカト」

　言われて武琉は歪わい曲きよくした通路と分かれ道に目をやった。

「……ああ。だけど、どっちへ進んでいいか。わからなくてな」

「ワタシ、わかりマス。任せてくだサイ」

　オリヴィアは自信満々に言った。もしかしたら、この場所のことを知っているのかもしれない。なんといっても彼女はこの世界最強の《神域封剣レグナーレ》使いという立場だ。

「おおっ……！」

　武琉が目を輝かせていると、オリヴィアは《焰えん獅じ剣けんレーヴァテイン》を床に立てて、手を離した。

　ガタンッと音を立てて、巨大な剣が倒れる。

　倒れた方向を指さしてオリヴィアが言った。

「あっちデス」

「いや、いやいやいや！　本気で言ってるのか!?」

「本気デスヨ？」

「こんなテキトーな占いみたいな……！」

「こうするとイイ。ワタシの勘がそう言いマシタ」

「……お、おう」

「ダケド。ワタシの勘、外れたことありまセン。──武琉、アナタも実際オモシロイ人デシタ。」

　そう言ってオリヴィアは堂々とした態度で歩き始める。

「オールフォローミー。行きますヨ」

　迷路のような場所を歩いていく。《地霊剣》によって生み出された亡者を、武琉とオリヴィアは出会い頭に斬きって捨てる。

　オリヴィアが隣にいてくれるだけで、先ほどとは速度が段違いだ。武琉に近い実力を持つ彼女や、咲さく耶や、ノエル、アーニャが敵を受け持ってくれるだけで、非常に楽に戦える。手数も違えば、防御に時間を割く必要もない。

　何度も分かれ道にさしかかり、その度に《焰えん獅じ剣けんレーヴァテイン》ががしゃんと音を立てる。

　進んでいくと、唐突に雰囲気の変化する場所があった。

　壁や床への紋様がなくなり、むき出しの岩肌に変わる。

　その先にあるのは、地下空洞ともいうべき空間だった。

「……誰か、立ってる？」

　神秘的な雰囲気の場所と、地下空洞の境目に、誰かが立っている。

　軍服を着た少女だ。

　栗くり色いろの髪を肩まで伸ばした少女だ。

　武たけ琉るがつい最近出会った少女だ。

「ラティーシャ！　生きていたのか！　よかった──！」

　叫んで武琉が駆け寄っていく。

　理事長だけでなく、彼女までいなくなったわけじゃなくて、本当によかった、と武琉は安あん堵どする。

　それにイシュトリルトンと戦うことにも有利に働く。

　ラティーシャは過去、剣聖とまで呼ばれたほどの技量を持つ。技量だけでいえば、現在の《神域封剣レグナーレ》使いよりも数段高い位置にいる。

　技量はオリヴィアよりも上。だが出力でいえばオリヴィアに分がある。つまり、ラティーシャはオリヴィアと比較できるほどに強い。

　次の瞬間、ラティーシャの引いた刺突剣レイピアの先端が、武琉に向かって飛んできた。

「っ!?」

　とっさに武琉は横に飛んだ。先ほどまで武琉の頭のあった位置を、刺突剣が貫いていた。

　鋭い痛みとともに、頰ほおに何かが垂れていく感覚を覚える。

「ラ、ティーシャ……？」

　その手にあるのは、《地霊剣フルンティング》ではない。

　細長い血管のようなもので腕に直接つながれた刺突剣だ。それはまるでラティーシャの身体からだに何かの物質を送るかのように脈動していた。

　それを受けるラティーシャの瞳には、意志の光がない。

　まるでガラス玉だ。

　口は閉ざされたまま動かない。

「ラティーシャ！　おまえ、どうしたんだよ……!?」

　叫ぶ武琉に返事はなく、あるのは刺突剣の追撃のみ。

「目を覚ませ、ラティーシャ……！」

　かろうじて回避しながら、武たけ琉るは語りかける。

　しかしラティーシャはただ武琉を殺そうと襲ってくるだけだ。

「ラティ──！　──!?」

　叫んだ瞬間、ラティーシャの足下から炎が噴き上がった。

「無駄ですヨ。マイフレンド。彼女は亡霊デス。その制御権は彼女ではナク、《地霊剣フルンティング》にありマス。いくら叫んでもムダ」

　ラティーシャは炎を刺突剣レイピアで斬きり払い、武琉に向かって飛んでくる。

　横合いから飛びかかったオリヴィアが、ラティーシャを大剣グレートソードで弾はじき飛とばす。

「もうヤマトまでの時間、五分もないデス。ヤマトの二人はさっさと止めてきてくだサイ。自国の危機を止めるのハ、やっぱりその国の人。──マァ、失敗したらワタシが止めてあげマスヨ。サァ、ハヤク！」

「……わかった。任せる。頼んだ。すまん！」

　叫んで武琉は走り出す。

　ラティーシャが地面を操り防ごうとするが、氷の盾によって止められる。さらに強い風がラティーシャに向かって吹きすさび、行動を阻害していた。

　風使いの少女から声が飛んでくる。

「如月きさらぎ武琉。怪け我がしても構いません。アウレーリアが祖国で治療の準備を整えています。ですので、どうか、生きて帰ってきてください」

　そんな状況を背後に、武琉と咲さく耶やは地下空洞の奥へ向かって走った。






│五章│神霊浮遊都市






　武たけ琉るは、地下空洞の中央に浮遊する赤い結晶に目を奪われた。

　結晶から放たれる輝きが、周囲の岩肌を照らしている。どこか、まるで別の世界にいるような気すら起こってきてしまう。

　輝きの中心から少し離れたところに、白い服の少年がいた。

　神秘的で儚はかなげな雰囲気を身にまとっている。

　しかし、彼こそが、七人の《神域封剣レグナーレ》使いを全員まとめて叩たたきのめした絶対的強者だ。

　彼は、武琉と咲さく耶やを目に留とめて呟つぶやいた。

「驚いた。あれだけ蹂じゆう躙りんされた上で、なお余の前に立つとはな」

「そうしなきゃいけなくしたのは、おまえだろ」

　言いながら武琉はカタナの切っ先をイシュトリルトンに向ける。

「ああ、そうか。今この島の下にあるのは、そなたたちの国だったか。あと数分で滅ぼすところだった」

　それを聞いて咲耶はへなへなと膝ひざをついた。

「よ、よかった……。間に合ったんだ」

　イシュトリルトンはほんの一瞬目をつぶる。

　その瞬間、がくん、と地面が揺れた。

「なっ、なんなの……？」

「今、この島の動きを止めた。そなたたちを消し去ってから、この下の国を消滅させるとしよう」

　この戦いに負けたら、ヤマトは滅びてしまう。

　その後はヤマト以外の国も消されていくだろう。

　咲耶は地面に膝をつきながらギリとイシュトリルトンを睨にらみつけた。

「させない……！」

「……と、うちのお姫様が言ってるんでね。もちろん、オレ自身そんなことは許せない」

　イシュトリルトンが口の端はを歪ゆがめる。

「ほう。では、どうする？」

「こう、するんだよっ！」

　武琉は地面を蹴ける。同時に背後で爆発音。一瞬でイシュトリルトンの目の前に接近。

　音を超えて光に迫る速度の斬ざん撃げきがイシュトリルトンの肩口に迫る。

　だが、イシュトリルトンの手にはいつの間にか純白の剣が生まれていた。それによってカタナの一撃は防がれてしまう。

「なぜ、おまえはこんなことをする……！」

　武たけ琉るは尋ねながらも斬きりかかる。

　わずかな間を置いて返ってきた声は、疲れきった声だった。

「余はもう、そなたら人という種を見たくない」

　悲哀と諦てい観かんを、いくばくかの嫌悪で彩ったような声だ。

　武琉は息もつかせぬ連撃を繰り出した。

「何があったか知らねえけどさ、認められねえよ……！」

「であろうな。そなたの立場であれば、それは当然であろう」

　言いながら白い剣を叩たたきつけてくる。

　イシュトリルトンが軽く振るったように見えた攻撃は、とてつもない重さを持っていた。武琉は身体からだごと吹き飛ばされる。

　目の前にはイシュトリルトンの剣が迫っていた。

　身をひねって何とか回避する。

「その程度で、余を止められるつもりなのか」

　呆あきれたような声音とは裏腹に、激しい攻撃が武琉に襲いかかってくる。

　防戦一方になりながら、紙一重の戦いが続いていく。




「──っ！」

　咲さく耶やは武琉の名前を呼んだ。

　しかし、ほとんど手が出せない。

　イシュトリルトンを相手にしても咲耶の結界は多少の役には立つだろう。

　だが、肝心の咲耶の動体視力がついていかない。目の前で繰り返される神速の攻防を認識することがやっとだ。

　下へ手たに結界を張れば、武琉の足を引っ張るだけの結果になりかねない。

　一撃の威力は、イシュトリルトンのほうが大きく勝っているように見える。そこに咲耶の結界が割って入って、武琉が一撃をもらうことになれば、戦いは敗北という結果で終了する。

　咲耶は悔しさで歯は嚙がみする。

　唇でも嚙み切ったのか、鉄の味が口いっぱいに広がった。

　握った拳こぶしの爪つめが手のひらに食い込み、ぽたりぽたりと指先から血が流れていた。

　目の前で、大事な人が窮地に陥おちいっている。

　さらにこの戦いは自分の国が、大切な人たちの命がかかっている。

　だというのに、ただ見ていることしかできない。

　咲さく耶やは武たけ琉るほどではなくとも、決して弱くはない。

　だから、役に立てるつもりだった。

　ほんの少しでも武琉の手助けがしたかった。

　なのに、何もできないでいる。

　情けなくて悔しくて、胃の中に石でも放り込まれたかのような痛みを覚える。

　目を背けてしまいたいくらいだ。

　けれど、視線はそらせない。

　もしチャンスがあれば割って入るために。

　わずかな一瞬を、決して逃さないために。




　如月きさらぎ武琉は、力でも技量でも荒神に劣っていた。

　敵は人ではなく、神という別次元の存在だ。

　だからといって敗北は決して許されない。

「ぐあっ……！」

　カタナをもって攻撃を防げば、圧倒的な力に弾はじき飛とばされる。次の挙動がわずかに遅れてしまう。そうしているうちに、イシュトリルトンの第二撃が飛んでくる。

　回避するしかないのだが、それもまた難しい。速度でも相手に軍配が上がるからだ。

「──ッ！」

　イシュトリルトンの振るった剣を正面から防いでしまう。

　弾はじき飛とばされ、背中に強い痛みが走る。

　立ち上がろうとする。しかし、身体からだに力が入らない。

　それでも立ち上がり、カタナを構えた。

「さて、そなたは先ほどどうしてこのようなことをするか、と余に問いかけたな。それについては、そなたたち自体に罪はない。余の我わが儘ままでしかない」

　イシュトリルトンは武たけ琉るに向かって歩いてくる。

「余はそなたたちを、愛いとおしく思っている」

「……どういう、ことだよ」

　言われた意味がわからず、武琉は痛む腕を押さえながら尋ねた。

「憎しみなど一切ない。今、余の前に立つそなたも、そこで睨にらみつけてくる少女も、ここにたどり着くため戦っている兄妹も、過去の亡霊と戦っている三人の少女たちも、等しく愛おしい」

　近づいてくるイシュトリルトンに向かって、武琉は斬きりかかった。

　だが、それは片手で受け止められてしまう。

「なっ……！」

　大振りの一撃が武琉の身体を薙なぐ。

　身体を強く地面に打ち付けた武琉に、イシュトリルトンは言う。

「死したこの学園の長おさも、今世界各国で会議を行っている者たちも、死の恐怖におびえている者たちも、余がすでに滅ぼした国の死者も、すべてを等しく愛おしく思う」

　武琉は、倒れたまま、苦しみにあえぐような声で言った。

「なら、余計に、なんで──」

　イシュトリルトンは武琉の声を遮って告げた。

「だからこそ、余は悲しい。余が愛する者たちは常に争っている。今も各国の長は会議で、他国を貶おとしめ自らの利益を手に入れるために、蹴け落とし合っている。いくつもの国が滅んだ、今もなお、だ」

　イシュトリルトンは悲哀を帯びた声で続ける。

「余は、そんなものを見たくないのだ」

「そんな、こと、ばかりじゃ、ねーだろ」

「いいや。そればかりだ。昔からずっと同じことを繰り返している。何度も期待しては裏切られて、もう余は諦あきらめた」

　その台詞せりふに腹が立った。そんなことのために、理事長やたくさんの人々が殺されたのか。

「だったら、見ないで引きこもって、れば、いいだろうが」












「だから言ったであろう。つい、見てしまうと。愛いとしいものがどうなっているか、気にしないことなど余にはできなかった」

「そんなの、おまえだけの、理由じゃねーかよ」

「その通りだ。ゆえに余は言ったはずだ。これは余の我わが儘ままであると。今この時代を生きるそなたらには、申し訳なく思う。苦しめてしまってすまない」

　言いながら武たけ琉るのすぐそばまで歩いてきたイシュトリルトンが剣を振り上げた。

「──では、そなたの安息を願う」

　慈愛溢あふれる表情で告げ、剣を振り下ろした。

「それ以上、武琉はやらせないわ」

　武琉のすぐ前で桜色が弾はじけた。わずかに斬ざん撃げきがそれる。

　咲さく耶やの放った結界だ。

　イシュトリルトンに迫っていた咲耶が《龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくら》を振り上げていた。

　ガッ──！　という音とともに、イシュトリルトンがたたらを踏む。




　──やらせないっ！

　咲耶は心の中で叫んで、そのまま突いて叩たたきつけて殴りつける。

　それらすべてがイシュトリルトンに当たっていた。

　しかし、彼は殴られるままその攻撃すべてを受け、顔色一つ変えない。

「武琉は、わたしが護まもるんだ……！　何度も、助けてもらったから……！」

　イシュトリルトンが口を開く。

「小娘。余との力の差は、理解できているか？　決して敵かなわぬと気付いているか？」

　咲耶は手を止めずにひたすら殴り続ける。

「……そんなの、知らないっ！　関係、ないっ……！」

　──関係ない。

　相手の強さなんて、意味がない。弱かろうが強かろうが、武琉を傷つけるなら、止めてみせる。

　そう思って咲耶はイシュトリルトンを睨にらみつける。

　イシュトリルトンがなぜか眩まぶしそうな表情をした。

「あなたが強いことなんて、痛いほどに理解できているわ。けれど、わたしは……！」

　咲耶は身体からだの中の生命力を燃やして、赤鞘さやに力を流し込む。

　先日使った戦い方だ。そして医者に二度とやらないようにと止められた技でもある。

　使えば命の保証はできない上に、寿命まで削られてしまう。

　命そのものを燃やして、力へと変換する。

「絶対に、止める」

　黒髪の毛先が、重力に逆らって浮き上がる。

「ふっ──！」

　咲さく耶やは神速の突きを放つ。

　イシュトリルトンは後ろに下がってそれを避けようとした。

　その動きが不自然に止まる。

「────ぐっ!?」

　突如動きを止めたイシュトリルトンの鳩尾みぞおちに赤鞘さやが突き刺さる。

　彼の背後に、咲耶が結界を張ったのだ。

　咲耶が鞘を引くと、イシュトリルトンが鳩尾を押さえ、よろめいた。

「──痛いでしょう。赤鞘と結界に挟まれ、一切衝撃を逃すことができなかったはずよ。すべての威力を、その身に受けなさい──！」

　咲耶は叫んで、結界を背後に身動きがとれなくなった敵の身体からだを穿うがち続ける。

「く、ぬっ……！」

　──もしかしたら、勝てる、かもしれない。

　そんな気持ちを一瞬だけ抱いた。

　だが、咲耶はそれをすぐに切り捨てる。

　慢心した瞬間に、逆転されてしまいそうな気がする。

　ただ一分の油断もなく、反撃をさせずに攻撃し続ける。

　動こうとする手を突き、足を刺す。

　イシュトリルトンの顔が歪ゆがんでいく。

　大技など狙ねらわずに、ただひたすら確実に──！

「さ、くや──」

　武たけ琉るの声が聞こえた。

「大丈夫、少しだけ、待っていて……！」

　絶対に勝つ。勝って武琉もヤマトも救ってみせる──！

　無理に動かしている腕や足、身体が痛む。

　きっと、あと二十秒も持たない。

　だけど、それまでは──！

　そう思った瞬間、鞘が動かなくなった。

　イシュトリルトンに強く握られている。

「なっ──」

「勝てそう、とか思ったのだろう？　すまない。少し、気を取られてしまった」

　赤鞘を握る敵の手を振り払おうとしても、ぴくりとも動かない。

「そ、そんな──」

「余は、そなたの大切な者を守ろうという気持ちを、尊く思う。それはとても美しい気持ちだ。少しだけ、見とれてしまった」

　イシュトリルトンは微笑ほほえむ。

「そなたも、苦しませずに終わらせてあげたい。だから、どうか抵抗してくれるな」

　イシュトリルトンが純白の剣を振り上げ、降ろした。

　咲さく耶やはとっさに半身になって回避する。切れた数本の髪がふわりと舞う。咲耶の立っていた地面が砕け、その背後にまで地割れが続いていく。

「下へ手たに生きようとすれば、余計に苦しむことになる。そして、横より縦に斬きられたほうが、きっと苦しくはない」

「……どうしてよ」

「首をはねられても、人はしばらくは死なないからだ。余は、ギロチンで処刑された者を見たことがあるゆえ、知っている。また、胴体を斬られても、血が抜けて死に至るまでには時間がかかる。ならば縦に頭ごと叩たたき斬ったほうが、苦しくはない」

　それをまるで優しさであるかのように言うイシュトリルトンに、咲耶はぞっとした。

「…………どっちも、ごめんだわ」




　武たけ琉るは倒れたまま、イシュトリルトンを睨にらみつけていた。

　だが、立ち上がることができない。

　戦いが続いたせいか、先ほどの攻撃がそこまで効いているのか。

　どちらにせよ、武琉は身体からだを動かすことができなかった。

　──動け、動けよ。

　くそっ……！

　身体に力が入らない。立ち上がろうとすると、虚脱感が身体を襲う。

　なんでなんだよ……！

　どうして、肝心なときにっ……！

　頼む……！

　動いてくれ、オレの身体……！

　今、動いてくれさえすれば、なんだってしてやる……！

　しかし、立つことさえできない。

　咲耶はなんとか回避を続けているが、それもいつまで持つことか。

　そう思った瞬間だった。

「────きゃあああっ！」

　咲耶が悲鳴をあげながら、武琉のすぐ近くまで弾はじき飛とばされてきた。

　何度も地面に叩きつけられて、うつ伏せに倒れている。

「さ、咲さく耶や……」

　咲耶は動かない。

「さくや……？」

　胸が不安で押し潰つぶされそうだった。

「咲耶、おい……」

　髪が放射状に広がっている。咲耶はぴくりとも動かない。

　嫌な予感が拭ぬぐえない。

　祖父が亡くなったときの記憶が、勝手に胸の内からわき上がってくる。

　その日の朝まで元気だった祖父が、動かなくなった。

　肌は温かいままだったが、次第に冷たくなっていった。

　二度と目を開くことはなかったし、話したいと思っても二度と話す機会は訪れなかった。

　会いたいと思っても、二度と会えなくなった。

「咲耶、咲耶……！」

　左腕だけではいずるようにして、咲耶へと近づこうとする。

　武たけ琉るは、祖父が亡くなったあとの記憶がほとんどなかった。何も考えずに退屈な日常を送っていた。つまらなかったから──だと思っていた。けれど、そうじゃない。耐えきれないほどに胸が痛かったからだ。

「あんなのは、もう、いやだ……頼む。生きててくれ、咲耶……」

　咲耶の指が、ぴくりと動く。

　ゆっくりと顔が上がっていく。

「ごめ、んね、武琉……。守れなくて」

　倒れたままの二人の視線が絡からみ合う。

「……いいんだ。ありがとう、咲耶」

「…………なに、が？」

「生きてて、くれて」

「………………うん。…………でも、もう……」

　咲耶が弱々しい微笑ほほえみを浮かべる。

　武琉は咲耶に向かって言った。

「もう、じゃないだろ。あいつらと、一緒に月見、するんだろ？　だったら、はやく終わらせないと、な」

「…………でも」

「まだ、試してないこと、あるだろ」

　咲耶が逡しゆん巡じゆんするように瞳を閉じる。

「……………………うん。そう、だったわね」

　咲さく耶やは赤鞘さやを震える手で武琉に差し出した。

「わたしのぜんぶ、咲耶にあげる」

　武たけ琉るの手が、ソレを摑つかんだ。

　武琉の逆の手にあったカタナと強く共鳴するように光を放つ。

　動かなくなっていた身体からだに力が満ちていく。




　咲耶は自分が武琉の役に立ちたいと思っていた。

　それはエゴだ。

　──わたしが武琉のために動いて、助けてあげたい。

　──わたしが武琉に救ってもらったから、返したい。

　──わたしが武琉を助けて感謝されたい。

　そう咲耶は心の奥で思っていた。

　咲耶自身、まったく気付いてすらいなかった心の声だ。

　そんなふうに思っていたから、以前《龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくら》を武琉に渡したとき、拒絶反応が起きた。

《神域封剣レグナーレ》が咲耶の心をくみ取り、武琉を拒絶したのだ。

　咲耶の「自分が」役立ちたいと思う心が邪魔をしていたのだと、今はっきりとわかる。

　もし、咲耶が武琉にすべてを任せることで上う手まくいくのならば、それでいい。

　武琉が咲耶に感謝をしなくたって、構わない。

「……武琉」

「おう」

「大好き」

　気付けば言葉がこぼれていた。

「………………おう」

　仰あお向むけに倒れたままの武琉が照れくさそうな声を出す。

　胸が温かくなった。

　咲耶は腕の力で無理やり身体からだを持ち上げ、武琉の頰ほおと唇の端にかかる辺りに、口づけをする。

「がんばって」




　身体に力がわいてくる。

　咲耶に口づけされたところが、強い熱を持っていた。

「おし」

　呟つぶやいて、武琉は立ち上がる。












《龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくら》についていた紐ひもで、赤い鞘さやを腰にくくりつける。

　カタナの差し方は祖父に習っていた。

　赤鞘に《龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎ》を納める。

　以前感じた反動は欠片かけらもなく、それどころか迎え入れられているような感覚がした。

「……っつーか、よく待っていてくれたよな。おまえ」

　武たけ琉るが言うと、先ほどと同じ場所に立ったままのイシュトリルトンが明るい声を出した。

「言っただろう？　余は人が好きだと。とてもよいものを見せてもらった」

　どこか、高揚しているように聞こえる。

「いやいや。勘違いしないで欲しい。揶や揄ゆしているつもりは欠片もない。本気で言っている。とても、よかった」

「だったら、ここで諦あきらめてくれたりしねーか？」

「さすがにそれは無理というものだ。余は、そなたらを信じられぬゆえに」

　武琉は軽い口調で返す。

「それは残念。じゃあ、倒すしかなくなったな」

「何度か聞いたセリフではあるが、実行できた者は一人もいない」

「そうかい」

　腰に差した、ヤマトの《神域封剣レグナーレ》から、全身に力が行き渡る感覚がする。

「行くぜっ！」

　武たけ琉るは地を蹴けってイシュトリルトンに接近した。自分自身でも驚くほどの速さで、彼の眼前まで迫っていた。

「…………お？」

　イシュトリルトンがそう声を出したときには、武琉はもう彼の背後に抜けていた。

　ブシュ──と彼の肩口から赤い鮮血が噴き上がった。

　──ああ、これは、すげえ。

「……そうか」

　武琉は気付いた。

　今まで、自身も半分だけの《神域封剣レグナーレ》で戦っていたことに。

　それほどまでに段違いの力だった。

　イシュトリルトンは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……それほど、までか」

「後悔しても、遅せえよ……！」

　イシュトリルトンの身体からだに、また傷が一つ刻まれた。

「ぐっ……！」

「おまえはここで終わらせる。人間が好きだろうが、どんな理由で暴れてようが関係ねえ。おまえはオレの大切な人を、傷つけた」

　武琉の手が振るわれる度に、イシュトリルトンの傷が増えていく。

「絶対に、もう、傷つけさせない……！」

「なんだ、この力は……」

　武琉の持つカタナが、赤く燃えさかる炎に包まれる。

「焼き切れ──紅焰ほむらの太た刀ち！」

　圧倒的熱量を持ったそれが、振るわれた。

「ぐ、ぐぅ、あっ、あ──！」

　イシュトリルトンの身体が灼しやく熱ねつの炎に焼かれていく。

「余を、圧倒する力、だと……信じられん……」




　咲さく耶やはその光景を見ていた。

「そうよ。……イシュトリルトン。あなたの敗因は──」

　武琉を本気にさせてしまったこと。

　ただ、それだけ。

　本気になった武琉は、あんなにもすごい。

　ノエルやアーニャ、オリヴィアにレナードに自慢したい気分だった。

　それだけじゃない。

　この世界中の人間すべてに、見せてあげたい。

　──うちの武たけ琉るは、こんなにすごいのよ──って。

　七つの《神域封剣レグナーレ》で封印されていた、人を超える神を圧倒し、滅びかかっている世界を救う。

　まさに、英雄だ。

　武琉を見ていると、咲さく耶やの胸がこらえきれないほどに熱くなる。

　炎に焼かれるイシュトリルトンを見て、咲耶は勝ちを確信した。

　しかし──。

「……ふんっ！」

　そう言ってイシュトリルトンが純白の剣を振るっただけで、武琉の炎は一瞬で消失した。

「そ、そんな……」




　武琉は、自分の炎が他た愛あいなく消されたことに、眉をしかめた。

「軽くやってくれるなぁ……」

　武琉に向かってイシュトリルトンが問いかける。

「そなた、力を隠しておったな？」

「別に、隠してたわけじゃねーよ」

「では、余も、本気を出すとしよう」

　イシュトリルトンの傷が、みるみるうちに治っていく。傷だらけだった身体からだは十秒も経たたないうちに、完治してしまう。

　服に切れた跡が残っているだけだ。

「おっと……。こちらも直さねば、失礼に当たるな」

　闇やみが形を持って服に寄り集まっていく。

　服すらも、元通りになってしまった。

「…………マジかよ」

　武琉は息を吐いた。

　イシュトリルトンの持つ剣が、長く大きくなり、放たれる威圧感が格段に増した。

「これは大きく力を食ってしまうゆえ、長くは持たない。すぐに、終わらせてもらうとしよう」

　衝撃。

「──ぐっ!?」

　気付いたら、身体がくの字に折れていた。

　先ほどのお返しとばかりに、蹂じゆう躙りんされてしまう。

「……そなたは、今まで戦った中で、一番強い」

　イシュトリルトンの蹴けりが飛んできた。防御したというのに、まるで意味がないように思えた。生身の身体からだに鉄球を叩たたきつけられたような馬鹿げた威力だ。

「かはっ」

　何度もイシュトリルトンの斬ざん撃げきが武たけ琉るを打ち据えていく。

「できれば、苦しませず終わらせてやりたかったよ」

　横から剣を叩きつけられる。

「そなたには、よいものを見せてもらったがゆえに」

　肩に斬きり下ろしの一撃。

　武琉は、カタナを腰の鞘さやに納めた。

「ふむ……。諦あきらめたか。それもまたよい。ここまで折れなかったことを誇るといい」

　静寂が舞い降りた。

「そんなものか？」

　静けさの中呟つぶやいた武琉の声が、地下空洞に大きく響いた。

「む……？」

「なら、これで終わらせる」

　鞘に納まったままの、カタナの柄を強く摑つかむ。

　この鞘は結界だ。放たれる力を決して表に出さず、蓄え続ける。抜身のカタナは常に周囲に力を放ってしまう。それを鞘に納めれば、力は内側に蓄え続けられる。

　そんなカナタを持ったまま、武琉はイシュトリルトンと睨にらみ合あう。

「ふむ……。力比べか。ならば余も全力をぶつけさせてもらおう」

　イシュトリルトンは長大になった剣を上段に構えた。

　恐ろしい圧力が周囲に満ちた。

　時が止まったかのように、二人ともぴくりとも動かない。

　その間にも、鞘の中で力がたまっていく感覚がある。元々膨大だった力の密度が高まっていく。それは集約され凝固し、武琉にすら扱えるかどうかわからないほどの熱量になる。

　そして鞘が抑えられる頂点へと達した、そのとき。

「──ッ！」

　武琉は鞘から引き抜くままに、イシュトリルトンへと斬りかかる。

　声を出す間すら惜しんだ、いわば無鳴の太た刀ち。

　最強の一撃とは、最速の一撃である。

　相手を打倒する威力を持ち、何よりも先に相手に当たる一撃。

　それこそが最初に学ぶ基礎にして、最後に極めるべき奥義。

　しかし、イシュトリルトンの打ち下ろしもまた、最速だった。

　武たけ琉るが己の最速の一撃で仕掛けなければ、先に斬きられていただろう。

　互いが最速だったからこそ、互いの一撃がぶつかり合う。

　片方は神の創った純白の剣、もう片方は神を封じたカタナである。

　一瞬すら耐えることなく、片方の剣が半ばから折られた。

　宙にはね飛ばされた刀身は、わずかな滞空時間を経て、音を立てて落ちた。

　同時に、立っていた人影の一つが、ドウと音を立てて崩れた。

「……オレの勝ちだ。イシュトリルトン」

　武琉はそう呟つぶやいた。

　鞘さやの中で増幅されたエネルギーのすべてを叩たたき込こんだのだ。

　いくら神とはいえ、無事では済まないだろう。




　──やったわ。

　咲さく耶やは、膝ひざをつきながら戦いを見守っていた。

　今二人の戦いは幕を閉じようとしている。

　これでヤマトは──世界は、救われた。

　今すぐ武琉に飛びつきたい気持ちでいっぱいだった。

　目め尻じりに涙が浮かぶ。

　しかし──。

「武琉っ！」

　咲耶は、イシュトリルトンが立ち上がるのを見て、警告の声をあげた。




　咲耶の声に反応してイシュトリルトンを見た。彼は武琉から逃げるように走り、遠ざかっていく。

「……なんだ？」

　その先にあったのは、赤い結晶体だ。

　この神霊浮遊都市エーテル・フロートを浮かせている、巨大エーテル結晶体。

　それに、イシュトリルトンが手を伸ばす。

「もう、余は、醜いものを見たくないのだっ……！　ゆえに、これで、人類を──！」

　武琉の頭の中に、過去に聞いたセリフが蘇よみがえってくる。

　──以前、知り合いの学者から聞いたことがあるのだ。このレベルのエーテル結晶体に含有・圧縮されている熱量が外側に解放されれば、惑星一つが滅ぶとか──

　──この星の生物を十二回絶滅させるだけの熱量が発生するらしいのです──

「や、やめろぉぉぉっ！」

　イシュトリルトンの手が、赤い結晶体に触れる。

　結晶の中で赤が膨れ上がり、橙だいだいや白が蠢うごめいている。明らかに異常だ。

「この学園の長おさが、剣を用いて行った方法と同じだ。これで、すべておしまいだ……」

　──なんてこった──。

　せっかく、終わらせたと思ったのに──。

　どうする。

　どうする。どうする。どうする。どうする。どうする。どうしたらいい？　いったいどうしたら──！

　咲さく耶やを連れて逃げる？

　どこへ？

　この世界に逃げ場なんかない。

　だったら咲耶と一緒に──。

　そこで、武たけ琉るは背負っていた歪いびつな剣のことを思い出す。

　理事長がその生涯をかけて造ったという人造の《神域封剣レグナーレ》。

《転移剣》。

　武琉は、この世界が好きだった。祖父が生まれたこの世界が。祖父を大事にしてくれる人のいるこの世界が。自分を大切にしてくれる人たちのいるこの世界が。大好きだった。

　感謝すらしていた。

　非常に退屈でつらいだけの世界から、こんなにも心躍る世界へと来ることができた。

　ずっと暮らしていたいとすら思える場所だ。

「……仕方、ないよな」

　武琉は《転移剣》を手に取り、赤い結晶体へと歩いて行く。

《転移剣》はヒビ割れており、きちんと動くかどうかすら怪しい。だがエーテルは通る。ならば、きっと作動するはずだ。

　背後から咲耶の声が聞こえた。

「……武琉、なにする、つもり、なの」

　手放したくないすべてが、この世界にあった。

　今手放してしまえば、二度と手に入らないだろう。

「武琉っ！　ねえ、答えてっ……！」

　イシュトリルトンが、信じられないような顔で武琉を見ていた。

「そなたは、わかっているのか？　それを使うということが、どういうことかを」

「…………」

「その壊れかけの道具では、そなたをも巻き込んでの転移しかできぬだろう。この世界のどこに転移したとしても、この惑星は滅亡する」

　イシュトリルトンが滔とう々とうと言葉を続ける。

「となれば、異世界に転移するしかない。どことも知れぬ異世界へ。下へ手たをすれば、世界の法則そのものが違う。死することすらできず、永久に苦しみ続ける可能性すら、ある。余にすら想像できぬほどの苦痛に満ちた世界の可能性もある」

　武たけ琉るはイシュトリルトンに向かって言った。

「で？」

「なっ……」

「この世界のみんなを救えるなら、それでいいさ」

　エーテル結晶体の赤い輝きが増し、今にも破裂寸前に見える。

「──武琉っ！　武琉、だめっ！　やだ、行っちゃ、やだぁ！」

　武琉は咲さく耶やの泣き顔を見ながら、口を開いた。

「ありがとな、咲耶。──桜餅もち、一緒に食えなくて、ごめんな」

　武琉は壊れかけの《転移剣》にエーテルを通す。

《転移剣》が薄い光を放つ。

　武琉は、その剣を横に振るった。

　瞬間、武琉を中心に黒い渦が生まれた。

　先の見通せない闇やみ色の渦は、次第に大きく広がっていく。

　それはエーテル結晶体と、イシュトリルトンと、武琉を飲み込んでいく。

　咲耶は身体からだを引きずって渦の方に向かっていく。

　しかし、たどり着つく前に、渦は消えてしまった。

　消えたあと、そこには何もなくなっていた。

　人も、結晶体も見えない。

　光すら消えてしまい、真っ暗な闇の中に、咲耶ただ一人だけが残された。

「…………やだよ。武琉ぅ……」




　こうして、大きな犠牲を払って、荒神と呼ばれる存在との戦いは幕を閉じた。

　イシュトリルトンがいなくなってしばらくして、操られていた人たちは意識を取り戻し、亡霊たちもその姿を消した。






│　　│エピローグ






　削りとられた天井から差す陽光に照らされる地下空洞。

　そこには大きな傷跡が残されていた。

　ほんの少し前に起きた激しい戦いの跡。

　立ち入りは禁止されており、人が立ち寄ることはない空間だ。

　今ではもう空に浮かぶこともない場所。

　そこに、人影が一つあった。

　ヤマト人であることを示す黒髪黒目。

　何をするでもなく、ただ辺りを見つめている。

　此この塚づか咲さく耶やは、ただ立っている。

　それから、かなり長い時間、咲耶は無言でその場にいた。

「…………やっぱり、今日きようも、いないわよね」

　そう呟つぶやいて、踵きびすを返す。





　　　　　◆　◆　◆






　如月きさらぎ武たけ琉るはどことも知れない空間に流されていた。

　それは別の世界などではなく、世界と世界の狭間にある何もない場所だ。

　視界を覆うのは黒なのか闇やみなのか虚無なのか、わからない。

　周囲と自分の境界が曖昧で、気を抜けば何もかもが溶けて消えてしまいそうだ。

　意識と思考がまどろみの中に消えていくような感覚がする。

　最初は、誰かが一緒だった気がした。だが、その誰かはいつの間にかいなくなっていた。

　安らかに満足して消えていった気がする。

　それから、どれほど時間が経たったのか。それすらもわからない。思考が外側から剝がれ落ちていき、あまり多くのことが考えられなくなってきた。

　それでも、自らの手にある二つのモノが大切だということだけはわかる。

　白銀に光る長い金属のようなものと、朱塗りの筒だろうか。

　──これ、なんだっけ。

　とても大事なものだったはずだ。

　黒髪の少女の顔が思い浮かぶ。

　とても大切な人だったはずだ。

　──あいつは、どこにいるんだろう。





　　　　　◆　◆　◆






　それから一週間が経たち、そして一月以上が経ち、九月の中頃を過ぎた。

　けれども、あの日以降、如月きさらぎ武たけ琉るの姿を見た者は誰もいない。

　ヤマトの《神域封剣レグナーレ》は、今度こそ消滅してしまった、ということになった。

　以前は鞘さやだけは残されていた。

　しかし、今度はカタナだけではなく、鞘すらもなくなってしまったのだ。

　それも多少は問題になった。

　だが、それ以上に、イシュトリルトンについての追及が各国から寄せられた。

　理事長の遺志を継いだ元秘書がその対応をしている、という話だ。




　──そして、月見の約束をしていた日になった。







　──九月二十三日　ＰＭ11：26　ヤマト　此この塚づか家。




　鈴虫の声が響く夜だった。

　月の美しい夜だ。薄い黄色を帯びた月が、夜を照らしている。

「……悪くない月だわ」

　薄桃色の浴衣ゆかたに身を包んだ黒髪の少女が、縁側に座っていた。

　咲さく耶やの近くには、桜色をした餅もちを載せた皿が置いてある。

「ですね。ヤマトでは中秋の名月というんでしたね」

　隣に座っている茶髪ツインテールの少女もまた浴衣を着た姿で答える。

　ノエルも一緒になって空を見上げた。

　そこから少し離れた場所に座っているのは、これまた浴衣を着たアーニャである。その膝ひざには、アーニャをそのまま小さくしたような少女がいた。アーニャの妹だ。

「……寝ついたみたい」

　妹は安らかな吐息で、目を閉じていた。

「しかし、私まで呼んでもらってよかったのかな」

　少し不安そうに呟つぶやいたのは、アウレーリア・シュトラウスというゲルツの才さい媛えんだ。

「いいのよ。いろいろお疲れさまー！　って感じの集まりだし」

　咲耶はそう言って庭に目をやる。そこにいるのはラナダの兄妹だ。

「見てください。兄様。星も、とっても綺き麗れいだよっ」

　茶色い髪の少女、ロザリンドが元気よくはしゃぎながら言う。すると隣の貴公子然とした少年は目を閉じて呟つぶやく。

「そうだな。たまには、こういう夜も悪くない」

　景け色しきを愛めでる二人をよそに、まったく風景などに興味のない人間もいた。

　ラティーシャである。再び《地霊剣》を手に取り、自らの制御権を手に入れた彼女は、今は浮遊することのなくなった学園の守護者となっている。

　そのラティーシャはせっせせっせと白い団子にあんこをくるむことに夢中だった。

「これは、おいしいものだな。あんこという存在は自分の好みにかなり合う！　たくさん作って、一気に食べるのだっ」

　皿の上に並んだ白いあん団子を、横から摑つかみ口に放り込んだ者がいた。オリヴィアだ。

「これはナカナカ、悪くありまセン」

「あ───っ！　自分の、自分が、自分がせっかく作った、お団子がぁ……」

　過去に剣聖と呼ばれた少女が半泣きになっていた。

　それからギロリと睨にらみつける。

「……貴殿は、自分に負けそうになった意趣返しをこんなところでするのか」

「ノン！　押していたのはワタシデス。あのときは勝負はつきませんでしたガ、今から決着をつけましょうカ？」

「あっ！　また自分のお団子を!?　貴殿はいったい何の勝負をつける気なのだ！」

　睨み合う二人を見た咲さく耶やはため息をついてから、ラナダの二人に声をかける。

「レナード、ロザリンドーッ。オリヴィアに全部食べられちゃうわよーっ！」

「そ、それは大変だよっ！　兄様っ！　こっちこっち！」

　ロザリンドが兄を引っ張って縁側へと歩いてくる。

　引っ張られたレナードは苦笑していた。

「咲耶は、食べないんですか？　桜餅もちが好物だと聞いていたのですが」

　ノエルがふと尋ねると、咲耶は押し黙った。

　それから少し考えるような仕草をして口を開く。

「……んー。わたしは、いいや」

「そう、ですか。……元気を出してください。咲耶」

「なんのことかしら？　ノエルこそ元気ないんじゃないの？　ほら、食べて食べてっ」

　咲耶は明るく微笑ほほえんだ。

「…………咲耶。はい、そうですね。では、いただきます」

　言ってノエルが桜餅を口に運んだ。そして顔をほころばせる。

「ふふ。おいしいでしょう？　喜んでもらえたなら、嬉うれしいわ」

　それから一時間が経たつ頃には、桜餅も月見団子もすべてがなくなっていた。

　初めての月見会は、何事もないまま、それなりに楽しく終えることができた。

　アーニャの妹以外の全員が、どこか物足りないような、悲しいような気分を覚えたまま。







　──九月二十四日　ＡＭ01：56　ヤマト　此この塚づか家。




　月見は終わり、みんな部へ屋やに戻って寝ている時間。

　咲さく耶やはただ一人、神社の敷地内にいた。

　夜の冷たい風が、咲耶の頰を刺す。

「うぅ。さむ……」

　両手をこすり合わせながら、月を眺める。

　空に浮かぶのは美しい満月だ。

「……出会った日も、こんな月だったなあ」

　思い出すと、胸の奥が押さえつけられるようにうずく。

　そんな切なさと同時に、甘い温かさもあった。

「……いっぱい、助けられたし。わたしも、頑張らなきゃ。……だよね」

　影ながら庇ひ護ごしてくれていた理事長はもういない。

　咲さく耶やのよりどころとなっていた赤鞘さやすらない。

　だけど、赤鞘を手にしていた頃より、強い気持ちがある。

「きっとできる。そう思うから」

　だから、どこからでもいいから、見ていて欲しい。

　──見ていてくれるって思っていれば、頑張れるから。

「ん」

　小さく声を出した瞬間、後ろで、砂じや利りを踏む音がした。

　振り返る。




　そこにいたのは、黒髪黒目の少年だった。赤い鞘に納まったカタナを腰に下げている。

　それは、この世界から二度も失われたと思われた《神域封剣レグナーレ》の一振りだ。




「よう。──ただいま」




「……噓うそ」




「噓じゃねーよ」




「でも、こっちに鞘もないのに、《転移剣》も、折れたのに……」




「──光波剣は上位属性。ゆえにすべての属性が使える──だったか？　だから、転移もできるんじゃないかと思ってさ。で、咲さく耶やの鞘あるだろ。あれで位置をたどってだな──」




「夢とか、幽霊とかじゃ、ないんだよね……？」




「んで、わりぃ！　無理やり《転移剣》を使ったからか、鞘のほうがちょっと不調でな──って、咲耶!?　急に抱きつくなっ──！」




　空に浮かぶ美しい月が、一つになった影を照らしていた。







　──そして不滅の神域封剣レグナーレ


了














あとがき




　本巻はいかがでしたでしょうか？

　楽しんでいただけたのなら幸いです。




　とうとう五巻です。

　ここまでお付き合いいただき、ありがとうございます。

　皆様のおかげでここまで来ることができました。

　このシリーズが開始したのが去年の八月なので、一年と三ヶ月ですか。

　もうちょっと長い気がしたのですが、思ったより短いですね。

　若干、卒業式の挨拶のような台詞回しになってきた気もします。

　長いようで短かった神域封剣レグナーレ──みたいなね。




　さて、今回は通常の二倍ほどあとがきの量を貰っております。

　ですので、いつもよりも少し長めにお付き合いください。




　まず、アンケートにお答えいただいている皆様ありがとうございます。

　感想など楽しみに読ませていただいております。

　三巻の時などは一つ、八百字近い感想が送られてきて驚きました。

　なんと、文字をびっちり埋めた原稿用紙二枚分ですよ？

　ものかきでもない読者さんからすると原稿用紙二枚というのは相当な量になりますよね。

　私なんかは読書感想文などは相当苦痛だった覚えがあります。

　ほとんど発言していないツイッターでも多少触れたのですが、とてもアツい感想でした。

　その文章に込められた熱量、確かにいただきました。

　もちろんそれ以外の感想のほうもありがたく読んでおります。




　書き終えてみて、一巻目を書いていた当初に想定していた展開とはかなり変わってしまったのですが、これはこれで良かったなんじゃないかと思ってます。

　書いていると想像が膨らんできまして、いくつかまだ書きたい展開は残っているのです。

　文庫にして咲さく耶やに二巻、ノエルに二巻、アーニャに一巻くらいですかね。

　──という話を担当さんにしたのですが。

『じゃあ何でいつも次の展開で詰まってたんですか。もう書くことないのかと思ってましたよ！』という至極真っ当なツッコミを頂きました。

　キャラクターにやってもらいたいことと、それを表現できる事件を組むのは別の話だよ！　とここで反論しておきます。

　何にしてもこのキャラをもう書くことがないと思うと、寂しい気持ちになりますね。

　今のシリーズを書いている途中で色々なイベントがありまして（いいことも、わるいことも）中々良い体験をさせてもらいました。自分自身書いたことによって色々学べた気がしています。




　最終巻ですので、少し長めの謝辞にお付き合いください。

　このシリーズを書くに辺り協力してくれた友人、担当さん、イラストのぴょん吉さん。

　皆様のおかげでここまで書くことができました。

　特にぴょん吉さんの美麗な絵は、毎回見せていただくのが楽しみでした。デフォルメキャラクターも可愛らしく、イラスト自体が良い雰囲気をまとっていて。イラストが入ったことによって、私自身が抱くキャラクターのイメージも良い方向に変化させていただきました。

　一緒にこの作品を作り上げていただき、ありがとうございます。




　最後に裏話的なものを。

　何度か聞かれた質問の一つにお答えしたいと思います。

　質問：なんで神域封剣で『レグナーレ』なの？




　語源はラテン語です。読みの方は多少変形させていますけどね。

　Regnareで『支配する』という意味です。

　辞書を引いてかっこいい単語を探すのがわりと好きなのですが、その途中で発見しました。

　神という超越した存在を封じて支配する領域をもつ剣、という意味が込められています。




　──などというタイトルの説明を持ちまして、レグナーレの話はここで一旦終了です。




　と、いうことで、現状です。

　今現在進行形で次のシリーズを作ろうと鋭意努力をしております。

　なるべく早いうちに皆様に再会したいなあと思ってはいるのですが、予定は未定です。

　それでは失礼致します。
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